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今週のキーワード

量子実用化加速
誤り訂正、PQC、産業応用が焦点に

47
件

記事総数

7
カ国

対象国

20億ドル超
米政府投資

3億ドル
企業支出(2025)

今週の全47記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01
中国SQC、光子QC資
金調達

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○

中国Silicon Quantum Chipsが光子量子コンピューテ
ィング向けに1億元超を調達。2026年末までに5000
ビット級製品提供を目指す。

#02
S&P;
Global量子レポート

市場概観
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

S&P; GlobalレポートがIBM Nighthawkと論理キュー
ビット進展を強調。2027-2030年に耐障害性システム
実用化目標。

#03
SpinQ、量子応用例提
示

解説記事
●●○○

○
●●○○

○
●●○○

○
●●○○

○
●●●○

○

SpinQが量子コンピュータの産業応用例（新薬開発、
材料科学、サイバーセキュリティ、ロジスティクス）
を提示。

#04
中国USTC、量子ネッ
ト記録

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

中国USTCが420km超の量子メモリーエンタングルメ
ントを達成。量子インターネット実現に向けた量子リ
ピーター連鎖の前提条件を確立。

#05
Lockheed
Martin、量子機会

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

Lockheed Martinが量子コンピューティングを超えた
「量子機会」（新薬、新素材、量子センシング）を発
表。2028年までの実用化を目指す。

#06
インドQpiAI、量子フ
ァウンドリ

新製品
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

インドQpiAIがベンガルールに8インチ量子チップファ
ウンドリを開設。1万キュービット級QPU製造を目指
し、アジア最大規模へ。

#07
論理キュービットエラ
ー削減

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

アリゾナ大学とNord Quantiqueが論理キュービット
エラー率削減で量子誤り訂正を進展。耐障害性QC実
現に貢献。

#08
米欧、量子技術に戦略
投資

市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

米国政府が量子技術への戦略的投資を拡大。欧州も「
EU量子法」で主権強化を目指し、量子が地政学的・経
済的戦略の核心に。

#09
QuantinuumとOracle
提携

企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

QuantinuumとOracleが提携し、QuantinuumのHeli
os量子コンピュータをOCI上で提供開始。クラウド経
由でアクセス容易に。

#10
米DOE、AIで量子アル
ゴ発見

応用研究
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

米国エネルギー省がAIを活用した量子アルゴリズム自
動発見の研究を推進。自然言語から量子回路を自動生
成し、材料科学や新薬開発に応用。

#11
IBM、極低温モジュー
ル接続

技術開発
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

IBMが極低温量子モジュール接続に成功。2029年稼働
予定の耐障害性量子コンピュータ「IBM Quantum
Starling」実現に向けた重要な一歩。

#12
公益事業、量子転換点
予測

市場概観
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

公益事業分野で2028-2030年に量子コンピューティン
グの「商業的転換点」を予測。100論理キュービット
達成で電力需要増大に備える必要。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#13
MLによる量子コード復
号化

学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

機械学習によるトポロジカル量子コード復号化が進展
。耐障害性量子計算の鍵となる量子誤り訂正の効率化
に貢献。

#14
HKCert、PQC移行促
す

市場危機
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

HKCertがPQCへの移行を促す「今収穫し後で解読」
リスクに対処を警告。EUは2026年末までに移行調整
開始。

#15
IBM、70論理Qで量子
優位性

学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○

IBMとシカゴ大学が70論理キュービットと新誤り訂正
で古典計算不能問題を15分で解決し「量子優位性」を
実証。

#16
DigiCert、PQC
TLS移行

製品紹介
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

DigiCertがポスト量子TLS移行ガイダンスを発表。ハ
イブリッド鍵交換とML-DSA認証を推奨し、量子脅威
からセキュリティを保護。

#17
欧州、量子部品量産化
へ

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

欧州が約3億ユーロを投じ、量子コンピュータ部品の
量産化に向け6つの産業プログラムを始動。サプライ
チェーン自律性強化を目指す。

#18
Xanadu、がん治療薬
開発

応用研究
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

Xanaduとアルバータ大学が量子コンピューティング
で光増感剤設計を加速し、がん治療薬開発を推進。フ
ォトン動的療法（PDT）に貢献。

#19
Dirac
Labs、量子測位資金

技術開発
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

Dirac Labsがダイヤモンド量子測位センサー開発で18
0万ドルを調達。GPSが利用できない環境での高精度
測位を実現し、実地試験へ。

#20
Quantum
BioPharma、FDA承認

製品紹介
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

Quantum BioPharmaの進行性多発性硬化症治療薬「
Lucid-MS」がFDAの第2相IND承認を取得。脱髄の進
行を阻止・逆転させる。

#21
Google、誤り訂正QC
構築へ

企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○

GoogleがQuantum AIキャンパスを開設し、2029年
までに誤り訂正型量子コンピューター構築を宣言。製
造とデータセンター機能を統合。

#22 IBM、Starlingへ前進 技術開発
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

IBMがモジュラー極低温システム結合に成功。フォー
ルトトレラント量子コンピューター「Starling」（20
29年投入予定）実現に向けた物理的課題を克服。

#23
BNL、超伝導Qビット
開発

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

ブルックヘブン国立研究所が1ミリ秒超のコヒーレン
スを持つ超伝導量子ビットを開発。新材料（タンタル
とシリコン）で性能を大幅向上。

#24
PsiQuantum、10億ド
ル調達

企業戦略
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

PsiQuantumがシリーズEで10億ドル調達し100万量
子ビットシステムを目指す。米国政府もCHIPS法で量
子企業に最大20億ドル支援。

#25 NY州、量子ハブ設立 企業戦略
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

ニューヨーク州が6,000万ドルを投じ、最大4つの量
子技術商業化ハブを設立。スタートアップ育成と実世
界応用を加速。

#26
Infleqtion、量子イノ
ベ拠点

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

Infleqtionがコロラド量子イノベーションセンターを
開設。NVIDIAと連携し、論理量子ビットを用いた材
料科学アプリケーションをデモンストレーション。

#27
PICスタートアップ資
金調達

市場概観
●○○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○

Photonics Spectraが米国・カナダの量子投資動向を
報告。マサチューセッツ州が26社に450万ドル助成、
カナダ政府がFemtumに200万カナダドル投資。

#28
コーネル大、量子チッ
プ低温化

技術開発
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

コーネル大学がクリプトンガスを用いた低温プロセス
でタンタル量子チップの基板堆積温度を200℃削減。
既存半導体製造インフラとの互換性を高め、量産化を
加速。

#29
Rigetti、システム組織
設立

企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

Rigetti Computingが専用システムデリバリー組織を
設立。顧客への量子コンピューター展開とプロセッサ
ロードマップを加速し、商業化を推進。

#30
QpiAI、アジア最大フ
ァウンドリ

新製品
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

インドQpiAIがベンガルールに「アジア最大の量子チ
ップファウンドリ」を開設。2027年までに10,000物
理量子ビットQPU製造を目指す。



量子コンピュータ Weekly Intelligence Report | 2026-08-22 | Page 3

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#31
D-Waveとドコモ、量
子応用

製品紹介
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●

D-WaveとNTTドコモがネットワーク運用で2番目の
量子アプリケーションを展開。量子アニーリング技術
が実世界の産業応用で採用され、実用化を加速。

#32
米商務省、量子に20億
ドル

企業戦略
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

米国商務省が量子コンピューティング企業に20億ドル
超を投資。IBMの300mm超電導量子ウェハー製造施
設「Anderon」に10億ドルを割り当て。

#33
インドQuarkitech資金
調達

企業戦略
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○
●●○○

○
●●○○

○

インドQuarkitechがプレシード資金と助成金計3.5ク
ローレINRを調達。金融、ディープサイエンス向け大
規模組み合わせ最適化アルゴリズム開発を加速。

#34
VC、量子対応インフラ
優先

市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

暗号VC投資家が2027年に向け量子対応インフラを優
先。KPMG報告でQ2 2026の量子コンピューティング
投資動向が明らかに。

#35 Quantinuum売上急増 企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

QuantinuumとOracleがHelios量子コンピュータのO
CI統合を含む提携を発表。Quantinuumは2026年Q2
に売上800万ドル（前年比279%増）を記録。

#36
米企業、量子投資重点
分野

市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

米国企業が量子コンピューティング投資の5大重点分
野（量子ビット技術、R&D;、材料科学、既存技術統
合、PQC）を特定。戦略的投資で競争優位性確保を目
指す。

#37
インドNQM、スタート
アップ助成

企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

インド国家量子ミッションが8スタートアップに助成
金を授与。QpiAIがベンガルールにアジア最大の8イン
チQPUファウンドリを開設し、10,000物理量子ビッ
トQPU製造へ。

#38
米スイス、量子ハブ稼
働

企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○

米Chattanoogaが量子スタートアップアクセラレータ
ー「CO.LAB Q」を開設。スイスBaselでもエンタープ
ライズ級量子コンピューター施設が稼働開始。

#39
Pasqal、Nasdaq上場
へ

企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

Bleichroeder Acquisition Corp. IIの株主がPasqalと
の合併案を投票。PasqalはNasdaq上場により3億ドル
超を調達し、技術採用を加速。

#40
NY州、量子ハブRFP開
始

企業戦略
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

ニューヨーク州が6000万ドルのRFPを開始し、最大4
つの地域量子技術商業化ハブを設立。量子コンピュー
ティング、センシング、セキュア通信の市場投入を加
速。

#42
QuantinuumとQuant
a提携

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

QuantinuumとQuanta Computerが耐障害性トラッ
プイオン型量子コンピュータのハードウェア製造工業
化で共同開発契約を締結。量産サプライチェーンを構
築。

#43
BCG、企業支出が政府
超え

市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

BCG報告によると、2025年に企業ユーザーの量子コ
ンピューティング支出が3億ドルに達し、研究機関・
政府の合計を初めて上回る。

#44
米政府、量子に200億
ドル

企業戦略
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

米国政府が量子コンピューティングに200億ドル投資
。IBM Condorプロセッサは2025年までに1,000量子
ビット超を目指し、実用化を加速。

#45
量子投資、DC不動産変
革

市場概観
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

量子コンピューティング投資がデータセンター不動産
市場に変革。量子施設の独自のインフラ要件が100億
ドルの開発を一時停止させる。

#46 BTQ、QPerfectを買収 企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○

BTQ Technologiesがフランス量子企業QPerfectを買
収。ストラスブール大学と量子アルゴリズム開発を推
進し、専門知識と市場プレゼンスを拡大。

#47
QCI、売上急増とM&A
;

企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

QCIが2026年Q2に売上555万ドルに急増、キャッシ
ュポジション13億ドルを維持。室温量子ソリューショ
ンのM&A;戦略を継続。

#48
各国政府、量子に巨額
投資

市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

世界各国政府が量子システムに巨額投資を継続。英国
25億ポンド、中国、米国CHIPS Actで2800億ドルな
ど、技術的リーダーシップ確保へ。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 量子優位性実証は、自社の研究開発ロードマップを前倒しさせるか？
IBMとシカゴ大学が70論理キュービットで古典計算不能問題を解決し、量子優位性を実証しました。これは誤り訂正技術
の進展を示すもので、実用化への期待が高まります。自社のR&D;計画は、この進展を織り込んでいるでしょうか？

❷ PQC移行は、サイバーセキュリティ戦略の最優先事項になっているか？
HKCertやDigiCertが「今収穫し後で解読」リスクを警告し、EUは2026年末までにPQC移行調整を開始します。現在の暗
号資産の棚卸しと移行計画は、喫緊の課題として進められていますか？

❸ 海外の巨額投資と製造能力強化は、日本のサプライチェーンにどう影響するか？
米国政府は量子企業に20億ドル超を投資し、インドQpiAIはアジア最大の量子チップファウンドリを開設します。これら
の動きは、日本の材料・部品メーカーや製造装置メーカーにとって機会か、それとも脅威となるでしょうか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

PQC移行耐障害QC

量子チップ産業応用

量子ネット

政府投資量子センサ
AIx量子

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● PQC移行 注意 新規セキュリティ製品開発 現行システムが量子解読

● 耐障害QC 注意 新規材料・部品需要増 競争激化、技術遅延

● 量子チップ 注意 製造装置・材料輸出 海外依存度増大

● 産業応用 機会大 量子ソリューション提供 導入遅れで競争力低下

● 量子ネット 参考 長期的な技術連携 技術覇権争い

● 政府投資 注意 国際共同研究参画 技術標準化で不利

● 量子センサ 機会大 高精度センサー開発 新規市場参入遅れ

● AIx量子 機会大 新アルゴリズム開発 開発人材不足
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深掘り ① ― 量子優位性、誤り訂正で新局面
#15 | 2026/08/17 | SciTechDaily | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●○

IBMとシカゴ大学が70論理キュービットと新誤り訂正手法を組み合わせ、古典計算不能な問題を15分で解決し「量子優
位性」を実証しました。これは、単なる計算速度の優位性だけでなく、誤り訂正によって計算の信頼性を向上させ、結
果検証を可能にした点で画期的です。

ランダム回路サンプリングにより、物理キュービットのノイズ影響を軽減し、コヒーレンス時間を大幅に延長。量子計
算結果の検証方法も確立し、量子コンピューティングが実世界の問題解決に適用可能なツールへと移行しつつあること
を示しています。

▶ 技術者の視点

「量子優位性」の主張はこれまでも複数ありましたが、今回は70論理キュービットという規模と、結果
検証メカニズムの確立が重要です。ただし、ランダム回路サンプリングは特定のベンチマークであり、
汎用的な実用問題への適用性や、古典コンピュータのアルゴリズム進化による追随可能性は常に評価が
必要です。未解決課題としては、論理キュービット数をさらに増やすための物理キュービットのスケー
リングと、誤り訂正のオーバーヘッド削減が挙げられます。【機会】日本の材料・部品メーカーは、量
子ビットの安定性向上に貢献する新素材や極低温技術、制御電子部品の開発で参入余地があります。R&
D;部門は、この種の誤り訂正技術を自社アルゴリズム開発に取り入れることで、将来の量子アプリケー
ション開発を加速できます。【脅威】この技術進展は、量子コンピューティングの商用化を加速させ、
日本企業が量子技術の導入に遅れると、創薬、材料開発、金融最適化などの分野で国際競争力を失う可
能性があります。

深掘り ② ― 日本企業が量子実用化を加速
#31 | 2026/08/18 | D-Wave Quantum | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●●

D-WaveとNTTドコモがネットワーク運用最適化のための2番目の量子アプリケーションを展開。D-Waveの量子アニー
リング技術が、通信業界の複雑な問題解決に実用的なソリューションを提供し続けていることを示しています。

ネットワークリソースの効率的な割り当てやトラフィックルーティングの最適化に量子アニーリングを活用。これによ
り、ネットワーク遅延の削減、QoS向上、運用コスト最適化といった具体的なメリットが期待され、量子技術の産業応
用における重要なマイルストーンとなります。

▶ 技術者の視点

D-Waveの量子アニーリングは、組合せ最適化問題に特化しており、特定の産業課題に対して既に実用
的な価値を提供し始めています。NTTドコモとの連携は、量子技術がNISQ時代においてもビジネス価値
を生み出せることを示す好例です。ただし、量子アニーリングは汎用量子コンピューティングとは異な
るため、適用範囲には限界があります。未解決課題は、より大規模で複雑なネットワーク問題へのスケ
ーラビリティと、古典的な最適化アルゴリズムとの性能比較における明確な優位性の確立です。【機会
】日本の通信事業者や大規模インフラを持つ企業は、量子アニーリングを自社の最適化課題に適用する
ことで、運用効率を大幅に改善できる可能性があります。ソフトウェア開発企業は、量子アニーリング
向けアルゴリズム開発で新たなビジネスチャンスを掴めます。【脅威】日本の他社が量子技術の導入に
遅れると、競合他社に運用効率やサービス品質で差をつけられる可能性があります。特に、サプライチ
ェーンや物流の最適化は多くの製造業にとって喫緊の課題です。
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深掘り ③ ― 米国、量子技術に巨額投資
#24 | 2026/08/19 | Facebook (Quantum Computing Reportによる転載) | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●○○○
市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●●

PsiQuantumがシリーズEで10億ドルを調達し、フォールトトレラントな100万量子ビットシステム構築を目指す。同
時に、米国政府はCHIPS Actを通じて量子企業に最大20億ドルの大規模支援を準備しており、IBM、GlobalFoundries
など主要企業が恩恵を受ける見込みです。

PsiQuantumはシリコンフォトニクス基盤の光量子コンピューティングアプローチを採用。CHIPS Actは量子チップ製
造、極低温技術、関連コンポーネント開発を支援し、米国の量子サプライチェーン強化と技術的自律性向上を目的とし
ています。

▶ 技術者の視点

PsiQuantumの100万量子ビット目標は非常に野心的ですが、光量子コンピューティングはスケーラビ
リティに優れる可能性を秘めています。米国政府のCHIPS Actによる巨額投資は、量子技術開発を国家
戦略として強力に推進するもので、その規模は日本の投資とは比較になりません。未解決課題は、光量
子ビットの安定性、ゲート忠実度、そして100万量子ビットを制御するための複雑な光学系の実現です
。政府資金は研究開発を加速しますが、商業化にはまだ多くの技術的ハードルがあります。【機会】日
本の半導体材料・製造装置メーカーは、量子チップ製造に必要な特殊材料や精密装置のサプライヤーと
して、米国市場への参入機会を探るべきです。R&D;部門は、光量子コンピューティングの動向を注視し
、関連技術（フォトニクス、光通信）での連携を模索すべきです。【脅威】米国の巨額投資は、量子技
術分野における技術覇権を確立しようとするものであり、日本がこの競争に乗り遅れると、将来的に重
要な技術へのアクセスが制限される可能性があります。特に、量子チップ製造のサプライチェーンにお
ける日本の地位が低下するリスクがあります。

その他の注目記事
HKCert、ポスト量子暗号（PQC）への移行を促す「今収穫し後で解読」リスクに対処
実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●● 日本関連度●●●●●

量子コンピュータによる暗号解読リスクが現実化し、PQCへの移行が喫緊の課題。EUの具体的なタイムラインは日本企
業も注視すべきです。

ボストン・コンサルティング・グループ報告：2025年、企業ユーザーの量子コンピューティング支出が3億ドルに達し、研究機関・政府の合計を初めて上回る
実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●● 日本関連度●●●●●

企業による量子コンピューティング投資が政府・研究機関を上回ったことは、技術が「産業応用」フェーズに入った明
確なシグナルです。日本企業も具体的な導入戦略が求められます。

中国USTC研究チーム、量子インターネット実現に向け420km超の量子メモリーエンタングルメント記録を達成
技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●○○

量子インターネットの基礎研究で中国が世界記録を更新。量子リピーター技術の進展は、将来のセキュア通信インフラ
に大きな影響を与えます。

インドQpiAI、ベンガルールに1万キュービット級QPU製造可能な8インチ量子チップファウンドリを開設
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

インドが量子チップ製造能力を大幅に強化。アジアにおける量子サプライチェーンの新たなハブとなる可能性があり、
日本の材料・装置メーカーは注目すべきです。

コーネル大学、クリプトンガスを用いた低温プロセスでタンタル量子チップの基板堆積温度を200℃削減
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

量子チップ製造における低温プロセスは、既存半導体製造インフラとの互換性を高め、量産化とコスト削減に貢献しま
す。日本の半導体関連企業にとって重要な技術革新です。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【情報システム部門】PQC移行に関する社内タスクフォースを立ち上げ、既存の暗号資産（システム、アプリケ
ーション、プロトコル）の棚卸しを開始すること。

• 【経営企画部門】量子コンピューティングの最新動向（特に誤り訂正技術の進展）を社内共有し、中長期的なR
&D;戦略への影響を議論する会議を設定すること。

• 【調達部門】量子チップ製造に関連する特殊材料や精密装置の海外サプライヤー情報を収集し、リスクと機会を
評価すること。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;部門】自社の最適化課題（例：材料設計、物流、金融ポートフォリオ）に対し、量子アニーリングなど
のNISQデバイスの適用可能性を評価するパイロットプロジェクトの計画を策定すること。

• 【サイバーセキュリティ部門】NISTのPQC標準化動向を詳細に調査し、自社のセキュリティ製品・サービスへ
のPQCアルゴリズム導入計画の初期ドラフトを作成すること。

• 【事業開発部門】海外の量子スタートアップ（特に製造、センシング、AI連携分野）への投資や提携の可能性
について情報収集を開始すること。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;部門】フォールトトレラント量子コンピューティングの実現を見据え、量子アルゴリズム開発に必要な
人材育成プログラムを計画・実行すること。

• 【経営企画部門】量子技術が自社の主要事業に与える影響（機会と脅威）を定期的に評価し、事業ポートフォリ
オ戦略に反映させること。

• 【製造部門】量子チップ製造の低温プロセス技術や、極低温冷却システム、高精度制御技術に関する技術ロード
マップを策定し、将来的な設備投資計画に組み込むこと。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-08-22
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収録記事一覧

#01 中国Silicon Quantum Chips、光子量子コンピューティング向けに1億元超のシリーズB資金調達
を達成

#02 S&P Global Q2量子コンピューティングレポート、IBMのNighthawkと論理キュービット進展を

強調

#03 SpinQ、シミュレーション、最適化、パターン認識における量子コンピュータの産業応用例を提
示

#04 中国USTC研究チーム、量子インターネット実現に向け420km超の量子メモリーエンタングルメ
ント記録を達成

#05 Lockheed Martin、量子コンピューティングを越えた「量子機会」を発表、2028年までに実用

化へ

#06 インドQpiAI、ベンガルールに1万キュービット級QPU製造可能な8インチ量子チップファウンド
リを開設

#07 アリゾナ大学とNord Quantique、論理キュービットエラー率を削減し量子誤り訂正を大幅に進
展

#08 米国政府、量子技術に戦略的投資を拡大：欧州も「EU量子法」で主権強化へ

#09 QuantinuumとOracle、協業でHelios量子コンピュータをOCI上で提供開始

#10 米国エネルギー省、AIを活用した量子アルゴリズム自動発見の研究を推進

#11 IBM、2029年耐障害性システムに向け極低温量子モジュール接続でエンジニアリングのマイルス
トーン達成

#12 公益事業分野、2028-2030年の量子コンピューティング「商業的転換点」に備え需要増加を予測

#13 機械学習によるトポロジカル量子コード復号化の進展：耐障害性量子計算の鍵

#14 HKCert、ポスト量子暗号（PQC）への移行を促す「今収穫し後で解読」リスクに対処

#15 IBMとシカゴ大学、70論理キュービットと新誤り訂正で古典計算不能問題を15分で解決し「量子
優位性」実証

#16 DigiCert、ポスト量子TLS移行ガイダンス発表：ハイブリッド鍵交換とML-DSA認証を推奨

#17 欧州、約3億ユーロを投じ量子コンピュータ部品の量産化に向け6つの産業プログラム始動

#18 Xanaduとアルバータ大学、量子コンピューティングで光増感剤設計を加速し、がん治療薬開発
を推進

#19 Dirac Labsがダイヤモンド量子測位センサー開発で180万ドルを調達、GPS代替技術の実地試験
へ

#20 Quantum BioPharmaの進行性多発性硬化症治療薬「Lucid-MS」、FDAが第2相INDを承認



#21 GoogleがQuantum AIキャンパスを開設、2029年までの誤り訂正型量子コンピューター構築を
宣言

#22 IBM、モジュラー極低温システム結合に成功しフォールトトレラント量子コンピューター

「Starling」に向け前進

#23 ブルックヘブン国立研究所、1ミリ秒超のコヒーレンスを持つ超伝導量子ビットを開発し量子情
報科学に貢献

#24 PsiQuantumがシリーズEで10億ドルを調達、米国政府はCHIPS法で量子企業に最大20億ドル支
援

#25 ニューヨーク州、6,000万ドルを投じ最大4つの量子技術商業化ハブ設立、スタートアップ育成を
強化

#26 Infleqtionがコロラド量子イノベーションセンターを開設、「アメリカの量子ピーク」拠点化と
NVIDIAとの材料科学連携を発表

#27 Photonics Spectraが報じるPICスタートアップSolinideの460万ドル調達、および米国・カナダ
の量子投資動向

#28 コーネル大学、クリプトンガスを用いた低温プロセスでタンタル量子チップの基板堆積温度を
200℃削減

#29 Rigetti Computingが専用システムデリバリー組織を設立、顧客展開と量子プロセッサロードマ
ップを加速

#30 QpiAIがベンガルールに「アジア最大の量子チップファウンドリ」を開設、2027年までに

10,000量子ビットQPU製造へ

#31 D-WaveとNTTドコモ、ネットワーク運用で2番目の量子アプリケーションを展開し実用化を加
速

#32 米国商務省、量子コンピューティング企業に総額20億ドル超を投資し、IBMの300mm超電導量
子ウェハー製造施設「Anderon」に10億ドルを割り当て

#33 インドのディープテックスタートアップQuarkitech、データ技術開発のためにプレシード資金2
クローレINRとIITM-CDOTから助成金1.5クローレINRを調達

#34 暗号VC投資家、2027年に向け量子対応インフラを優先へ：KPMG報告でQ2 2026の量子コンピ
ューティング投資動向が明らかに

#35 Quantinuum、Oracle Cloud InfrastructureへのHelios量子コンピューター統合を含む複数年提
携を発表し、2026年Q2に売上800万ドル（前年比279%増）を記録

#36 米国企業が量子コンピューティング投資の5大重点分野を特定：超電導・トラップイオン・フォ
トニック量子ビット、R&Dパートナーシップ、材料科学、既存技術統合、PQCに注力

#37 インド国家量子ミッション、8スタートアップに最大30クローレINRを助成し、QpiAIがアジア最
大の8インチQPUファウンドリをベンガルールに開設



#38 米Chattanooga、量子スタートアップアクセラレーター「CO.LAB Q」を開設、スイスBaselに
もエンタープライズ級量子コンピューター施設が稼働

#39 Bleichroeder Acquisition Corp. IIの株主、量子コンピューティング企業Pasqalとの合併案を8

月25日に投票し、PasqalはNasdaq上場により3億ドル超の資金調達を目指す

#40 ニューヨーク州、地域量子技術商業化ハブ設立に6000万ドルのRFPを開始、最大4つのハブに各
1500万ドルを提供

#42 QuantinuumとQuanta Computer、耐障害性トラップイオン型量子コンピュータのハードウェ
ア製造工業化で共同開発契約を締結

#43 ボストン・コンサルティング・グループ報告：2025年、企業ユーザーの量子コンピューティン
グ支出が3億ドルに達し、研究機関・政府の合計を初めて上回る

#44 米国政府、量子コンピューティングに200億ドルを投資し、IBMのCondorプロセッサが2025年
までに1,000量子ビット超を目指し実用化を加速

#45 量子コンピューティング投資の波、データセンター不動産市場に変革をもたらし、量子施設の独
自のインフラ要件が100億ドルの開発を一時停止させる

#46 BTQ Technologies、フランス量子企業QPerfectを買収し、ストラスブール大学と量子アルゴリ
ズム開発を推進

#47 Quantum Computing Inc.（QCI）、2026年Q2に売上555万ドルに急増し、キャッシュポジシ
ョン13億ドルを維持、室温量子ソリューションのM&A戦略を継続

#48 世界の各国政府、量子システムに巨額投資を継続：英国25億ポンド、中国、米国CHIPS Actで

2800億ドルなど、技術的リーダーシップ確保へ



#01 中国Silicon Quantum Chips、光子量子コンピューテ
ィング向けに1億元超のシリーズB資金調達を達成

概要

中国のスタートアップであるSilicon Quantum Chipsは、光子量子コンピューティング
の研究開発を加速するため、シリーズBラウンドで1億元（約1480万ドル）以上の資金
調達に成功しました。この資金は、1万ビット級の特殊用途光コンピューティングクラ

スターと汎用量子コンピューティングチップセットの開発に充てられます。同社は
2025年11月にクラウドアクセス可能なプログラマブル量子コンピュータを発表してお
り、2026年末までに5000ビット級の特殊用途光コンピューティング製品の提供を目指

しています。

公開日 2026年08月15日  Dealroom News  中国



詳細

主要成果

中国の先端スタートアップであるSilicon Quantum Chipsは、光子量子コンピューティン
グ技術の開発を加速するため、シリーズB資金調達ラウンドで1億元（約1480万ドル）
を超える資金調達を成功させました。この重要な資金は、同社の次世代量子コンピュー
ティング製品の市場投入を大きく後押しします。

技術・ビジネス詳細

調達された資金は、主に2つの主要な技術分野に投資されます。一つは、超高速計算能
力を持つ1万ビット級の特殊用途光コンピューティングクラスターの研究開発です。こ
れにより、特定の計算問題において既存のスーパーコンピュータを凌駕するパフォーマ
ンスが期待されます。もう一つは、より幅広い用途に対応する汎用量子コンピューティ
ングチップセットの開発です。同社は、2025年11月に一般ユーザーがクラウド経由でア
クセス可能なプログラマブル量子コンピュータを発表しており、今回の資金調達はその
ロードマップをさらに強化するものです。特に、2026年末までに5000ビット級の特殊
用途光コンピューティング製品を市場に投入するという具体的な目標を掲げています。

背景・業界文脈

量子コンピューティングは、その膨大な計算能力により、新薬開発、材料科学、金融モ
デリングなど多岐にわたる分野で革命を起こす可能性を秘めています。特に光子ベース
の量子コンピューティングは、室温での動作や高いスケーラビリティといった利点から
注目を集めています。中国政府は量子技術を国家戦略の柱の一つと位置づけており、
Silicon Quantum Chipsのようなスタートアップへの大規模な投資は、この分野における
中国の競争力をさらに高めるものと見られます。世界の量子技術市場は急速に成長して
おり、今回の資金調達は、グローバルな量子技術競争における同社の地位を確固たるも
のにするでしょう。



今後の展望

今回の資金調達と技術開発の進展は、光子量子コンピューティングの実用化に向けた重
要なステップとなります。1万ビット級のクラスターと汎用チップセットの開発は、量
子コンピューティングの利用範囲を広げ、より複雑な現実世界の問題解決への道を開き
ます。同社が掲げる2026年末までの5000ビット級製品の市場投入は、企業や研究機関
が実用的な量子コンピューティングリソースにアクセスできる時期を早め、量子技術の
商業化を加速させるでしょう。これにより、量子技術が社会にもたらす変革がより具体
的に見えてくることが期待されます。

元記事: https://dealroom.co/news/145151-silicon-quantum-chips-raises-100m-yuan-series-b-for-

photonic-quantum-com/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://dealroom.co/news/145151-silicon-quantum-chips-raises-100m-yuan-series-b-for-photonic-quantum-com/
https://dealroom.co/news/145151-silicon-quantum-chips-raises-100m-yuan-series-b-for-photonic-quantum-com/


#02 S&P Global Q2量子コンピューティングレポート、
IBMのNighthawkと論理キュービット進展を強調

02_S&P Global Q2量子コンピューティングレポート、IBMのNighthawkと論理キュービッ

概要

S&P Globalの2026年第2四半期量子コンピューティングレポートは、ハードウェア主
要ベンダーが2027年から2030年を目途に耐障害性量子システムを目指し、目覚ましい
進展を遂げていることを明らかにしました。IBMは年末までに7,500ゲートの

Nighthawkプロセッサと完全な量子モジュールを発表予定であり、IonQ、Pasqal、
QuEra、Quantinuumも論理キュービットの重要なマイルストーンに向けて前進してい
ます。企業は量子デプロイメントへの予算配分を増やし、量子とAIの融合が主要な開

発領域となっています。

公開日 2026年08月17日  S&P Global  アメリカ



詳細

主要成果

S&P Globalが発表した2026年第2四半期の量子コンピューティングに関するレポート
は、主要ハードウェアベンダーが2027年から2030年という近未来に向けて耐障害性量
子システムを実現するための顕著な進歩を示していると強調しています。特に、IBMは
年末までに7,500ゲートを持つNighthawkプロセッサと完全な量子モジュールのリリース
を計画しており、この分野の技術革新を牽引しています。

技術・ビジネス詳細

レポートによると、IBMはNighthawkプロセッサを通じて、大規模な量子計算能力を実
現するための重要なステップを踏み出しています。また、 IonQ、Pasqal、QuEra、
Quantinuumといった他の主要企業も、実用的な耐障害性量子コンピューティングに不
可欠な論理キュービットの開発において、着実にマイルストーンを達成しています。こ
れらの企業は、物理キュービットの誤りを修正し、安定した計算を可能にするための技
術的課題に取り組んでいます。2027年から2030年の期間は、耐障害性システムが実用
化される「ホライゾン」として位置づけられており、業界全体の期待が高まっていま
す。さらに、量子コンピューティングと人工知能（AI）の融合は、新たなアルゴリズム
開発や応用分野の開拓において、最も活発な研究開発領域の一つとなっています。

背景・業界文脈

量子コンピューティング市場は急速に成熟しつつあり、初期のNISQ（Noisy
Intermediate-Scale Quantum）時代から、より高度な耐障害性システムへの移行が進ん
でいます。多くの企業が、新薬開発、材料科学、金融最適化、サプライチェーン管理と
いった分野で量子コンピューティングの可能性を評価し、具体的な導入計画を進めてい
ます。今回のレポートは、企業が量子技術への投資を増やし、量子コンピューティング
の商業的応用が加速している現状を浮き彫りにしています。ポスト量子暗号（PQC）へ
の移行も重要な課題として認識されており、量子コンピューティングの脅威から現在の
暗号システムを保護するためのタイムラインが明確化されつつあります。



今後の展望

2026年第2四半期の進展は、量子コンピューティングが単なる研究段階から、現実世界
の課題解決に貢献する実用的な技術へと移行しつつあることを示しています。主要ベン
ダーの技術ロードマップが具体的な目標年を提示していることは、投資家やエンドユー
ザーにとって将来の見通しを立てやすくするものです。特に、論理キュービット技術の
進展と量子-AI融合の加速は、量子コンピューティングの可能性をさらに広げ、新たな
産業革命を引き起こす可能性を秘めています。今後数年間で、より多くの企業が量子コ
ンピューティングを活用したソリューションを導入し、その経済的・社会的影響は計り
知れないものとなるでしょう。

元記事: https://www.spglobal.com/energy/en/technology-ai-research-insights/blogs/quantum-

quarterly-q2-2026

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.spglobal.com/energy/en/technology-ai-research-insights/blogs/quantum-quarterly-q2-2026
https://www.spglobal.com/energy/en/technology-ai-research-insights/blogs/quantum-quarterly-q2-2026


#03 SpinQ、シミュレーション、最適化、パターン認識に
おける量子コンピュータの産業応用例を提示

概要

量子コンピュータは、シミュレーション、最適化、パターン認識といった複雑な問題
解決のための強力なツールとして台頭しています。SpinQは、ヘルスケア（新薬開発、
タンパク質フォールディング）、材料科学（新素材設計）、サイバーセキュリティ

（量子安全アルゴリズム）、ロジスティクス（最適化）などの主要な産業応用領域を
提示しました。特に、NMR量子システムのようなアクセスしやすいプラットフォーム
が、理論モデルと産業利用のギャップを埋める上で重要であると強調しています。

公開日 2026年08月17日  SpinQ  中国



詳細

主要成果

SpinQは、量子コンピュータがシミュレーション、最適化、パターン認識といった高度
に複雑な課題を解決するための強力な手段として進化していることを示し、特にヘルス
ケア、材料科学、サイバーセキュリティ、ロジスティクス分野での具体的な応用例を提
示しました。これらの技術は、従来のコンピュータでは困難であった問題に対して、革
新的な解決策をもたらす可能性を秘めています。

技術・応用詳細

量子コンピュータの能力は、以下のような分野で顕著な応用が期待されます。まず、ヘ
ルスケア分野では、新薬開発のプロセスを加速させ、分子構造のシミュレーションやタ
ンパク質フォールディングの課題解決に貢献します。これにより、効果的な治療法の発
見が早まる可能性があります。次に、材料科学では、新しい特性を持つ素材の設計や既
存材料の最適化を可能にし、エネルギー効率の高いデバイスや高性能バッテリーの開発
につながります。サイバーセキュリティにおいては、既存の暗号システムを破る可能性
のある量子攻撃から情報を保護するための「量子安全アルゴリズム」の開発が急務であ
り、量子コンピュータはこの領域で重要な役割を果たします。また、ロジスティクスで
は、複雑な輸送経路やサプライチェーンの最適化を通じて、効率性とコスト削減を実現
します。SpinQは特に、NMR量子システムのような比較的手軽に利用できるプラットフ
ォームが、学術的な理論と実際の産業利用との間のギャップを埋める上で極めて重要で
あると指摘しています。

背景・業界文脈

従来のコンピュータは、その能力の限界により、特定の最適化問題や分子シミュレーシ
ョンにおいて膨大な時間やリソースを必要としてきました。量子コンピューティングの
登場は、これらの限界を打ち破り、指数関数的な計算加速をもたらす可能性を示してい
ます。世界中の企業や政府機関が量子技術への投資を増やしており、これは量子技術が
次世代の経済成長と国家安全保障の基盤となるとの認識が高まっているためです。特に
中国の量子技術への戦略的な投資は、この技術分野におけるグローバルな競争を激化さ
せています。



今後の展望

量子コンピュータのこれらの応用は、さまざまな産業に革命をもたらす可能性を秘めて
います。新薬の発見からより持続可能な材料の開発、そして強化されたサイバーセキュ
リティまで、量子技術は未解決の課題に対する新たな解決策を提供します。NMR量子シ
ステムのような入門レベルの技術が普及することで、より多くの研究者や企業が量子コ
ンピューティングの恩恵を受け、実用化のフェーズが加速するでしょう。これにより、
量子技術は社会インフラの一部となり、私たちの生活や産業のあり方を根本から変革す
る未来が近づいています。

元記事: https://www.spinquanta.com/news-detail/what-can-quantum-computers-do20260817

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.spinquanta.com/news-detail/what-can-quantum-computers-do20260817


#04 中国USTC研究チーム、量子インターネット実現に向
け420km超の量子メモリーエンタングルメント記録を達
成

概要

中国科学技術大学（USTC）の研究チームが、量子インターネットの実現に向けた画期

的な成果として、420kmを超える距離で量子メモリー間のエンタングルメント（量子
もつれ）を生成することに成功しました。この偉業は、量子リピーターを連鎖させる
ための前提条件である、生成時間よりも長く持続するリモートメモリー間エンタング

ルメントの確立を含みます。中国の研究者は、今年、原子アンサンブルメモリーを
420kmの光ファイバーでエンタングルさせ、量子鍵配送（QKD）、分散型量子コンピ
ューティング、量子センシングといった量子インターネットの応用を大きく前進させ

ました。

公開日 2026年08月15日  The Quantum Insider  中国



詳細

主要成果

中国科学技術大学（USTC）の研究チームは、量子インターネットの実現に向けた極め
て重要な一歩として、量子メモリー間で420kmを超える距離でのエンタングルメント生
成に成功しました。この成果は、量子リピーターの連鎖を可能にする、生成時間を超え
て持続するリモートメモリー間エンタングルメントを初めて実証したことで、この分野
における世界最高記録を更新しました。

技術・詳細

量子インターネットは、量子鍵配送（QKD）、分散型量子コンピューティング、ネット
ワーク化された量子センシングといった画期的なアプリケーションのために、量子もつ
れ状態を広範囲にわたって分散させることを目指しています。その主要な課題の一つ
は、長距離伝送における光子損失と、量子状態を「記憶」し、必要に応じて再放射でき
る量子リピーターの不在でした。USTCの研究チームは、今年の初めに、量子情報を原
子に保持する量子メモリー間で、420kmという驚異的な距離にわたって量子もつれ状態
を確立しました。この技術は、量子状態を飛行中の光子ではなく原子に保持するという
点で特異であり、量子リピーターの構築に不可欠な「記憶から記憶へのエンタングルメ
ント」が生成時間よりも長く持続するというブレークスルーを達成しました。これによ
り、量子リピーターの連鎖が可能となり、理論上、地球規模での量子インターネットの
構築が可能になります。

背景・業界文脈

量子インターネットは、現在のインターネットが抱えるセキュリティ、速度、計算能力
の限界を根本的に克服する可能性を秘めた次世代の情報インフラです。中国は長年にわ
たり量子通信技術に多額の投資を行っており、すでに世界最長の地上量子通信ネットワ
ークを構築しています。今回のUSTCの成果は、中国が量子インターネット技術開発に
おいて世界をリードしていることを改めて示すものです。量子リピーター技術の進展
は、通信距離の指数関数的制約を克服し、実用的な長距離量子通信網の構築を加速させ
るため、極めて重要です。



今後の展望

今回の420kmにわたる量子メモリーエンタングルメントの達成は、量子インターネット
の現実化に向けた決定的なマイルストーンとなります。この技術は、量子鍵配送の安全
性を飛躍的に高め、将来的には複数の離れた量子コンピュータを連結してより強力な
「分散型量子コンピュータ」を構築する道を開きます。また、高精度な量子センシング
ネットワークの基盤ともなり、科学研究、医療、防衛など幅広い分野で応用が期待され
ます。今後の課題は、この技術をさらにスケールアップし、商業的にも展開可能な量子
リピーターネットワークを構築することです。

元記事: https://www.insidedeeptech.com/the-quantum-internet-a-full-guide/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.insidedeeptech.com/the-quantum-internet-a-full-guide/


#05 Lockheed Martin、量子コンピューティングを越えた
「量子機会」を発表、2028年までに実用化へ

概要

Lockheed Martinは、従来のコンピュータでは解決できない問題、特に新薬開発のため
の分子相互作用シミュレーションや新素材のモデリングにおいて、量子コンピューテ
ィングが持つ広範な可能性に焦点を当てています。連邦政府は2028年までに量子技術

の実用化を目指すタイムラインを示しており、これは研究室段階から実用段階への移
行を示すものです。同社は2008年から量子科学に投資しており、精密測定のための量
子センシングなど、コンピューティング以外の「量子機会」を追求しています。

公開日 2026年08月17日  Lockheed Martin  アメリカ



詳細

主要成果

Lockheed Martinは、量子コンピューティングが従来の計算能力を超え、新薬開発のた
めの分子シミュレーションや新素材のモデリングといった、古典的コンピュータでは扱
いきれない複雑な問題解決に革新をもたらすと発表しました。連邦政府は2028年までに
量子能力の実用化を目指すロードマップを示しており、これは量子技術が研究段階から
具体的な応用段階へと移行していることを明確に示唆しています。

技術・応用詳細

量子コンピューティングは、その並列処理能力と量子力学の原理を利用して、分子レベ
ルでの相互作用を前例のない精度でシミュレートすることができます。これは、新薬の
発見プロセスを根本的に加速し、候補薬の選定にかかる時間とコストを大幅に削減する
可能性を秘めています。また、材料科学においては、原子や電子の振る舞いを正確にモ
デル化することで、超伝導体、高性能バッテリー、軽量合金などの次世代素材の開発を
促進します。Lockheed Martinは、2008年から量子科学への戦略的投資を続けており、
コンピューティングに限定されない「量子機会」、特に極めて高精度な測定を可能にす
る量子センシング技術の潜在能力を重視しています。量子センシングは、GPSに依存し
ないナビゲーション、医療診断、地質調査など、多様な分野での応用が期待されていま
す。

背景・業界文脈

量子技術は、国家安全保障と経済競争力の双方において戦略的な重要性を増していま
す。米国政府は、国家量子イニシアティブを通じて、量子科学の研究開発に多額の投資
を行っており、2028年という具体的な実用化目標は、この分野への政府の強いコミット
メントを反映しています。Lockheed Martinのような防衛・航空宇宙産業の巨人が量子
技術に注力していることは、その技術が将来の防衛システム、宇宙探査、情報セキュリ
ティにおいて不可欠な要素となることを示しています。特に量子センシングは、従来の
センサーの限界を超え、より高精度で検出困難な脅威を特定する能力を提供するため、
軍事用途での関心が高いです。



今後の展望

量子コンピューティングと量子センシングの進展は、今後の数年間で多大な影響を社会
にもたらすでしょう。2028年までの連邦政府の目標達成は、量子技術が単なる科学的な
好奇心から、国家レベルの戦略的アセットへと進化することを意味します。Lockheed

Martinの取り組みは、これらの技術が商業的および防衛的応用においていかに重要であ
るかを強調しています。今後、量子技術は、より速い計算、より安全な通信、そしてよ
り精密な測定を可能にし、私たちの生活や産業、そして国家安全保障の基盤を根本から
変革する潜在能力を秘めています。この分野への継続的な投資と研究開発は、未来の技
術的優位性を確保するために不可欠です。

元記事: https://www.lockheedmartin.com/en-us/news/features/2026/the-quantum-opportunity-beyond-

computing.html

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#06 インドQpiAI、ベンガルールに1万キュービット級
QPU製造可能な8インチ量子チップファウンドリを開設

概要

フルスタック量子・AIスタートアップのQpiAIは、インドのベンガルールに8インチ量
子プロセッシングユニット（QPU）製造施設を開設しました。このファウンドリは、
同社の研究開発センター第2フェーズに指定され、フリップチップ型超伝導量子QPUの

製造が可能です。3,200万ドルのシリーズA資金調達により支援される同社は、この施
設を製薬シミュレーション、ロジスティクス、材料科学といった商業用途向けの
「Quantum Supremacy Centres」（耐障害性QPUとAIクラスターを組み合わせたハイ

ブリッドデータセンター）のハードウェア基盤として活用する計画です。

公開日 2026年08月17日  The Quantum Insider (Quantum Computing Report経由)  インド



詳細

主要成果

フルスタック量子・AIスタートアップのQpiAIは、インドのベンガルールに8インチの量
子プロセッシングユニット（QPU）製造施設を正式に開設しました。この先端的なファ
ウンドリは、将来的に最大1万キュービット級のQPU製造を目指しており、量子コンピ
ューティングの商業化に向けたインドの重要な一歩となります。

技術・ビジネス詳細

新設された8インチQPU製造施設は、QpiAIの研究開発センター第2フェーズの中核を成
します。このファウンドリでは、フリップチップ型超伝導量子QPUの製造が可能であ
り、これは高集積かつ高性能な量子チップを実現するための重要な技術です。QpiAI

は、すでに3,200万ドルのシリーズA資金調達を成功させており、今回のファウンドリは
その資金を背景とした戦略的投資です。同社は、この施設を「Quantum Supremacy
Centres」と呼ばれるハイブリッドデータセンターのハードウェア基盤として位置づけ
ています。これらのセンターは、耐障害性QPUとAIクラスターを組み合わせることで、
製薬シミュレーション、ロジスティクス最適化、新材料科学といった分野での複雑な商
業的課題を解決することを目指しています。

背景・業界文脈

量子コンピューティングのハードウェア製造は、高度な技術と巨額の投資を必要とする
分野であり、その進展は量子技術の実用化を左右します。インド政府は、国家量子ミッ
ションを通じて量子技術開発を推進しており、QpiAIのファウンドリ開設は、国内での
サプライチェーン確立と技術的自立を目指す重要な動きです。世界の量子コンピューテ
ィング市場では、ハードウェア開発競争が激化しており、QPUの製造能力を持つこと
は、企業の競争力を決定づける要因となります。特に、超伝導キュービットは、IBMや
Googleなどの主要プレイヤーも採用している方式であり、その製造プロセスを確立する
ことは、技術的優位性を築く上で不可欠です。



今後の展望

QpiAIによる8インチ量子チップファウンドリの開設は、インドが世界の量子コンピュー
ティングエコシステムにおいて主要な役割を果たす可能性を示唆しています。最大1万
キュービット級のQPU製造を目指すという目標は、現在のNISQ（Noisy Intermediate-

Scale Quantum）デバイスの限界を超え、より大規模で有用な量子計算を可能にするた
めの明確なロードマップを描いています。「Quantum Supremacy Centres」というハイ
ブリッドアプローチは、現在の量子コンピュータのノイズ耐性不足を補いつつ、AIとの
連携により早期の商業的価値創出を狙う賢明な戦略です。この施設は、将来的に多様な
産業分野にわたる画期的な量子アプリケーションを促進し、インドの技術革新能力を世
界に示す重要な拠点となるでしょう。

元記事: https://quantumcomputingreport.com/qpiai-inaugurates-8-inch-quantum-chip-foundry-in-

bengaluru-targeting-10000-qubit-qpus/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#07 アリゾナ大学とNord Quantique、論理キュービット
エラー率を削減し量子誤り訂正を大幅に進展

概要

アリゾナ大学の研究者たちは、スケーラブルな量子計算における最大の課題の一つで
ある量子誤り訂正において、論理キュービットのエラー率を大幅に削減することに成
功しました。この革新は、単一の論理キュービットを数十個の物理キュービットにエ

ンコードするサーフェスコード技術に基づいています。カナダのスタートアップNord

Quantiqueも、独自のキュービット設計により、エラーフリーの量子コンピュータに必
要な物理キュービットの数を著しく削減できると主張しています。

公開日 2026年08月18日  アリゾナ大学 (Facebook)  アメリカ



詳細

主要成果

アリゾナ大学の研究チームは、量子誤り訂正において画期的な進歩を遂げ、スケーラブ
ルな量子コンピューティングにおける最も困難な課題の一つである論理キュービットの
エラー率の大幅な削減を実現しました。この技術革新は、将来の耐障害性量子コンピュ
ータの実現に不可欠です。

技術・詳細

今回の進歩は、量子誤り訂正の主要な手法であるサーフェスコード（Surface Code）技
術に基づいています。サーフェスコードは、複数の物理キュービットを連携させて一つ
の「論理キュービット」を形成し、個々の物理キュービットに発生するエラーを検出・
訂正することで、全体の計算の信頼性を高めるものです。研究チームは、この手法を用
いて論理キュービットのエラー率をこれまでにない水準まで低減することに成功しまし
た。これにより、より長く、より複雑な量子アルゴリズムをエラーに邪魔されることな
く実行できるようになります。並行して、カナダのスタートアップであるNord

Quantiqueは、独自の新規キュービット設計を開発したと発表しました。彼らの主張に
よれば、この新しい設計は、耐障害性のある量子コンピュータを構築するために必要な
物理キュービットの数を大幅に削減できる可能性を秘めています。これは、量子ハード
ウェアの構築コストと複雑性を劇的に低下させる潜在力を持つものです。

背景・業界文脈

量子コンピューティングは、その膨大な計算能力で、新薬開発、材料科学、金融モデリ
ングなど多岐にわたる分野で革命を起こす可能性を秘めています。しかし、量子キュー
ビットは極めて不安定で、環境ノイズの影響を受けやすく、エラーが頻繁に発生すると
いう本質的な課題を抱えています。このエラー問題を解決するための量子誤り訂正は、
実用的な量子コンピュータを構築するための最も重要なハードルの一つです。論理キュ
ービットのエラー率を低減することは、計算の信頼性を向上させ、最終的には大規模で
耐障害性のある量子コンピュータの実現を可能にします。世界中の研究機関や企業が、
この課題解決に向けてしのぎを削っており、今回の成果はグローバルな量子技術競争に
おける重要な一歩となります。



今後の展望

論理キュービットのエラー率削減は、量子コンピューティングが研究室のデモンストレ
ーション段階から、実際の課題解決に適用可能な実用的な技術へと移行する上で不可欠
な進歩です。この技術の成熟により、現在のNISQ（Noisy Intermediate-Scale

Quantum）デバイスの限界を克服し、真に耐障害性のある量子コンピュータが現実とな
る日が近づきます。Nord Quantiqueのような新しいアプローチは、ハードウェアの効率
性を高めることで、量子コンピューティングのスケーラビリティと経済性を改善する可
能性を秘めています。これらの進展は、量子コンピューティングの商業化を加速させ、
社会全体に広範な影響をもたらす画期的なアプリケーションへの道を開くでしょう。

元記事: https://www.facebook.com/uarizonaece/posts/big-step-forward-for-quantum-computing-

%EF%B8%8Funiversity-of-arizona-assistant-professo/1727833466016399/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#08 米国政府、量子技術に戦略的投資を拡大：欧州も
「EU量子法」で主権強化へ

概要

米国政府は量子技術への投資を戦略的に拡大しており、これは世界的な競争の激化の
一環です。欧州も量子分野での野心を高め、フランスは2026年から2030年の国家量子
戦略にさらに10億ユーロを投入すると発表しました。欧州委員会は、量子技術におけ

る欧州のリーダーシップと戦略的自律性を確保するため、「EU量子法」の制定準備を
進めています。

公開日 2026年08月19日  WisdomTree  アメリカ



詳細

主要成果

米国政府は量子技術への投資を大幅に拡大しており、これは世界の主要国が量子分野で
の技術的優位性を確保するための広範な戦略競争を反映しています。これに呼応して、
欧州も量子技術へのコミットメントを強化しており、フランスは2026年から2030年ま
での国家量子戦略に追加で10億ユーロを投じることを決定しました。

背景・業界文脈

量子技術は、その革命的な計算能力、通信の安全性、精密なセンシング能力により、21

世紀の経済成長と国家安全保障の基盤となると広く認識されています。米国は、国家量
子イニシアティブを通じて、この分野の研究開発に多額の連邦資金を投入してきまし
た。しかし、中国が量子通信や量子コンピューティングで著しい進歩を遂げる中、米国
は国際的な競争に直面しています。欧州もまた、技術的自律性を確保し、米中間の競争
に遅れをとらないよう、量子技術開発への投資を加速しています。フランスによる10億
ユーロの追加投資は、国家レベルでの強力なコミットメントを示しており、これは研究
機関、大学、産業界間の連携を強化し、イノベーションを促進することを目的としてい
ます。欧州委員会が準備を進める「EU量子法」は、加盟国間の協調を強化し、欧州全体
の量子エコシステムを育成するための包括的な法的枠組みとなる見込みです。

戦略的意義・影響

これらの国家レベルでの大規模な投資と法整備の動きは、量子技術が単なる科学的探求
の対象ではなく、地政学的かつ経済的戦略の核心に位置づけられていることを明確に示
しています。米国の投資拡大は、イノベーションを促進し、国内の量子産業を強化する
ことを目的としていますが、同時に技術の輸出管理やサプライチェーンの保護といった
課題も浮上する可能性があります。欧州の「EU量子法」は、研究開発の推進だけでな
く、産業化と標準化を通じて、欧州企業がグローバル市場で競争力を持つための環境を
整備するものです。このような国際的な競争と協力のダイナミクスは、量子技術の進化
を加速させると同時に、グローバルな技術的バランスに影響を与えるでしょう。投資家
にとっては、政府支出の増加が量子技術関連企業への新たな機会を生み出す可能性があ
りますが、規制動向や国際関係のリスクも考慮する必要があります。



今後の展望

米国と欧州の量子技術への継続的な戦略的投資は、この分野のブレークスルーと商業化
をさらに加速させるでしょう。今後数年間で、量子コンピューティング、量子通信、量
子センシングの各分野で、より実用的な応用例が登場し、社会インフラへの統合が進む
ことが予想されます。特に、「EU量子法」のような包括的な政策は、イノベーションの
エコシステムを強化し、新しいスタートアップの育成や既存企業へのインセンティブ提
供に繋がる可能性があります。しかし、技術覇権を巡る競争は激しく、国際的な標準化
や知的財産保護、人材育成といった課題も引き続き重要となります。量子技術は、近い
将来、私たちの社会のあらゆる側面に深い影響を与える主要な駆動力となるでしょう。

元記事: https://www.wisdomtree.com/ch/fr/insights/blog/the-us-government-became-a-quantum-

investor-should-you/pdf

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#09 QuantinuumとOracle、協業でHelios量子コンピュー
タをOCI上で提供開始

概要

QuantinuumとOracleは、Oracle Cloud Infrastructure（OCI）に量子コンピューティン
グを統合するため、複数年にわたる戦略的パートナーシップを締結しました。この提
携により、OCIの顧客はQuantinuumのHelios量子コンピュータに、OCIの高性能コンピ

ューティングと並行してクラウドから直接アクセスできるようになります。このイニ
シアティブは、専用の量子システムを必要とせずに、量子コンピューティングハード
ウェアへのアクセスを容易にすることを目指しています。

公開日 2026年08月18日  Techfinitive (Facebook経由)  アメリカ



詳細

主要成果

QuantinuumとOracleは、戦略的な複数年パートナーシップを発表し、Quantinuumの
Helios量子コンピュータをOracle Cloud Infrastructure（OCI）に統合します。この統合
により、OCIの顧客は、OCIの既存の高性能コンピューティングリソースと並行して、
Helios量子コンピュータにクラウド経由で直接アクセスできるようになります。

技術・ビジネス詳細

このパートナーシップは、量子コンピューティングの民主化を促進することを目的とし
ています。通常、量子コンピューティングハードウェアは高価で専門的なインフラを必
要としますが、クラウドベースの提供により、より多くの企業や研究機関が初期投資な
しで量子リソースを利用できるようになります。QuantinuumのHeliosは、業界をリー
ドするトラップドイオン型量子コンピュータの一つであり、高いゲート忠実度とコネク
ティビティを特徴としています。OCIの堅牢なクラウドインフラストラクチャは、量子
ワークロードに必要なスケーラビリティ、セキュリティ、および高性能ネットワーキン
グを提供します。顧客は、OCIを通じてHeliosを利用することで、量子アルゴリズムの
開発、シミュレーションの実行、および複雑な最適化問題の解決を、使い慣れたクラウ
ド環境で行うことが可能になります。

背景・業界文脈

量子コンピューティングは、その膨大な計算能力により、新薬開発、材料科学、金融モ
デリング、サプライチェーン最適化など、多岐にわたる分野で革命を起こす可能性を秘
めています。しかし、ハードウェアのアクセス性と専門知識の障壁が、その普及を妨げ
る主要な要因となっていました。クラウドプロバイダーが量子コンピューティングサー
ビス（QCaaS）を提供する動きは、この障壁を取り除き、より広範なユーザーベースが
量子技術の恩恵を受けられるようにするための重要なトレンドです。Oracleのような大
手クラウドベンダーがこの分野に参入することは、量子コンピューティングが研究段階
から商業的応用段階へと移行していることを示しています。今回の提携は、既存のITイ
ンフラと量子技術をシームレスに統合するモデルを確立するものです。



今後の展望

QuantinuumとOracleの提携は、量子コンピューティングの普及と実用化を加速させる
上で重要な意味を持ちます。クラウドアクセスが容易になることで、量子アプリケーシ
ョンの開発とテストが活性化し、新たなユースケースの発見が促進されるでしょう。こ
のモデルは、特に量子技術への投資を検討している企業にとって、リスクを低減し、量
子能力を迅速に試す機会を提供します。長期的には、この種のパートナーシップが標準
となり、量子コンピューティングが多様な産業における日常的なツールとなる未来が近
づくことが期待されます。これにより、量子技術が社会にもたらす変革がより具体的に
見えてくるでしょう。

元記事: https://www.facebook.com/techfinitive/posts/quantum-computing-firm-quantinuum-and-

oracle-have-announced-a-multi-year-strateg/1009580208749155/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/techfinitive/posts/quantum-computing-firm-quantinuum-and-oracle-have-announced-a-multi-year-strateg/1009580208749155/
https://www.facebook.com/techfinitive/posts/quantum-computing-firm-quantinuum-and-oracle-have-announced-a-multi-year-strateg/1009580208749155/


#10 米国エネルギー省、AIを活用した量子アルゴリズム自
動発見の研究を推進

概要

米国エネルギー省は、人間の研究者にとって複雑な課題である、新しい量子アルゴリ
ズムの発見を加速するためにAIを活用する可能性を強調しています。革新的なAIシス
テムは、自然言語で記述された問題定義を、実行可能な量子回路に自動的に変換し最

適化できる可能性があります。この進展は、核融合科学、高エネルギー物理学、原子
核物理学、材料科学、化学といった科学分野全体に広く応用でき、新薬や新素材の発
見といった商業的応用も期待されます。

公開日 2026年08月14日  米国エネルギー省  アメリカ



詳細

主要成果

米国エネルギー省は、人工知能（AI）が新しい量子アルゴリズムの発見を大幅に加速さ
せる可能性に着目し、その研究を推進しています。これは、複雑な量子アルゴリズムの
設計が従来の人間主導のアプローチでは限界に達している状況を打開する画期的な動き
です。

技術・応用詳細

新しいAIは、自然言語で記述された問題の定義（例えば「この分子のエネルギーを計算
せよ」）を、量子コンピュータ上で実行可能な最適化された量子回路に自動的に変換で
きる可能性があります。従来の量子アルゴリズムの設計は、物理学と数学に関する深い
専門知識を必要とし、多大な時間と労力を要していました。AIを活用することで、この
プロセスを自動化・最適化し、これまで未開拓だったアルゴリズムを効率的に発見でき
るようになります。この技術は、核融合科学におけるプラズマ挙動のシミュレーショ
ン、高エネルギー物理学における素粒子の相互作用解析、原子核物理学における核構造
の理解、材料科学における新素材設計、化学における複雑な分子反応予測など、幅広い
科学分野にわたって応用が期待されます。さらに、この技術は、新薬の発見や先端材料
の開発といった商業的な応用にも直結し、産業界に大きな影響を与える可能性がありま
す。

背景・業界文脈

量子コンピューティングは、古典的なコンピュータでは解決困難な特定の計算問題にお
いて指数関数的な加速をもたらす可能性を秘めています。しかし、その潜在能力を最大
限に引き出すためには、効率的かつ実用的な量子アルゴリズムの存在が不可欠です。現
在の量子アルゴリズムの数は限られており、新たなアルゴリズムの発見は量子コンピュ
ーティングの実用化を加速させる上で喫緊の課題となっています。AIと量子コンピュー
ティングの融合は、両技術の長所を組み合わせることで、この課題を克服する有望なア
プローチとして注目されています。米国エネルギー省のような政府機関がこの研究を推
進することは、国家的な科学技術競争力強化の観点からも極めて重要です。



今後の展望

AIによる量子アルゴリズムの自動発見は、量子コンピューティング分野におけるゲーム
チェンジャーとなる可能性があります。これにより、より複雑で現実世界に即した問題
に対応できる量子アプリケーションが迅速に開発されるようになり、量子技術の実用化
が大幅に加速するでしょう。特に、これまで量子コンピュータの専門家でなかった科学
者やエンジニアが、AIを介して量子アルゴリズムを生成できるようになれば、量子コン
ピューティングの利用が飛躍的に拡大します。この進展は、最終的に科学的発見のペー
スを速め、製薬、エネルギー、製造業など、多くの産業に変革をもたらすことが期待さ
れます。

元記事: https://www.energy.gov/undersecretaryforscience/genesis-mission/discovering-quantum-

algorithms-ai

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.energy.gov/undersecretaryforscience/genesis-mission/discovering-quantum-algorithms-ai
https://www.energy.gov/undersecretaryforscience/genesis-mission/discovering-quantum-algorithms-ai


#11 IBM、2029年耐障害性システムに向け極低温量子モ
ジュール接続でエンジニアリングのマイルストーン達成

概要

IBMは、単一環境内で2つの極低温量子コンピューティングモジュールを接続し、冷却
することに成功し、重要なエンジニアリングのマイルストーンを達成しました。この
モジュール式アーキテクチャは、チップ間通信のための「Lカプラ」技術を組み込んで

おり、2029年に計画されている初の耐障害性量子コンピュータ「IBM Quantum

Starling」の実現に向けた大きな一歩となります。このシステムは、5日以内に4ケルビ
ンまで冷却可能で、複雑なハードウェア構成のための十分な配線スペースを提供しま

す。

公開日 2026年08月19日  HPCwire (InvestorsHub経由)  アメリカ



詳細

主要成果

IBMは、量子コンピューティングの耐障害性システム実現に向けた重要なエンジニアリ
ングのマイルストーンを達成しました。単一の極低温環境内で2つの量子コンピューテ
ィングモジュールを正常に接続・冷却することに成功したことで、2029年に稼働開始予
定の同社初の耐障害性量子コンピュータ「IBM Quantum Starling」への道筋が明確にな
りました。

技術・詳細

このブレークスルーは、IBMが推進するモジュール型アーキテクチャの有効性を示すも
のです。各量子モジュールは、個別の量子プロセッサを搭載し、これらを「Lカプラ」
と呼ばれる技術で接続することで、複数のチップ間で量子状態を効率的に伝送できるよ
うになります。Lカプラは、量子ビットのデコヒーレンスを防ぎながら、異なる量子モ
ジュール間の接続性を確保するために極めて重要です。今回実証されたシステムは、わ
ずか5日以内に絶対零度に近い4ケルビンまで冷却することが可能であり、これは大規模
な量子ハードウェアを運用する上で不可欠な要件です。さらに、複雑な配線と制御電子
機器のための十分な物理的スペースが確保されており、将来的にさらに多くの量子ビッ
トを統合するためのスケーラビリティが考慮されています。この成果は、個々の量子プ
ロセッサの性能向上だけでなく、それらを統合して大規模な耐障害性システムを構築す
るという、より困難な課題へのIBMの取り組みを示しています。

背景・業界文脈

量子コンピューティングの実用化に向けた最大の課題の一つは、量子ビットが極めてデ
リケートであり、ノイズによるエラーが頻繁に発生することです。このエラーを克服
し、信頼性の高い計算を可能にするためには、耐障害性量子コンピュータが不可欠で
す。耐障害性システムは、多数の物理キュービットを用いて「論理キュービット」を形
成し、量子誤り訂正を行うことで実現されます。しかし、そのためには、数百から数千
の物理キュービットを統合し、極低温環境で安定して動作させるという、高度なエンジ
ニアリングが求められます。IBMは、「Quantum Condor」や「Nighthawk」といったプ
ロセッサを開発し、量子ビット数の拡大と性能向上を進めてきましたが、今回のモジュ
ール接続の成功は、これらの個々のチップを組み合わせて真に大規模なシステムを構築
するための重要なステップとなります。2029年という具体的なターゲット年は、業界全
体のロードマップにも大きな影響を与えるでしょう。



今後の展望

今回のIBMのエンジニアリングマイルストーンは、量子コンピューティングが研究室の
段階から、商業的に実現可能な大規模システムへと移行する上で極めて重要です。モジ
ュール型設計の成功は、将来的に数百万の物理キュービットを搭載する耐障害性量子コ
ンピュータの構築を可能にし、これにより、新薬開発、材料科学、金融最適化といった
分野で、これまでは不可能だった問題を解決できるようになるでしょう。IBM Quantum

Starlingの2029年稼働開始は、量子コンピューティングが現実世界の問題に本格的に適
用される「量子優位性」の時代をさらに近づけるものです。この進展は、量子技術への
投資を促し、関連産業におけるイノベーションを加速させることが期待されます。

元記事: https://investorshub.advfn.com/market-news/article/34601/ibm-connects-cryogenic-quantum-

modules-in-push-towards-2029-fault-tolerant-system

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://investorshub.advfn.com/market-news/article/34601/ibm-connects-cryogenic-quantum-modules-in-push-towards-2029-fault-tolerant-system
https://investorshub.advfn.com/market-news/article/34601/ibm-connects-cryogenic-quantum-modules-in-push-towards-2029-fault-tolerant-system


#12 公益事業分野、2028-2030年の量子コンピューティン
グ「商業的転換点」に備え需要増加を予測

概要

量子コンピューティングは、大規模最適化や材料科学といった公益事業分野に関連す
る問題において、大幅な処理速度の向上をもたらします。この技術は現在「NISQ（ノ
イズの多い中間規模量子）」時代にありますが、業界は2028年から2030年頃に、量子

処理ユニットが100論理キュービットを扱えるようになる「商業的転換点」に近づいて
います。公益事業体は、電力需要や特有の負荷プロファイルに対する量子の影響に備
える必要があります。

公開日 2026年08月17日  Utility Dive  アメリカ



詳細

主要成果

量子コンピューティングは、大規模な最適化問題や材料科学の課題解決において、公益
事業分野に画期的な計算速度の向上をもたらすことが期待されています。業界は2028年
から2030年頃に、実用的な耐障害性システムに不可欠な100論理キュービットを達成す
る「商業的転換点」に到達すると予測されており、公益事業体はこれに伴う電力需要の
増加や特有の負荷プロファイルへの準備が急務です。

技術・応用詳細

量子コンピュータは、現在の古典的なコンピュータでは非現実的な時間でしか解決でき
ないような、複雑な最適化問題を効率的に処理できます。公益事業分野では、送配電網
の最適化、再生可能エネルギー源の統合、スマートグリッド管理、エネルギー貯蔵シス
テムの最適化、さらにはサイバーセキュリティの強化といった多様な課題に量子技術を
適用することで、運用効率と信頼性を大幅に向上させることが可能です。材料科学の分
野では、新しい超伝導体や高効率なバッテリー材料の開発を通じて、エネルギーインフ
ラの変革に貢献します。現在は「NISQ（Noisy Intermediate-Scale Quantum）」時代に
あり、量子ビットのノイズと数の制限が実用化の障壁となっていますが、量子誤り訂正
技術の進展により、2028年から2030年には、100個の論理キュービット（物理キュービ
ットを誤り訂正のために束ねたもの）を扱える量子処理ユニットが登場すると予測され
ています。これは、実用的な耐障害性量子コンピュータの実現に向けた重要なマイルス
トーンです。

背景・業界文脈

公益事業は、社会の基盤インフラとして、常に効率性、信頼性、持続可能性の課題に直
面しています。脱炭素化と電力需要の増加というグローバルトレンドの中で、既存の計
算リソースでは限界がある問題が増加しています。量子コンピューティングは、これら
の課題に対する新しい解決策を提供し、公益事業分野のデジタル変革を加速させる可能
性を秘めています。しかし、量子コンピュータの導入は、従来のデータセンターとは異
なる、独自の電力消費パターンや冷却要件をもたらすため、公益事業体は電力供給計画
とインフラ整備において新たな課題に直面します。このため、早期からの準備と戦略的
な投資が不可欠となります。



今後の展望

2028年から2030年に予測される「商業的転換点」は、公益事業体にとって、量子コン
ピューティングの潜在能力を最大限に活用するための準備期間が残り少ないことを意味
します。この時期までに、量子コンピューティングがもたらす電力需要の増大と、その
不規則な負荷特性を理解し、対応するための戦略を策定することが求められます。具体
的には、量子データセンターのエネルギー効率改善技術への投資、再生可能エネルギー
との連携、電力網への統合計画などが重要になります。量子コンピューティングは、公
益事業分野の最適化、セキュリティ、持続可能性を根本から変革する潜在能力を秘めて
おり、早期にこの技術動向に対応する企業が、将来の市場で競争優位性を確立するでし
ょう。

元記事: https://www.utilitydive.com/news/quantum-computing-utilities-duke-epri-schneider/827241/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.utilitydive.com/news/quantum-computing-utilities-duke-epri-schneider/827241/


#13 機械学習によるトポロジカル量子コード復号化の進
展：耐障害性量子計算の鍵

概要

この学術論文は、量子誤り訂正（QEC）の不可欠な要素であるトポロジカル量子コー
ドの復号化に機械学習（ML）を適用する研究を探求しています。復号化は、スタビラ
イザー測定結果を訂正動作に変換し、論理エラーを抑制するプロセスです。耐障害性

アーキテクチャでコード距離が増大するにつれて、復号化の精度、スケーラビリテ
ィ、リアルタイム展開可能性への要求が高まり、MLはこの推論問題に対する有望なア
プローチとなっています。

公開日 2026年08月16日  arXiv  グローバル



詳細

主要成果

学術論文で発表された研究は、量子誤り訂正（QEC）の主要な手法であるトポロジカル
量子コードの復号化に機械学習（ML）を適用することで、耐障害性量子コンピューテ
ィングの実現に向けた重要な進展を示しました。MLは、量子コンピュータのノイズに
よるエラーを効率的に特定し、修正する能力を飛躍的に向上させる可能性を秘めていま
す。

技術・詳細

量子コンピュータのキュービットは極めてデリケートで、環境ノイズによって容易にエ
ラーが発生します。トポロジカル量子コードは、多数の物理キュービットを用いて情報
を冗長にエンコードし、エラーを局所的に拡散させることなく「論理キュービット」の
安定性を高めるQECの手法です。このコードから情報を正確に抽出するためには、「復
号化」と呼ばれるプロセスが必要です。復号化器は、量子ビットの状態を周期的に測定
し、スタビライザー測定と呼ばれる結果から、発生したエラーの種類と位置を推論し、
適切な訂正動作を適用します。この論文では、特に機械学習技術（例えば、ニューラル
ネットワークや強化学習）を用いて、この複雑な推論プロセスを最適化するアプローチ
が探求されています。耐障害性量子コンピュータでは、より高い信頼性を得るためにコ
ード距離（論理キュービットを構成する物理キュービットの数）が増大しますが、それ
に伴い復号化の計算負荷と要件も指数関数的に増大します。MLは、大量の量子測定デ
ータからエラーパターンを学習し、リアルタイムで高速かつ高精度な復号化を行うこと
で、この課題を克服する可能性を秘めています。

背景・業界文脈

量子誤り訂正は、実用的な量子コンピュータを構築するための最も困難な技術的障壁の
一つです。現在のNISQ（Noisy Intermediate-Scale Quantum）デバイスは、ノイズ耐性
の不足により、大規模な計算や長時間のアルゴリズム実行が制限されています。トポロ
ジカル量子コード、特にサーフェスコードは、QECの最も有望な候補の一つとされてい
ますが、その復号化は計算集約的です。機械学習の進歩は、データパターン認識と推論
能力において、従来のアルゴリズムを凌駕する可能性を示しており、量子誤り訂正のよ
うな複雑な最適化問題に自然と適合します。世界中の研究機関や企業が、より効率的で
スケーラブルなQEC手法の開発に注力しており、MLの適用はこの分野における新たな研
究のフロンティアを開くものです。



今後の展望

機械学習を活用したトポロジカル量子コードの復号化の進展は、耐障害性量子コンピュ
ーティングの実現を大きく加速させるでしょう。これにより、量子コンピュータは、ノ
イズの影響を受けずに、より長く複雑な計算を実行できるようになり、新薬開発、材料
設計、金融モデリングなど、幅広い分野で画期的なブレークスルーが期待されます。
ML復号化器のリアルタイム性能とスケーラビリティが向上すれば、将来的に数百万キ
ュービット規模の量子コンピュータの運用が可能となり、量子技術の商業化と社会実装
が現実味を帯びてきます。この研究は、量子情報科学と人工知能の融合が、いかに未来
のコンピューティングを形作るかを示す好例です。

元記事: https://arxiv.org/html/2608.15760v1

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://arxiv.org/html/2608.15760v1


#14 HKCert、ポスト量子暗号（PQC）への移行を促す
「今収穫し後で解読」リスクに対処

概要

HKCertは、量子コンピュータの登場によって現在の暗号化通信が将来解読される「今
収穫し後で解読」（Harvest Now, Decrypt Later）のリスクに対し、組織がポスト量子
暗号（PQC）への準備を始めるよう強く促しています。国際的なサイバーセキュリテ

ィ機関は、暗号インベントリの作成、リスク評価、移行計画に焦点を当てた段階的ア
プローチを推奨しています。特に、EUは2026年末までに加盟国の移行調整を開始し、
2030年末までに重要インフラの移行を完了する計画を進めており、PQCへの準備タイ

ムラインは急速に短縮されています。

公開日 2026年08月19日  HKCert  香港



詳細

主要成果

HKCertは、将来的な量子コンピュータによる現在の暗号通信の解読リスクに対処するた
め、「今収穫し後で解読」（Harvest Now, Decrypt Later）という脅威に備え、組織がポ
スト量子暗号（PQC）への移行準備を直ちに開始する必要があると警告しています。こ
のリスクは、現在暗号化されたデータが将来の強力な量子コンピュータによって容易に
解読される可能性を示唆しています。

技術・戦略詳細

「今収穫し後で解読」のリスクとは、悪意のあるアクターが現在の暗号化された通信を
傍受・保存し、将来的に実現する量子コンピュータの膨大な計算能力を利用してそれら
を解読することを目指すものです。この脅威は、特に長期間の機密保持が必要なデータ
（国家機密、個人情報、知的財産など）にとって深刻です。これに対し、国際的なサイ
バーセキュリティ機関は、PQC移行に向けた段階的な戦略的アプローチを推奨していま
す。主要なステップとしては、まず組織内のすべての暗号資産（システム、アプリケー
ション、プロトコルで使用されている暗号化技術）を特定する「暗号インベントリ」の
作成が挙げられます。次に、特定された暗号資産が量子コンピュータによってどのよう
なリスクにさらされるかを評価する「リスク評価」を行い、最後に、現在の暗号をNIST

が標準化を進めるような量子耐性のある新しいアルゴリズムに置き換える「移行計画」
を策定・実行します。特に欧州連合（EU）は、2026年末までに加盟国のPQC移行の調
整を開始し、2030年末までに重要インフラの移行を完了するという具体的なタイムライ
ンを設定しており、グローバルなPQCへの準備は急ピッチで進んでいます。

背景・業界文脈

現代社会のデジタルインフラは、RSAや楕円曲線暗号（ECC）といった公開鍵暗号シス
テムに大きく依存しています。しかし、これらの暗号は、ショアのアルゴリズムのよう
な量子アルゴリズムによって効率的に解読されることが理論的に証明されています。実
用的な大規模量子コンピュータの登場は、これらの暗号化された情報の安全性を根本か
ら脅かすため、PQCの開発と導入は世界的な最優先事項となっています。米国国家標準
技術研究所（NIST）は、PQCアルゴリズムの標準化を進めており、主要な企業や政府機
関はすでに移行戦略の策定を開始しています。



今後の展望

PQCへの移行は、単なる技術的なアップグレードではなく、組織全体にわたる大規模な
戦略的取り組みを必要とします。HKCertの警告は、この問題の緊急性を浮き彫りにして
います。期限が迫る中、企業や政府機関は、暗号資産の発見、優先順位付け、および移
行計画の策定を加速させる必要があります。PQCの実装は、ハードウェア、ソフトウェ
ア、プロトコルの広範な変更を伴うため、数年を要する複雑なプロセスとなるでしょ
う。しかし、この移行を成功させることで、将来の量子脅威からデジタル情報を保護
し、サイバーセキュリティの新たな時代を築くことが可能になります。PQCは、デジタ
ル社会の信頼性と安全性を維持するための、不可欠な投資となるでしょう。

元記事: https://www.hkcert.org/blog/why-post-quantum-cryptography-matters-preparing-today-for-

tomorrow-s-security-challenges

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.hkcert.org/blog/why-post-quantum-cryptography-matters-preparing-today-for-tomorrow-s-security-challenges
https://www.hkcert.org/blog/why-post-quantum-cryptography-matters-preparing-today-for-tomorrow-s-security-challenges


#15 IBMとシカゴ大学、70論理キュービットと新誤り訂正
で古典計算不能問題を15分で解決し「量子優位性」実証

概要

IBMとシカゴ大学の研究者たちは、古典的な方法では事実上計算不可能な問題を約15

分で解決し、「量子優位性」を実証しました。これは70個の論理キュービットと新し
い誤り訂正手法を用いることで達成されました。実験では、量子計算結果の検証とい

う課題にも取り組み、量子計算の正確性への信頼を確立しました。この成果は、理論
的なデモンストレーションを超え、実用的な量子コンピューティングへの大きな一歩
を意味します。

公開日 2026年08月17日  SciTechDaily  アメリカ



詳細

主要成果

IBMとシカゴ大学の研究チームは、古典的なコンピュータでは現実的に解決不可能な計
算問題を、わずか約15分で解決することで「量子優位性」を実証しました。この画期的
な成果は、70個の論理キュービットと、量子コンピュータの信頼性を飛躍的に高める新
しい誤り訂正手法を組み合わせることで達成され、量子コンピューティングの実用化に
向けた大きな一歩となります。

技術・詳細

今回の実験は、ランダム回路サンプリングという手法を用いて行われました。これは、
量子回路が生成するランダムなビット列を予測するもので、回路が複雑になるほど古典
的なコンピュータでのシミュレーションは指数関数的に困難になります。研究チーム
は、70個の論理キュービット（物理キュービットを誤り訂正のために組み合わせたも
の）を使用し、物理キュービットに発生するノイズの影響を効果的に軽減する新しい誤
り訂正方法を開発しました。これにより、量子計算のコヒーレンス時間（量子状態が維
持される時間）が大幅に延長され、古典コンピュータでは達成できない規模の計算が可
能になりました。さらに、この研究では量子計算結果の検証方法にも焦点が当てられま
した。量子コンピュータの出力がランダムに見えるため、その結果が正しいことを証明
することは難しい課題ですが、研究チームは、結果が確率分布の期待値と一致すること
を示す独自の検証方法を確立し、量子計算の信頼性を高めました。

背景・業界文脈

「量子優位性」（または量子超越性）は、量子コンピュータが特定の計算問題におい
て、最速の古典コンピュータを凌駕する能力を持つことを指します。Googleが2019年
にSycamoreプロセッサで量子優位性を主張して以来、この分野は急速に進展していま
す。しかし、初期のデモンストレーションは、ノイズ耐性の低い「NISQ（Noisy
Intermediate-Scale Quantum）」デバイスによるもので、結果の検証が困難という課題
がありました。今回のIBMとシカゴ大学の成果は、単に計算速度が速いだけでなく、誤
り訂正技術によって計算の信頼性を向上させ、その結果を検証可能にした点で、従来の
デモンストレーションから一歩進んだものです。これは、量子コンピューティングが科
学的探求の対象から、実世界の問題解決に適用可能なツールへと移行しつつあることを
示しています。



今後の展望

70個の論理キュービットを用いた古典計算不能問題の解決は、新薬開発、材料科学、金
融モデリング、人工知能といった分野での応用に向けて、量子コンピューティングの潜
在能力を強力に示しています。新しい誤り訂正手法と検証メカニズムの確立は、将来の
耐障害性量子コンピュータの構築に不可欠な基盤を提供します。この成果は、量子アル
ゴリズムの信頼性とスケーラビリティを向上させ、これまで到達不可能だった科学的発
見や技術革新への道を開くでしょう。量子コンピューティングは、今後、より複雑な現
実世界の問題解決に本格的に適用され、産業界や社会全体に広範な影響をもたらすこと
が期待されます。

元記事: https://scitechdaily.com/quantum-computer-solves-a-problem-in-15-minutes-that-classical-

methods-cant-practically-compute/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://scitechdaily.com/quantum-computer-solves-a-problem-in-15-minutes-that-classical-methods-cant-practically-compute/
https://scitechdaily.com/quantum-computer-solves-a-problem-in-15-minutes-that-classical-methods-cant-practically-compute/


#16 DigiCert、ポスト量子TLS移行ガイダンス発表：ハイ
ブリッド鍵交換とML-DSA認証を推奨

概要

DigiCertは、組織がTLSにおけるポスト量子暗号（PQC）への移行を計画する際に役立
つ実践的な推奨事項を発表しました。鍵交換については、業界はハイブリッドスキー
ムであるX25519MLKEM768に収束しています。認証に関しては、NIST標準化（FIPS

204）と広範な暗号解析の実績から、ML-DSAのみがデフォルトとして推奨されていま
す。これにより、既存のセキュリティインフラを量子脅威から保護するための明確な
道筋が示されます。

公開日 2026年08月18日  DigiCert  アメリカ



詳細

主要成果

DigiCertは、組織がトランスポート層セキュリティ（TLS）プロトコルをポスト量子暗号
（PQC）に移行するための具体的な推奨事項を発表しました。このガイダンスは、鍵交
換と認証の二つの主要な側面を明確に区別し、それぞれに最適な量子耐性のあるソリュ
ーションを提示しています。

技術・詳細

TLSにおけるPQC移行の第一の側面は「鍵交換」です。これは、通信の確立時にセッシ
ョン鍵を安全に共有するためのプロセスです。DigiCertは、業界が現在、ハイブリッド
スキームであるX25519MLKEM768に収束していることを指摘しています。このハイブ
リッドアプローチは、現在の標準であるX25519楕円曲線暗号と、NISTが標準化を進め
る量子耐性のある鍵カプセル化メカニズム（KEM）であるML-KEM-768を組み合わせた
ものです。これにより、万が一、どちらかのアルゴリズムが破られた場合でも、もう一
方がセッションのセキュリティを保護するという「量子安全」を確保できます。第二の
側面は「認証」です。これは、通信相手の身元を検証するプロセスです。DigiCertは、
認証にML-DSA（FIPS 204としてNISTによって標準化されたML-DSA署名アルゴリズム）
のみを使用することをデフォルトとして推奨しています。ML-DSAは、その堅牢性が広
範な暗号解析によって検証されており、量子時代においても信頼できる認証手段として
位置づけられています。

背景・業界文脈

現代のインターネット通信のセキュリティは、TLSプロトコルとその基盤となる公開鍵
暗号システムに大きく依存しています。しかし、実用的な大規模量子コンピュータの登
場は、これらの従来の暗号アルゴリズム（特にRSAや楕円曲線暗号）を効率的に解読す
る能力を持つことが理論的に示されています。これにより、現在の安全な通信が将来的
に傍受・保存され、量子コンピュータによって解読される「今収穫し後で解読」
（Harvest Now, Decrypt Later）のリスクが浮上しています。世界中の政府機関や企業
は、この脅威から機密データを保護するため、PQCへの移行を喫緊の課題として認識し
ています。NISTによるPQCアルゴリズムの標準化は、この移行を導くための重要な基盤
を提供しています。



今後の展望

DigiCertによるTLSにおけるPQC移行の推奨は、量子脅威に備えるための実用的なロード
マップを企業に提供します。ハイブリッド鍵交換とML-DSA認証の採用は、現在のセキ
ュリティと将来の量子耐性を両立させる、バランスの取れたアプローチです。このガイ
ダンスに従うことで、組織はPQC移行の複雑なプロセスをより効率的に進め、既存のセ
キュリティインフラへの影響を最小限に抑えることができます。今後、PQCは、デジタ
ルインフラの信頼性と安全性を維持するための、不可欠な要素となり、企業はサイバー
セキュリティ戦略においてPQCを優先的に考慮する必要があるでしょう。この移行は、
数年を要する大規模な取り組みとなりますが、長期的なデータ保護のためには不可欠で
す。

元記事: https://www.digicert.com/articles/pqc/recommendations-for-post-quantum-tls-migration

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.digicert.com/articles/pqc/recommendations-for-post-quantum-tls-migration


#17 欧州、約3億ユーロを投じ量子コンピュータ部品の量
産化に向け6つの産業プログラム始動

概要

欧州連合（EU）は、将来の量子コンピュータ向け部品の量産化を目指し、約3億ユー
ロの資金を投じて6つの産業プログラムを立ち上げました。これらの「パイロットライ
ン」は、研究室のプロトタイプと大規模生産の間のギャップを埋めることを目的と

し、キュービットおよび関連技術の産業化を推進します。特に、フランス企業Pasqal

が調整する主要プロジェクト「Q-Planet」は、中性原子型量子技術の基本構成要素の
製造に焦点を当てています。

公開日 2026年08月21日  Techniques de l'Ingénieur  フランス



詳細

主要成果

欧州連合（EU）は、将来の量子コンピュータを構成する主要部品の量産化を目的とし
て、約3億ユーロの投資を伴う6つの新たな産業プログラムを立ち上げました。これらの
プログラムは、「パイロットライン」として位置づけられ、量子技術の研究成果を産業
レベルの生産へと橋渡しする役割を担います。

技術・ビジネス詳細

これらのパイロットラインは、量子技術の産業化に向けたEUの戦略的な取り組みの中核
を成します。主な焦点は、キュービットの製造プロセス、量子回路、そして量子デバイ
スに必要な関連コンポーネントの規模拡大とコスト削減にあります。具体的なプログラ
ムの一つである「Q-Planet」は、フランスの量子コンピューティング企業Pasqalが主導
しており、中性原子型量子技術の基盤となる構成要素の生産に特化しています。中性原
子型量子コンピュータは、原子をレーザーでトラップし、それらをキュービットとして
利用する方式で、スケーラビリティの高さと長時間のコヒーレンス時間を持つことから
注目されています。この技術は、量子センシング、量子通信、量子コンピューティング
といった多岐にわたる量子アプリケーションの基盤となります。約3億ユーロという大
規模な投資は、EUがこの分野でのグローバルな競争力を強化し、サプライチェーンにお
ける自律性を高めることを目指していることを示しています。

背景・業界文脈

世界の量子技術競争は激化しており、米国や中国が大規模な投資を行っています。欧州
は、これまでも量子研究で強みを持っていましたが、研究成果の産業化と商業化におい
て課題を抱えていました。今回の産業プログラムの立ち上げは、この課題を克服し、欧
州が量子分野における「産業大国」となるための明確な戦略的ステップです。特に、量
子コンピュータの部品製造における自主性を高めることは、地政学的なサプライチェー
ンの脆弱性を低減し、技術主権を確保する上で極めて重要です。量子技術は、新薬開
発、材料科学、金融、防衛など、多岐にわたる分野で産業革命を牽引する潜在力を秘め
ているため、その産業化は国家経済にとって不可欠な要素となっています。



今後の展望

EUによるこれらのパイロットラインの始動は、量子技術の商業化を加速させる上で非常
に重要な意味を持ちます。研究室レベルの成果が量産可能な部品へと変換されること
で、量子コンピュータのコストが低減され、より多くの企業や研究機関がアクセスでき
るようになるでしょう。Q-Planetのようなプロジェクトは、特定の中性原子型量子技術
の成熟を促し、欧州がこの分野で先駆者としての地位を確立する助けとなります。今
後、これらのプログラムを通じて開発された部品や技術が、将来の高性能量子コンピュ
ータの基盤となり、EUがグローバルな量子技術競争において強力なプレイヤーとなるこ
とが期待されます。これは、欧州経済の成長と技術的自律性を長期的に強化する戦略的
な投資です。

元記事: https://www.techniques-ingenieur.fr/actualite/articles/leurope-sattaque-a-six-chantiers-pour-

devenir-une-puissance-quantique-162084/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.techniques-ingenieur.fr/actualite/articles/leurope-sattaque-a-six-chantiers-pour-devenir-une-puissance-quantique-162084/
https://www.techniques-ingenieur.fr/actualite/articles/leurope-sattaque-a-six-chantiers-pour-devenir-une-puissance-quantique-162084/


#18 Xanaduとアルバータ大学、量子コンピューティング
で光増感剤設計を加速し、がん治療薬開発を推進

概要

量子コンピューティング企業Xanaduとアルバータ大学が提携し、初期のフォールトト
レラント量子コンピューターを活用してがん治療薬の発見を加速させます。両者は、
光活性化化合物（光増感剤）の設計を加速する量子コンピューティングフレームワー

クを開発しました。この成果は、フォトン動的療法（PDT）における新しい治療法の
実現に貢献する可能性があります。医薬品発見プロセスを大幅に効率化し、より効果
的な抗がん剤の開発を早めることが期待されています。

公開日 2026年08月13日  Xanadu / University of Alberta News  カナダ



詳細

主要成果

カナダの量子コンピューティング企業Xanaduとアルバータ大学の研究チームは、がん
治療薬の発見を加速させるための画期的な量子コンピューティングフレームワークを発
表しました。この提携は、光活性化化合物、特に光増感剤の設計プロセスを劇的に短縮
することを目指しており、最終的にはフォトン動的療法（PDT）における新しい治療選
択肢の創出につながります。

技術・臨床詳細

研究者たちは、初期のフォールトトレラント量子コンピューターの能力を活用し、従来
の計算手法では非常に時間がかかり困難であった複雑な分子シミュレーションを可能に
しました。開発されたフレームワークは、光増感剤の電子構造や光物理的特性を量子ス
ケールでモデル化し、その反応性や生体内での挙動を予測する能力を向上させます。こ
れにより、実験室での試行錯誤の回数を減らし、候補化合物の選定を効率化すること
で、前臨床段階でのボトルネックを解消することが期待されます。

背景・業界文脈

がん治療薬の発見は、時間とコストのかかるプロセスであり、新たな分子の探索から臨
床試験、最終的な市場投入までには通常10年以上、数十億ドルの費用がかかります。量
子コンピューティングは、このプロセスを根底から変革し、特に分子設計とシミュレー
ションのフェーズで劇的な加速をもたらす可能性を秘めています。Xanaduとアルバー
タ大学のパートナーシップは、学術研究と産業界の専門知識を組み合わせることで、こ
の分野の最前線を押し広げるものです。量子化学シミュレーションは、量子コンピュー
ティングが最も早期に実用的な優位性を示すと期待される分野の一つであり、今回の発
表はその進捗を示す重要なマイルストーンとなります。



今後の展望

この量子コンピューティングフレームワークの成功は、がん治療のみならず、他の疾患
領域における医薬品発見プロセスにも応用可能であり、創薬全体のパラダイムシフトを
促進するでしょう。将来的に、より大規模で高精度なフォールトトレラント量子コンピ
ューターが利用可能になれば、さらに複雑な生体分子システムや相互作用のシミュレー
ションが可能となり、個別化医療や精密医療の進展に大きく貢献することが期待されま
す。この提携は、量子コンピューティングが実世界の課題解決に貢献する具体的な道筋
を示すものです。

元記事: https://www.ualberta.ca/en/news/news-releases-and-statements/announcements/2026/08-

august/xanadu-uofa-partner-to-accelerate-cancer-drug-discovery.html

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.ualberta.ca/en/news/news-releases-and-statements/announcements/2026/08-august/xanadu-uofa-partner-to-accelerate-cancer-drug-discovery.html
https://www.ualberta.ca/en/news/news-releases-and-statements/announcements/2026/08-august/xanadu-uofa-partner-to-accelerate-cancer-drug-discovery.html


#19 Dirac Labsがダイヤモンド量子測位センサー開発で
180万ドルを調達、GPS代替技術の実地試験へ

概要

ウィスコンシン大学マディソン校のスピンアウト企業であるDirac Labs Inc.が、ダイヤ
モンドベースの量子測位センサーのプロトタイプ作成と実地試験のために180万ドルの
プレシード資金を調達しました。この革新的な技術は、GPSが利用できない環境、例

えば水中や地下、紛争地域などで正確な測位データを提供することを目指していま
す。今回の資金調達は、高精度な量子センシング技術の実用化に向けた重要な一歩と
なります。軍事、探査、自動運転など多岐にわたる分野での応用が期待されます。

公開日 2026年08月20日  Quantum Computing Report  アメリカ



詳細

主要成果

Dirac Labs Inc.は、GPSが利用できない環境下での高精度測位を実現するダイヤモンドベ
ースの量子測位センサーの開発を加速するため、180万ドルのプレシード資金調達を完
了しました。この資金は、プロトタイプセンサーの製造と、GPSに依存しない測位技術
の潜在能力を実証するための実地試験に充当されます。

技術・臨床詳細

Dirac Labsの量子測位センサーは、ダイヤモンドの窒素空孔（NV）中心と呼ばれる量子
特性を利用しています。NV中心は、外部の磁場や電場、温度変化に極めて敏感に反応
する量子ビットとして機能し、周囲の環境に関する微細な情報を超高精度で検出できま
す。この技術は、地球の磁場や重力場、さらには慣性力を利用して、位置を決定するメ
カニウムを確立します。これにより、電波が届かない水中、厚い壁の内部、地下、ある
いは妨害電波が多い紛争地域など、従来のGPSが機能しない環境でも継続的かつ正確な
測位データの提供が可能となります。同社は、小型化と堅牢性の課題に取り組み、携帯
可能なデバイスへの実装を目指しています。

背景・業界文脈

現代社会はGPS技術に大きく依存していますが、その脆弱性も指摘されています。GPS

信号は、建物内部や水中では到達せず、また意図的な妨害（ジャミング）やなりすまし
（スプーフィング）の標的になりやすいという課題があります。これらの制約は、軍事
作戦、深海探査、地下インフラの監視、さらには将来の自動運転車両やドローン配送シ
ステムなど、多くのクリティカルな応用分野で大きな障壁となります。量子測位技術
は、GPSの弱点を補完し、または完全に代替する可能性を秘めた次世代のナビゲーショ
ン技術として注目されており、各国の政府や企業が多額の投資を行っています。Dirac

Labsの取り組みは、この分野におけるアメリカの技術的リーダーシップを強化するもの
です。



今後の展望

今回のプレシード資金調達は、Dirac Labsが実用的な量子測位センサーを市場に投入す
るための重要なステップです。今後のプロトタイプの実地試験でその性能が実証されれ
ば、国防、資源探査、物流、都市インフラ管理、宇宙開発など、様々な産業での採用が
加速するでしょう。特に、測位データの信頼性と精度が極めて重要となる自動運転車や
ドローン、そして軍事用途における戦略的価値は計り知れません。Dirac Labsは、将来
的にはこの技術をさらにスケールアップし、より広範な商用および政府用途での展開を
目指しています。

元記事: https://quantumcomputingreport.com/dirac-labs-raises-1-8m-pre-seed-round-to-scale-

diamond-based-quantum-navigation-sensors/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://quantumcomputingreport.com/dirac-labs-raises-1-8m-pre-seed-round-to-scale-diamond-based-quantum-navigation-sensors/
https://quantumcomputingreport.com/dirac-labs-raises-1-8m-pre-seed-round-to-scale-diamond-based-quantum-navigation-sensors/


#20 Quantum BioPharmaの進行性多発性硬化症治療薬
「Lucid-MS」、FDAが第2相INDを承認

概要

Quantum BioPharma Ltd.は、新規治療薬Lucid-MSの進行性多発性硬化症（PMS）患者
を対象とした第2相臨床試験に対するIND（治験薬申請）が、米国食品医薬品局
（FDA）によって承認されたと発表しました。Lucid-MSは、脱髄の進行を阻止または

逆転させることを目的としたファーストインクラスの化合物として設計されていま
す。この承認により、ランダム化二重盲検プラセボ対照試験への道が開かれ、アンメ
ットニーズの高いPMS治療に新たな希望をもたらす可能性があります。

公開日 2026年08月13日  NeurologyLive  アメリカ



詳細

主要成果

Quantum BioPharma Ltd.は、進行性多発性硬化症（PMS）の治療を目指す新規薬剤
「Lucid-MS」について、米国食品医薬品局（FDA）から第2相臨床試験の治験薬申請
（IND）承認を取得しました。この承認は、脱髄の進行を阻止または逆転させる可能性
を持つファーストインクラスの治療薬候補として、Lucid-MSの臨床開発を大きく前進さ
せるものです。

技術・臨床詳細

Lucid-MSは、多発性硬化症（MS）における神経細胞を覆うミエリン鞘の損傷、すなわ
ち脱髄を直接標的とするように設計されています。ミエリン鞘の損傷は、MS患者の神
経機能障害と疾患進行の主要な原因です。Lucid-MSの作用機序は、ミエリン修復を促進
し、神経保護効果を発揮することで、疾患の進行を遅らせるか、あるいは回復を促すこ
とを目指しています。第2相臨床試験は、進行性多発性硬化症の患者を対象とした無作
為化、二重盲検、プラセボ対照のデザインで実施されます。この試験では、Lucid-MSの
有効性（疾患活動性の抑制、障害進行の遅延など）と安全性プロファイルが詳細に評価
されます。これまでの前臨床データでは、Lucid-MSがミエリン再生を刺激し、神経炎症
を軽減する有望な結果を示しています。

背景・業界文脈

多発性硬化症は、脳と脊髄に影響を与える慢性的な自己免疫疾患であり、身体的および
認知的障害を引き起こします。特に進行性多発性硬化症は、発作寛解型MSに比べて治
療選択肢が限られており、アンメットニーズが非常に高い分野です。既存の治療法は主
に疾患活動性を管理することに焦点を当てていますが、脱髄の進行を直接阻止または逆
転させる能力を持つ薬剤は希少です。Lucid-MSがこの課題に対処できれば、患者のQOL

を大幅に改善し、疾患の自然史を変える可能性を秘めています。FDAのIND承認は、
Lucid-MSが臨床開発の重要な段階に進むことを意味し、PMS治療薬市場に大きな影響を
与える可能性があります。



今後の展望

第2相臨床試験の開始は、Lucid-MSの商業化に向けた重要なマイルストーンです。この
試験で有望な結果が得られれば、さらなる大規模な臨床試験へと進み、最終的にはFDA

承認を目指すことになります。Lucid-MSがファーストインクラスの脱髄標的薬として成
功すれば、進行性多発性硬化症の治療パラダイムを根本的に変革し、患者とその家族に
とって新たな希望となるでしょう。Quantum BioPharmaは、この治療薬の開発を通じ
て、神経変性疾患分野におけるリーディングカンパニーとしての地位を確立することを
目指しています。

元記事: https://www.neurologylive.com/view/fda-clears-phase-2-trial-demyelinating-agent-lucid-ms-

progressive-multiple-sclerosis

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.neurologylive.com/view/fda-clears-phase-2-trial-demyelinating-agent-lucid-ms-progressive-multiple-sclerosis
https://www.neurologylive.com/view/fda-clears-phase-2-trial-demyelinating-agent-lucid-ms-progressive-multiple-sclerosis


#21 GoogleがQuantum AIキャンパスを開設、2029年ま
での誤り訂正型量子コンピューター構築を宣言

概要

Googleは、I/Oイベントにて、2029年までに誤り訂正型量子コンピューターを構築す
るという野心的な計画を発表しました。これに伴い、量子プロセッサー製造およびデ
ータセンターの機能を兼ね備える新しいサンタバーバラのQuantum AIキャンパスを公

開しています。Googleは、この技術が世界的な飢餓や気候変動といった現実世界の複
雑な問題解決に貢献すると見込んでおり、量子コンピューティングの進展に向けた具
体的なロードマップを提示しました。

公開日 2026年08月18日  CIO Bulletin  アメリカ



詳細

主要成果

Googleは、サンタバーバラに最先端のQuantum AIキャンパスを開設し、2029年までに
完全な誤り訂正型量子コンピューターを構築するという明確な目標を発表しました。こ
の新施設は、量子プロセッサーの研究開発、製造、および大規模なデータセンターとし
ての機能を果たし、Googleの量子コンピューティングへのコミットメントを具現化する
ものです。

技術・臨床詳細

誤り訂正型量子コンピューターの構築は、量子ビットのデコヒーレンス（量子状態の崩
壊）とエラーの問題を克服するために不可欠です。Googleは、物理量子ビットを多数集
積し、それらを論理量子ビットに変換する技術を通じて、量子エラーを検出・修正する
手法の研究を進めています。今回の発表では具体的な量子ビット数やアーキテクチャの
詳細は限定的でしたが、過去のGoogleの研究（例えば「シカモア」プロセッサによる量
子超越性の実証）から、超伝導量子ビットをベースとしたシステム開発を推進している
と考えられます。新キャンパスでは、極低温冷却システム、高精度マイクロ波制御、そ
して大規模なデータ処理インフラが統合され、フォールトトレラントな量子コンピュー
ター実現に必要な複雑なエンジニアリング課題に取り組むための環境が整えられていま
す。

背景・業界文脈

量子コンピューティングは、古典コンピューターでは計算不可能な問題を解決する可能
性を秘めた次世代技術として、世界中の政府や企業から莫大な投資を集めています。
Googleは、IBM、Rigetti、IonQなどの競合他社とともに、この分野の最前線で競争して
おり、それぞれが異なるアプローチで量子コンピューターの開発を進めています。誤り
訂正は、現在のノイズの多い中間規模量子（NISQ）デバイスから実用的な量子コンピ
ューターへ移行するための最も重要なハードルとされており、Googleの2029年目標
は、この挑戦に対する具体的なタイムラインを提供するものです。地球規模の課題、例
えば新たな材料科学、創薬、気候変動モデリングなどへの応用が期待されています。



今後の展望

GoogleのQuantum AIキャンパスの開設と2029年の誤り訂正型量子コンピューターの目
標設定は、量子コンピューティング分野における大きな推進力となるでしょう。この目
標達成は、量子コンピューターが現在の研究室レベルのデモンストレーションから、実
用的な計算ツールへと進化する転換点となる可能性があります。将来的には、この技術
がAI、医療、金融、物流など多岐にわたる産業に変革をもたらし、より持続可能で効率
的な社会の実現に貢献すると期待されています。Googleは、ハードウェアだけでなく、
量子アルゴリズムやソフトウェア開発にも注力し、エコシステム全体を育成していく方
針です。

元記事: https://ciobulletin.com/artificial-intelligence/google-unveils-quantum-ai-campus-building-error-

corrected-quantum-computer

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#22 IBM、モジュラー極低温システム結合に成功しフォー
ルトトレラント量子コンピューター「Starling」に向け前
進

概要

IBMは、フォールトトレラント量子コンピューターの実現に向けた重要なマイルスト

ーンとして、2つの極低温モジュールを単一の環境に結合することに成功したと発表し
ました。この技術進展は、数百の量子チップを接続し、より強力な量子コンピュータ
ーを構築するための基盤となります。IBMは2029年にフォールトトレラントな「IBM

Quantum Starling」システムを投入する計画であり、今回の成果はその実現に向けた
物理的課題を克服するものです。

公開日 2026年08月17日  Datanami  アメリカ



詳細

主要成果

IBMは、フォールトトレラント量子コンピューターの構築に向けたロードマップにおい
て重要な一歩を踏み出し、2つの独立した極低温モジュールを単一の冷却環境下で首尾
よく結合することに成功しました。この成果は、大規模な量子プロセッサーの物理的イ
ンフラストラクチャをスケーラブルに構築するための道を切り開くものです。

技術・臨床詳細

量子コンピューター、特に超伝導量子ビットをベースとするシステムは、極低温環境下
で動作する必要があります。これまで、個々の量子チップはそれぞれの希釈冷凍機内で
冷却されてきましたが、数百から数千の量子チップを統合してフォールトトレラントな
システムを構築するには、それらを単一の大規模な極低温環境で効率的に接続・制御す
る技術が不可欠です。IBMが今回実証したのは、まさにこの課題を解決するもので、複
数の極低温冷却ユニットを物理的および熱的に結合し、安定した極低温条件を維持しな
がら量子ビット間の通信を可能にする技術です。このモジュール化されたアプローチ
は、将来的に数百万個の物理量子ビットを収容する巨大な量子コンピューターを段階的
に構築するための基礎を提供します。これは、より複雑な量子回路の実行と、最終的な
量子優位性の達成に貢献します。

背景・業界文脈

量子コンピューティングの分野では、量子ビットの数を増やすだけでなく、エラーを許
容し修正できる「フォールトトレラント」なシステムを構築することが最終的な目標と
されています。フォールトトレランスを実現するためには、非常に多数の物理量子ビッ
トが必要となり、それに伴い冷却システムや制御システムの規模も飛躍的に増大しま
す。極低温冷却は、量子ビットのデコヒーレンスを最小限に抑える上で不可欠であり、
その効率的なスケーリングは、フォールトトレラント量子コンピューティングの実現に
おける主要なボトルネックの一つとされてきました。IBMは、この課題を認識し、2029

年に「IBM Quantum Starling」システムとしてフォールトトレラントな量子コンピュー
ターを投入する計画を公表しており、今回の成果はその計画を着実に推進するもので
す。



今後の展望

極低温システムのモジュール化と統合に関する今回の進歩は、IBMが掲げるフォールト
トレラント量子コンピューティングのロードマップにとって極めて重要です。この技術
により、将来の量子コンピューターは、現在のデバイスよりもはるかに多くの量子ビッ
トを搭載し、より複雑で実用的な問題を解決できるようになるでしょう。これは、材料
科学、創薬、金融モデリングなど、多岐にわたる分野で画期的な発見を可能にする可能
性を秘めています。IBMは、ハードウェアの進化と並行して、量子ソフトウェアとアル
ゴリズムの開発にも注力し、量子エコシステムの成熟を加速させることで、商業的価値
の高い量子ソリューションの提供を目指しています。

元記事: https://itinfrastructure.report/latest-news/ibm-quantum-systems

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://itinfrastructure.report/latest-news/ibm-quantum-systems


#23 ブルックヘブン国立研究所、1ミリ秒超のコヒーレン
スを持つ超伝導量子ビットを開発し量子情報科学に貢献

概要

ブルックヘブン国立研究所が主導するCo-design Center for Quantum Advantage

(C2QA) の研究者が、1ミリ秒を超えるコヒーレンス時間を持つ超伝導量子ビットの開
発に成功しました。これは量子情報科学分野における重要なマイルストーンであり、

特に新しい材料が標準的なトランスモン量子ビットの性能を大幅に向上させる可能性
を実証しています。コヒーレンス時間の延長は、量子コンピューティングがより複雑
な問題を解決するために不可欠な要素です。

公開日 2026年08月13日  Brookhaven National Laboratory (BNL) Newsroom  アメリカ



詳細

主要成果

ブルックヘブン国立研究所が主導する C2QA（ Co-design Center for Quantum

Advantage）の研究者たちは、超伝導量子ビットのコヒーレンス時間を画期的に延長
し、1ミリ秒を超える性能を達成しました。この成果は、量子ビットの安定性と信頼性
を高め、実用的なフォールトトレラント量子コンピューターの実現に向けた重要な進歩
を意味します。

技術・臨床詳細

この超伝導量子ビットは、特にタンタルとシリコンの組み合わせに焦点を当てた新しい
材料アプローチによって開発されました。超伝導量子ビットの性能は、そのコヒーレン
ス時間（量子状態が維持される期間）によって大きく左右されます。コヒーレンス時間
が長いほど、量子ビットはより多くの計算ステップを実行でき、エラーの影響を受けに
くくなります。研究チームは、材料の純度と表面品質を最適化することで、量子ビット
と周囲環境との相互作用を最小限に抑えることに成功しました。これにより、標準的な
トランスモン量子ビットのデコヒーレンスを大幅に抑制し、従来達成が困難であった1

ミリ秒超という長いコヒーレンス時間を実現しました。この進歩は、量子エラー訂正の
効率を高め、より大規模な量子コンピューターの構築を可能にする基盤技術となりま
す。

背景・業界文脈

量子コンピューティングは、医薬品開発、材料科学、金融モデリングなど、様々な分野
に革命をもたらす可能性を秘めています。しかし、現在の量子コンピューターは、量子
ビットのデコヒーレンスが早いために計算能力が制限されています。コヒーレンス時間
の延長は、量子コンピューティングがより複雑なアルゴリズムを実行し、真の量子優位
性を達成するために不可欠な要素です。C2QAのような共同研究センターは、学際的な
アプローチを通じて、量子ハードウェアの基礎的な課題解決に取り組んでいます。今回
のブルックヘブン国立研究所の成果は、量子ビット材料科学のフロンティアを押し広
げ、量子コンピューターの性能向上に向けた新たな道筋を示すものです。



今後の展望

1ミリ秒を超えるコヒーレンス時間を実現した超伝導量子ビットの開発は、量子コンピ
ューティングの分野に多大な影響を与えるでしょう。この技術は、将来のフォールトト
レラント量子コンピューターの設計と構築を加速し、これまで解決不可能とされてきた
問題へのアプローチを可能にします。研究チームは、この成果を基盤として、さらに長
いコヒーレンス時間を持つ量子ビットの開発や、より多数の量子ビットを統合する技術
の研究を進めていく予定です。これにより、量子コンピューティングは単なる研究室の
現象から、実用的なツールへと進化し、社会全体に広範な利益をもたらすことが期待さ
れます。

元記事: https://www.bnl.gov/newsroom/news.php?a=223093

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.bnl.gov/newsroom/news.php?a=223093


#24 PsiQuantumがシリーズEで10億ドルを調達、米国政
府はCHIPS法で量子企業に最大20億ドル支援

概要

量子コンピューティング企業PsiQuantumがシリーズEラウンドで10億ドルという巨額
の資金調達を成功させ、フォールトトレラントな100万量子ビットシステム構築を目指
します。これに加えて、米国政府はCHIPS and Science Actを通じて、量子コンピュー

ティング企業に対し総額最大20億ドルの大規模な支援を準備していることが報じられ
ました。IBM、GlobalFoundries、D-Wave、Rigettiなどの主要企業が、それぞれ数千万
ドルから10億ドル規模の資金を受け取ると予測されており、量子産業への政府投資が

本格化しています。

公開日 2026年08月19日  Facebook (Quantum Computing Reportによる転載)  アメリカ



詳細

主要成果

量子コンピューティング企業のPsiQuantumは、シリーズE資金調達ラウンドで10億ドル
という大型の資金を確保し、フォールトトレラントな100万量子ビットシステムの開発
を加速させると発表しました。同時に、米国政府はCHIPS and Science Actの下、国内の
量子コンピューティング企業に対して最大 20億ドルの支援枠を設け、 IBM、
GlobalFoundries、D-Wave、Rigettiなどの企業が個別に大規模な資金援助を受ける見込
みです。

技術・臨床詳細

PsiQuantumは、シリコンフォトニクスを基盤とした光量子コンピューティングアプロ
ーチを採用しており、光子を用いた量子ビットを大規模に集積し、フォールトトレラン
トなシステムを実現することを目指しています。100万量子ビットという目標は、現在
の量子コンピューターの規模をはるかに上回るもので、真に革新的な計算能力を可能に
するための挑戦です。一方、CHIPS and Science Actは、半導体製造と研究開発を促進す
ることで、米国における量子技術のサプライチェーンを強化することを目的としていま
す。この法律に基づく資金援助は、量子チップの製造、関連する極低温技術、およびそ
の他の重要なコンポーネントの開発を支援し、量子コンピューティングエコシステム全
体の成長を加速させることを意図しています。

背景・業界文脈

量子コンピューティングは、国家安全保障、経済競争力、科学的発見における戦略的フ
ロンティアとして認識されており、世界中の主要国がその開発に巨額の投資を行ってい
ます。特にフォールトトレラントな量子コンピューターは、医薬品開発、材料科学、金
融モデリング、暗号解読など、古典コンピューターでは不可能な複雑な問題を解決する
可能性を秘めています。PsiQuantumの大型資金調達は、その技術的ビジョンと商業的
潜在力に対する市場の高い期待を示しています。また、米国政府によるCHIPS法の支援
は、量子技術分野における国の競争力を確保し、海外への技術依存を減らすための包括
的な戦略の一環です。



今後の展望

PsiQuantumが100万量子ビットのフォールトトレラントシステムを成功裡に構築すれ
ば、量子コンピューティングの応用範囲は飛躍的に拡大し、産業界に革命をもたらすで
しょう。この資金調達は、同社がこの野心的な目標を達成するための重要な燃料となり
ます。さらに、CHIPS法に基づく政府の支援は、量子技術のインフラとイノベーション
を包括的に強化し、米国を量子コンピューティング分野における世界的リーダーとして
の地位を盤石にするものです。これにより、量子コンピューティングは、現在のNISQ

（Noisy Intermediate-Scale Quantum）時代から、エラー修正された実用的なシステム
が稼働する「量子有用性」の時代へと移行する速度が加速されると期待されます。

元記事: https://www.facebook.com/AlbuquerqueBusinessFirst/posts/quantum-company-secures-

incentives-for-expansion-see-the-full-article-below-%EF%B8%8F/1574215751381811/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/AlbuquerqueBusinessFirst/posts/quantum-company-secures-incentives-for-expansion-see-the-full-article-below-%EF%B8%8F/1574215751381811/
https://www.facebook.com/AlbuquerqueBusinessFirst/posts/quantum-company-secures-incentives-for-expansion-see-the-full-article-below-%EF%B8%8F/1574215751381811/


#25 ニューヨーク州、6,000万ドルを投じ最大4つの量子技
術商業化ハブ設立、スタートアップ育成を強化

概要

ニューヨーク州は、地域における量子技術スタートアップの商業化を加速するため、
6,000万ドルのプログラムを立ち上げ、最大4つの地域量子技術商業化ハブを設立する
計画を発表しました。これらのハブは、量子技術の実世界への応用を進め、関連スタ

ートアップの育成と加速を目的としています。この取り組みは、量子産業におけるニ
ューヨーク州のリーダーシップを確立し、イノベーションと経済成長を促進するもの
です。

公開日 2026年08月19日  TechTarget  アメリカ



詳細

主要成果

ニューヨーク州は、総額6,000万ドルの大規模なプログラムを立ち上げ、州内に最大4つ
の地域量子技術商業化ハブを設立する計画を公表しました。この戦略的な投資は、量子
技術の迅速な商業化と実世界への応用を促進し、州内の量子関連スタートアップエコシ
ステムの育成と加速を目的としています。

技術・臨床詳細

設立される量子ハブは、大学、産業界、政府機関が連携する拠点として機能します。具
体的な活動としては、量子コンピューティング、量子センシング、量子通信などの分野
における基礎研究から応用開発への橋渡し、スタートアップ企業への技術支援、ビジネ
ス育成、資金調達支援、そして専門人材の育成が含まれます。これらのハブは、量子技
術のプロトタイプを商業製品へと転換するための共同研究スペース、専門ラボ、インキ
ュベーションプログラムを提供します。例えば、量子コンピューターのアクセス提供、
量子アルゴリズムの最適化支援、量子センサーのフィールドテスト環境の構築などが想
定されます。このプログラムにより、量子技術が単なる研究室の成果に留まらず、具体
的な製品やサービスとして市場に投入されるまでの期間が短縮されることが期待されま
す。

背景・業界文脈

量子技術は、次世代のイノベーションと経済成長の原動力として世界的に注目されてお
り、米国、中国、欧州連合などの主要国は、国家レベルでの巨額な投資を行っていま
す。特に量子コンピューティングは、医薬品開発、材料科学、金融、サイバーセキュリ
ティなど、幅広い分野で根本的な変革をもたらす可能性を秘めています。ニューヨーク
州は、学術機関や既存のテクノロジー企業が豊富であり、量子技術開発における潜在力
が高い地域です。このプログラムは、連邦政府のCHIPS and Science Actなどの取り組み
と連携し、米国全体の量子技術のリーダーシップを強化する一環として位置づけられま
す。州レベルでの具体的な商業化支援は、競争激化する量子産業において、ニューヨー
ク州の独自の強みを築くための戦略的投資となります。



今後の展望

最大4つの量子技術商業化ハブの設立は、ニューヨーク州の経済に多大な影響をもたら
すでしょう。これにより、新たな高技術雇用が創出され、量子関連産業の集積が進み、
国内外からの投資を呼び込むことが期待されます。ハブは、量子スタートアップ企業が
直面する技術的、資金的、市場参入障壁を低減し、その成長を加速させます。長期的に
は、ニューヨーク州が量子技術の世界的イノベーションセンターとしての地位を確立
し、科学技術の進展だけでなく、地域経済の持続的な発展に貢献することが見込まれま
す。これにより、量子技術の実用化が加速し、社会全体に広範な利益をもたらすことが
期待されます。

元記事: https://govmarketnews.com/new-york-plans-up-to-four-hubs-to-commercialize-quantum-

technologies/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://govmarketnews.com/new-york-plans-up-to-four-hubs-to-commercialize-quantum-technologies/
https://govmarketnews.com/new-york-plans-up-to-four-hubs-to-commercialize-quantum-technologies/


#26 Infleqtionがコロラド量子イノベーションセンターを
開設、「アメリカの量子ピーク」拠点化とNVIDIAとの材
料科学連携を発表

概要

量子コンピューティングと量子センシングのグローバルリーダーであるInfleqtionが、

コロラド量子イノベーションセンター（CQIC）のグランドオープンを発表しました。
この新施設は、ボルダー-ルイビル-ブルームフィールド回廊が「アメリカの量子ピー
ク」として認識される中で、量子研究、人材、産業の集積をさらに強化するもので

す。InfleqtionはNVIDIAとの協力も発表し、論理量子ビットを使用した材料科学アプリ
ケーションのデモンストレーションを実施しました。これは、量子技術の実用化を加
速する重要な動きです。

公開日 2026年08月18日  Infleqtion (Press Release)  アメリカ



詳細

主要成果

量子コンピューティングおよび量子センシングのグローバルリーダーであるInfleqtion

は、コロラド州にコロラド量子イノベーションセンター（CQIC）を正式に開設しまし
た。この新施設は、同社の拡大戦略の要となるだけでなく、ボルダー-ルイビル-ブルー
ムフィールド回廊を「アメリカの量子ピーク」として確立する上で重要な役割を果たし
ます。さらに、InfleqtionはNVIDIAと協力し、論理量子ビットを用いた材料科学アプリ
ケーションの実証を発表しました。

技術・臨床詳細

CQICは、量子研究、開発、製造のための最先端施設であり、超精密な制御環境と高度
なレーザーシステム、極低温システムなどを備えています。Infleqtionは、主に中性原子
を利用した量子コンピューティングとセンシング技術に注力しており、その独自のアー
キテクチャは、スケーラビリティとノイズ耐性のバランスを実現することを目指してい
ます。NVIDIAとの協力では、GPUアクセラレーションを活用して量子シミュレーション
の高速化を図り、材料科学分野における論理量子ビットの応用可能性を探りました。具
体的には、新規材料の特性予測や分子ダイナミクスのモデリングなどにおいて、量子コ
ンピューターが古典コンピューターでは困難な計算上の優位性を示すデモンストレーシ
ョンが行われました。これは、量子ハードウェアと高性能計算（HPC）の融合を通じ
て、複雑な科学的問題を解決する新しい道を拓くものです。

背景・業界文脈

量子技術は、国家安全保障、経済競争力、科学的発見の次なるフロンティアとして、世
界中で戦略的な投資が行われています。米国は、その中でも量子技術のリーダーシップ
を確立しようとしており、政府、学術機関、産業界が連携して量子エコシステムを構築
しています。コロラド州のボルダー地域は、長年にわたり物理学研究とハイテク産業が
集積しており、今回のCQICの開設は、この地域が「アメリカの量子ピーク」としてさ
らにその地位を固めることを意味します。InfleqtionとNVIDIAの提携は、量子コンピュ
ーティングが研究室のデモンストレーションから実用的な応用へと移行する上で、異業
種間の協力がいかに重要であるかを示しています。



今後の展望

コロラド量子イノベーションセンターの開設は、Infleqtionにとって、そして米国全体の
量子産業にとって大きな節目となります。この施設は、量子技術のイノベーションを加
速し、新たな高技術雇用を創出し、量子関連産業の成長を牽引するでしょう。NVIDIAと
の連携による材料科学での論理量子ビットの応用デモンストレーションは、量子コンピ
ューターが実世界の課題解決に貢献する具体的な道筋を示すものです。将来的には、こ
のセンターが量子技術の商用化をさらに推進し、医療、エネルギー、防衛など、多岐に
わたる分野で革新的なソリューションを生み出すことが期待されます。Infleqtionは、こ
の施設を拠点として、量子優位性の達成とその実用化に向けた研究開発を強化していく
方針です。

元記事: https://infleqtion.com/infleqtion-opens-colorado-quantum-innovation-center-anchoring-

americas-quantum-peak/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://infleqtion.com/infleqtion-opens-colorado-quantum-innovation-center-anchoring-americas-quantum-peak/
https://infleqtion.com/infleqtion-opens-colorado-quantum-innovation-center-anchoring-americas-quantum-peak/


#27 Photonics Spectraが報じるPICスタートアップ
Solinideの460万ドル調達、および米国・カナダの量子投
資動向

概要

Photonics Spectra誌が報じた「Week in Brief」によると、マサチューセッツ州はライ

フサイエンスや量子コンピューティングなど最先端技術を開発する26のスタートアッ
プに対し、総額450万ドルの助成金を発表しました。また、カナダ政府はFemtumに
200万カナダドルの投資を行い、フォトニクスおよび量子分野で20以上の新規雇用を

創出します。さらに、IonQはCanadian Microelectronics Corporation (CMC

Microsystems)と提携し、IonQの商用トラップドイオン量子コンピューティングシステ
ムをカナダのFABrIC Quantum Computing Sandbox (QCS)に統合すると発表しました。

公開日 2026年08月21日  Photonics Spectra  アメリカ



詳細

主要成果

Photonics Spectraの「Week in Brief」記事は、北米における量子技術投資と産業発展の
活発な動きを報じています。マサチューセッツ州は、26社の先端技術スタートアップに
総額450万ドルの助成金を授与し、カナダ政府はFemtumに対し200万カナダドルの投資
を通じて20以上の新規雇用創出を支援すると発表しました。さらに、IonQはカナダの
CMC Microsystemsとの戦略的提携を発表し、IonQの商用トラップドイオン量子コンピ
ューティングシステムをFABrIC Quantum Computing Sandboxに統合します。

技術・臨床詳細

マサチューセッツ州の助成金は、ライフサイエンス、ロボット工学、人工知能、そして
量子コンピューティングといった多岐にわたる分野で革新的な技術を開発する企業を対
象としています。この資金は、これらのスタートアップ企業が研究開発を加速し、プロ
トタイプを商業化する上で重要な役割を果たします。カナダ政府によるFemtumへの
200万カナダドルの投資は、特にフォトニクスおよび量子技術の分野における人材育成
と雇用創出に焦点を当てています。Femtumは、光集積回路（PIC）の設計・製造におい
て専門知識を持つ企業であり、この投資は同社の技術開発と市場拡大を支援するもので
す。IonQとCMC Microsystemsの提携は、IonQの高性能なトラップドイオン量子コンピ
ューターをカナダの研究者や開発者が利用できるようになることを意味します。このシ
ステムは、量子コンピューティングの応用研究、アルゴリズム開発、そして人材育成に
おいて重要なインフラを提供します。

背景・業界文脈

量子技術は、世界中で次世代の経済成長と国家安全保障の鍵として認識されており、政
府や民間企業が積極的な投資を行っています。米国とカナダは、それぞれ異なる戦略で
量子エコシステムの構築と強化を進めています。マサチューセッツ州のような地域レベ
ルでの助成金プログラムは、特定の技術分野のイノベーションを促進し、スタートアッ
プを育成する上で効果的です。一方、カナダ政府の投資は、国の経済成長と高技術雇用
の創出を目指すものです。IonQとCMC Microsystemsの提携は、国際的な協力が量子コ
ンピューティングの発展に不可欠であることを示しており、各国の研究インフラへのア
クセスを拡大することで、量子コンピューティングの普及と実用化を加速させます。



今後の展望

これらの投資と提携は、北米地域における量子技術のイノベーションエコシステムをさ
らに強化するでしょう。マサチューセッツ州の助成金は、初期段階のスタートアップが
研究開発の障壁を乗り越え、市場に製品を投入するのを支援します。カナダ政府の
Femtumへの投資は、フォトニクス分野の技術革新と産業基盤の強化に貢献し、長期的
な経済的利益をもたらすでしょう。IonQとCMC Microsystemsの協力は、カナダの研究
者が最新の量子ハードウェアにアクセスできるようになり、量子コンピューティングの
応用研究を加速させるとともに、将来の量子人材の育成にも寄与します。これらの動き
は、量子コンピューティングが研究室から実社会へと広がる「量子有用性」の時代への
移行を加速させる重要な要素となります。

元記事: https://www.photonics.com/Articles/PIC-Startup-Solinide-Raises-46M-Week-in-Brief/p5/a72520

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.photonics.com/Articles/PIC-Startup-Solinide-Raises-46M-Week-in-Brief/p5/a72520


#28 コーネル大学、クリプトンガスを用いた低温プロセス
でタンタル量子チップの基板堆積温度を200℃削減

概要

コーネル大学の研究チームは、タンタルベースの超伝導量子ビット製造において画期
的な低温プロセスを開発しました。マグネトロンスパッタリング中にアルゴンガスを
クリプトンガスに置き換えることで、必要な基板堆積温度を従来の400℃超から200℃

へと大幅に削減しました。この進歩は、既存の半導体製造インフラとの互換性を高
め、量子コンピューティングハードウェアのスケーリングを加速する可能性を秘めて
います。より効率的でコスト効果の高い量子チップ製造への道を開くものです。

公開日 2026年08月19日  Tom's Hardware  アメリカ



詳細

主要成果

コーネル大学の研究者たちは、タンタルベースの超伝導量子ビットの製造プロセスにお
いて、画期的な低温技術を開発しました。彼らは、マグネトロンスパッタリング時に通
常使用されるアルゴンガスの代わりにクリプトンガスを用いることで、必要な基板堆積
温度を従来の400℃以上から200℃へと、驚くべき200℃の削減に成功しました。

技術・臨床詳細

超伝導量子ビットは、極低温環境で動作する非常にデリケートなデバイスであり、その
製造プロセスにおける温度制御は性能とスケーラビリティに直接影響します。従来のタ
ンタル膜堆積技術では、結晶品質と超伝導特性を確保するために高温プロセスが必須と
されていましたが、これは既存のシリコンベース半導体製造装置との互換性を低下させ
る要因となっていました。コーネル大学の研究チームは、より重いクリプトン原子がタ
ーゲット材料から原子をより効率的に叩き出すことを発見し、低い温度でも高品質なタ
ンタル薄膜を形成できることを示しました。この低温堆積プロセスは、量子ビットのデ
コヒーレンスを減少させ、製造コストを削減し、特に数千から数百万の量子ビットを必
要とするフォールトトレラントな量子コンピューターの大量生産を容易にする可能性が
あります。この技術は、量子チップと従来の半導体回路の異種統合も促進するでしょ
う。

背景・業界文脈

量子コンピューティングのスケーリングは、材料科学と製造技術の進歩に大きく依存し
ています。特に、超伝導量子ビットは、その成熟度と高速動作能力から主要な量子ビッ
トモダリティの一つとされていますが、製造プロセスにおける課題、特に高温要件が大
規模化を妨げていました。従来の半導体産業は、数十年にわたる研究開発を通じて、低
温で高精度な製造技術を確立しています。今回のコーネル大学の発見は、量子チップ製
造を既存の半導体ファウンドリのプロセスにより近づけることで、量産化の障壁を大幅
に引き下げる可能性を秘めています。これは、量子コンピューティングが研究段階から
産業段階へと移行する上で、極めて重要な意味を持ちます。



今後の展望

クリプトンガスを用いた低温タンタル膜堆積技術は、量子コンピューティングハードウ
ェアのスケーラビリティとコスト効率を劇的に改善する可能性を秘めています。この技
術が広く採用されれば、より多くの量子ビットをより迅速かつ経済的に製造できるよう
になり、フォールトトレラントな量子コンピューターの実現を加速するでしょう。ま
た、従来のCMOS技術との統合が容易になることで、量子プロセッサーと制御電子機器
をより密接に連携させることが可能になり、システムの性能と効率が向上します。この
ブレークスルーは、量子コンピューティングが実社会の複雑な問題を解決するための実
用的なツールとなる未来を、より早く引き寄せるものと期待されます。

元記事: https://quantumzeitgeist.com/quantum-tantalum-chip-cornells-cuts/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://quantumzeitgeist.com/quantum-tantalum-chip-cornells-cuts/


#29 Rigetti Computingが専用システムデリバリー組織を
設立、顧客展開と量子プロセッサロードマップを加速

概要

Rigetti Computingは、顧客への量子コンピューター展開をスケールアップし、量子プ
ロセッサのロードマップを推進するために、専用のシステムデリバリー組織を設立し
たと発表しました。Rigettiの量子コンピューターは超伝導量子ビットに基づいてお

り、その成熟度、スケーリングへの明確な道筋、および高速ゲート速度から、主要な
量子ビットモダリティとして広く認識されています。この組織は、ハードウェアの提
供からソフトウェア統合までを効率化し、商業的な量子ソリューションの普及を加速

させるでしょう。

公開日 2026年08月20日  Markets Insider (Press Release from Rigetti)  アメリカ



詳細

主要成果

Rigetti Computingは、顧客への量子コンピューティングシステムの展開を加速し、同時
に同社の量子プロセッサロードマップを効果的に推進することを目的として、専用のシ
ステムデリバリー組織を新設したことを発表しました。この組織設立は、量子技術の商
業化と実用化に向けたRigettiのコミットメントを示すものです。

技術・臨床詳細

Rigettiの量子コンピューターは、超伝導量子ビット技術を基盤としています。超伝導量
子ビットは、その高いコヒーレンス時間、高速なゲート操作、そして既存の半導体製造
技術とのある程度の互換性から、大規模な量子コンピューターを構築するための最も有
望なモダリティの一つと広く認識されています。新設されたシステムデリバリー組織
は、量子ハードウェアの製造、テスト、納品、そして顧客システムへの統合プロセス全
体を監督します。これには、カスタマイズされた量子プロセッサの設計から、極低温冷
却システム、制御電子機器、そして量子ソフトウェアスタックのデプロイメントまでが
含まれます。この組織は、顧客がRigettiの量子コンピューターをより迅速かつ効率的に
利用できるようにすることで、量子コンピューティングの応用範囲を拡大し、様々な産
業における課題解決を加速させることを目指します。

背景・業界文脈

量子コンピューティング業界は、初期の研究開発段階から、実用的なソリューションを
提供し、顧客基盤を拡大する段階へと移行しつつあります。この移行期において、ハー
ドウェアの安定供給、システムの信頼性、そして顧客のニーズに合わせた統合能力は、
企業の成功を左右する重要な要素となります。Rigetti Computingは、長年にわたり超伝
導量子コンピューターの開発をリードしてきた企業の一つであり、その技術は量子化
学、最適化、機械学習など多くの分野で応用が期待されています。今回の組織設立は、
このような業界の成熟期に対応し、同社の技術をより多くの企業や研究機関に提供する
ための戦略的な動きです。これは、IBMやGoogleといった競合他社が提供する量子サー
ビスと並び、市場におけるRigettiの競争力を強化するものです。



今後の展望

専用システムデリバリー組織の設立により、Rigetti Computingは顧客との連携を強化
し、量子コンピューティングの展開サイクルを短縮することが可能になります。これに
より、同社の量子プロセッサ技術がより広範な実世界の課題に適用され、商業的な成功
を収める機会が増大します。将来的には、この組織がフォールトトレラントな量子コン
ピューターの提供にも対応できるよう、現在のロードマップを支援し、量子コンピュー
ティングが様々な産業に変革をもたらす時代を加速させることが期待されます。Rigetti

は、この組織を通じて、超伝導量子ビット技術の可能性を最大限に引き出し、量子コン
ピューティングの民主化に貢献していく方針です。

元記事: https://markets.businessinsider.com/news/stocks/rigetti-computing-establishes-dedicated-

systems-delivery-organization-to-scale-customer-deployments-and-advance-quantum-processor-

roadmap-1036476408

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://markets.businessinsider.com/news/stocks/rigetti-computing-establishes-dedicated-systems-delivery-organization-to-scale-customer-deployments-and-advance-quantum-processor-roadmap-1036476408
https://markets.businessinsider.com/news/stocks/rigetti-computing-establishes-dedicated-systems-delivery-organization-to-scale-customer-deployments-and-advance-quantum-processor-roadmap-1036476408
https://markets.businessinsider.com/news/stocks/rigetti-computing-establishes-dedicated-systems-delivery-organization-to-scale-customer-deployments-and-advance-quantum-processor-roadmap-1036476408


#30 QpiAIがベンガルールに「アジア最大の量子チップフ
ァウンドリ」を開設、2027年までに10,000量子ビット
QPU製造へ

概要

量子コンピューティングスタートアップQpiAIは、インドのベンガルールに8インチウ

ェハー対応の量子処理ユニット（QPU）製造施設を開設し、「アジア最大の量子チッ
プファウンドリ」を目指すと発表しました。この施設は、最大128量子ビットのフリッ
プチップ超伝導プロセッサを製造可能で、2027年までには10,000物理量子ビットの

QPUを製造する能力を持つ予定です。この大規模な投資は、インドが世界の量子技術
サプライチェーンにおいて重要な役割を担うことを示唆しています。

公開日 2026年08月17日  YourStory  インド



詳細

主要成果

インドの量子コンピューティングスタートアップQpiAIは、ベンガルールに8インチウェ
ハー対応の量子処理ユニット（QPU）製造施設を開設し、これを「アジア最大の量子チ
ップファウンドリ」と位置づけました。この戦略的な動きは、同社が2027年までに
10,000物理量子ビットを搭載したQPUの製造能力を確立するという野心的な目標を掲げ
ていることを示しています。

技術・臨床詳細

QpiAIの新しいファウンドリは、超伝導量子ビット技術をベースとしたフリップチップ
プロセッサの製造に特化しています。現在の生産能力では最大128量子ビットのQPUを
製造できますが、同社は数年以内にその能力を飛躍的に向上させる計画です。8インチ
ウェハーの採用は、量子チップの量産化とコスト削減において重要な意味を持ちます。
従来の量子チップ製造は小規模なプロセスで行われることが多く、8インチウェハー対
応のファウンドリは、大規模な量子コンピューターのコンポーネントを効率的かつ経済
的に製造するためのインフラを提供します。この施設は、極低温冷却、高精度リソグラ
フィ、超高真空環境など、量子チップ製造に不可欠な最先端技術とプロセスを備えてい
ます。これにより、量子ビットのコヒーレンス時間とゲート忠実度を最大化し、実用的
な量子コンピューターの性能向上に貢献します。

背景・業界文脈

世界の量子コンピューティング業界は、米国、欧州、中国が主要なプレーヤーとして競
争していますが、インドも急速にこの分野への投資を拡大しています。インド政府は
「National Quantum Mission」を立ち上げ、量子技術の研究開発と産業化を強力に推進
しています。QpiAIのファウンドリ開設は、この国家戦略と連動し、インドを世界の量
子技術サプライチェーンにおける重要なハブとするものです。特に、超伝導量子ビット
は、GoogleやIBMなどの大手企業が採用している主要なモダリティであり、QpiAIの取
り組みは、アジア地域におけるこの技術の製造基盤を強化することになります。これ
は、量子コンピューティングのグローバルな競争環境において、新たなプレーヤーの台
頭を意味します。



今後の展望

QpiAIの「アジア最大の量子チップファウンドリ」の開設は、量子コンピューティング
業界全体に大きな影響を与えるでしょう。2027年までに10,000物理量子ビットのQPU製
造能力を達成するという目標は、フォールトトレラント量子コンピューターの実現に向
けた重要な一歩となります。このファウンドリは、QpiAI自身の製品開発だけでなく、
他の量子スタートアップや研究機関への製造サービス提供も可能にし、量子エコシステ
ム全体の成長を加速させます。長期的には、これにより量子コンピューターのコストが
削減され、より多くの企業や研究者がこの革新的な技術を利用できるようになること
で、医薬品開発、材料科学、AI、金融など、幅広い分野で画期的な発見や応用が生まれ
ることが期待されます。

元記事: https://yourstory.com/2026/08/qpiai-asia-largest-quantum-chip-foundry-targets-10000-qubit-

processors

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://yourstory.com/2026/08/qpiai-asia-largest-quantum-chip-foundry-targets-10000-qubit-processors
https://yourstory.com/2026/08/qpiai-asia-largest-quantum-chip-foundry-targets-10000-qubit-processors


#31 D-WaveとNTTドコモ、ネットワーク運用で2番目の
量子アプリケーションを展開し実用化を加速

概要

D-Wave Quantum Inc.とNTTドコモは、ネットワーク運用における2番目のD-Wave搭載
量子コンピューティングアプリケーションを展開したことを発表しました。これは、
D-Waveの量子アニーリング技術が実世界の産業応用で引き続き採用されていることを

示す重要なマイルストーンです。新たなアプリケーションは、ネットワーク効率とレ
ジリエンスの向上に貢献し、量子技術の商用化に向けた実証をさらに強化するもので
す。

公開日 2026年08月18日  D-Wave Quantum (Press Release)  カナダ



詳細

主要成果

D-Wave Quantum Inc.とNTTドコモは、ネットワーク運用を最適化するための2番目の量
子コンピューティングアプリケーションを展開したことを共同で発表しました。この成
果は、D-Waveの量子アニーリング技術が、通信業界という具体的な産業分野におい
て、実用的なソリューションを提供し続けていることを明確に示しています。

技術・臨床詳細

今回展開されたアプリケーションは、NTTドコモの複雑なネットワーク運用において、
特定の最適化問題、例えばネットワークリソースの効率的な割り当て、トラフィックル
ーティングの最適化、または障害発生時の復旧経路探索などを解決するためにD-Wave

の量子アニーリングプロセッサーを活用します。量子アニーリングは、組合せ最適化問
題に特化した量子コンピューティング手法であり、多数の変数と制約条件を持つ問題を
高速に探索し、準最適な解を見つける能力を持っています。最初のアプリケーションに
続き、今回の2番目の展開は、量子アニーリング技術が実際の運用環境でその有効性と
堅牢性を繰り返し実証していることを意味します。これにより、ネットワークの遅延を
削減し、サービス品質（QoS）を向上させ、運用コストを最適化する具体的なメリット
が期待されます。

背景・業界文脈

通信業界は、5Gネットワークの導入とIoTデバイスの普及により、ますます複雑化する
ネットワークインフラの管理という課題に直面しています。これに伴い、ネットワーク
の設計、運用、最適化における計算負荷は増大し、従来の古典コンピューティング手法
では限界に達しつつあります。量子コンピューティングは、これらの最適化問題を効率
的に解決するための強力なツールとして期待されており、NTTドコモのような大手通信
事業者がD-Waveと協力して実用アプリケーションを開発していることは、量子技術の
産業応用における重要なトレンドを示しています。D-Waveは、量子アニーリングの分
野で世界をリードしており、その技術は金融、物流、製造など、多岐にわたる分野でパ
イロットプロジェクトや実証実験が行われています。



今後の展望

D-WaveとNTTドコモによる2番目の量子アプリケーションの展開は、量子コンピューテ
ィングが単なる理論上の可能性ではなく、具体的なビジネス価値を生み出す段階に入っ
たことを示唆しています。この成功は、他の通信事業者や大規模なネットワークインフ
ラを運用する企業にとって、量子技術導入の強力なインセンティブとなるでしょう。今
後、両社はさらに多くのネットワーク運用課題に対して量子アニーリングの適用範囲を
拡大し、最終的にはフォールトトレラント量子コンピューターの時代が到来するまでの
間、NISQ（Noisy Intermediate-Scale Quantum）デバイスの商業的有用性を最大化する
ことを目指すと考えられます。この提携は、量子技術が現実世界の産業課題を解決する
ための実用的なツールとして確立される上で、重要な役割を果たすでしょう。

元記事: https://www.dwavequantum.com/company/newsroom/press-release/d-wave-technology-drives-

ntt-docomo-s-second-production-quantum-application-in-network-operations/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.dwavequantum.com/company/newsroom/press-release/d-wave-technology-drives-ntt-docomo-s-second-production-quantum-application-in-network-operations/
https://www.dwavequantum.com/company/newsroom/press-release/d-wave-technology-drives-ntt-docomo-s-second-production-quantum-application-in-network-operations/


#32 米国商務省、量子コンピューティング企業に総額20
億ドル超を投資し、IBMの300mm超電導量子ウェハー製
造施設「Anderon」に10億ドルを割り当て

概要

米国商務省は、国内の量子能力を強化するため、量子コンピューティング企業に20億

ドル以上の大規模な投資を行うと発表しました。この資金のうち10億ドルは、IBMが
ニューヨーク州アルバニーに新しい300ミリメートル超電導量子ウェハー製造施設
「Anderon」を建設するために充てられます。これにより、数千の雇用が創出され、

米国の半導体サプライチェーンにおける量子技術の独立性が高まることが期待されま
す。残りの資金は、GlobalFoundries、Atom Computing、D-Wave、Infleqtion、
PsiQuantum、Quantinuum、Rigetti、Diraqなどの主要企業にも分配され、米国の量子

コンピューティング産業全体を加速させます。

公開日 2026年08月13日  CoinMarketCap  アメリカ



詳細

主要成果

米国商務省は、米国の量子コンピューティング能力を大幅に強化するため、主要な量子
コンピューティング企業に総額20億ドルを超える大規模な投資を決定しました。この歴
史的な資金投入は、国家安全保障上の懸念が高まる中、特にビットコインなどの暗号通
貨の暗号化に対する量子攻撃のリスクに対処することを目的としています。投資の中心
となるのは、IBMがニューヨーク州アルバニーに設立する新しい300ミリメートル超電
導量子ウェハー製造施設「Anderon」への10億ドルという巨額の割り当てです。

技術・業界詳細

IBM「Anderon」施設への投資: IBMのAnderon施設は、世界最先端の量子チップ製
造能力を持つと期待されており、300ミリメートルのウェハーサイズは、従来の半導
体製造技術との互換性を高め、量子コンピューターの量産化に向けた重要なステップ
となります。IBMは、この連邦資金に加えて、知的財産と人材を含む10億ドルをさら
に投資し、このファウンドリを米国の主要な量子製造拠点として確立する方針です。

その他の主要企業への資金提供: 米国商務省は、他の主要な量子技術開発企業にも多
額の資金を提供します。具体的には、GlobalFoundriesに3億7500万ドル、Atom
Computing、D-Wave、Infleqtion、PsiQuantum、Quantinuum、Rigettiの各社に1億
ドル、Diraqに3800万ドルが割り当てられます。これらの投資は、超電導量子ビッ
ト、トラップイオン、フォトニック量子ビットなど、多様な量子ビット技術の研究開
発と商業化を支援し、米国の量子コンピューティングエコシステム全体のイノベーシ
ョンを加速させます。

雇用創出とサプライチェーン強化: この投資は、数千の新たな雇用を創出し、特に高
度な技術分野における米国の労働力を強化することを目指しています。国内での量子
チップ製造能力の確立は、サプライチェーンの脆弱性を減らし、米国の技術的自律性
を高める上で極めて重要です。



背景・業界文脈

量子コンピューティング分野への公的投資は、世界中で加速しています。米国政府は、
CHIPS and Science Actを通じて、量子、コンピューティング、AIの研究開発に約2800億
ドルを投じるなど、この分野におけるリーダーシップを確立しようとしています。これ
は、中国や欧州連合（EU）など、他の主要国が量子技術に多額の投資を行っている国際
的な競争環境の中で行われています。量子技術は、暗号解読、新素材開発、創薬、複雑
な最適化問題の解決など、多岐にわたる分野で既存の計算能力を凌駕する可能性を秘め
ており、経済的および国家安全保障上の戦略的優先事項となっています。

今後の展望

今回の米国商務省による大規模投資は、量子コンピューティング技術の実用化と商業化
を大きく推進するものです。IBMのAnderon施設は、量子コンピューターの開発を加速
させるだけでなく、将来の耐量子暗号（PQC）への移行に必要な技術的基盤を提供する
ことになります。他の企業への投資も、多様な量子技術アプローチを支援し、革新的な
アプリケーションの開発を促進するでしょう。これにより、米国は量子時代における技
術的優位性を確立し、国際競争において重要な役割を果たすことが期待されます。

元記事: https://coinmarketcap.com/academy/article/%20us-quantum-investment-bitcoin-risk

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://coinmarketcap.com/academy/article/%20us-quantum-investment-bitcoin-risk


#33 インドのディープテックスタートアップ
Quarkitech、データ技術開発のためにプレシード資金2ク
ローレINRとIITM-CDOTから助成金1.5クローレINRを調
達

概要

チェンナイを拠点とするディープテックスタートアップのQuarkitechは、Artha Access

とFinvolveから2クローレINRのプレシード資金を確保しました。さらに、国家量子ミ
ッションの下、IITM-CDOT Samgnya Technologies Foundationから1.5クローレINRの助

成金を受け取りました。この資金は、金融、ディープサイエンス、ミッションクリテ
ィカルなアプリケーションにおける大規模組み合わせ最適化のためのシミュレーショ

ンおよび量子インスパイアアルゴリズムソルバーの開発に充てられます。Quarkitech

は、この資金を活用してコアアルゴリズムライブラリの開発を加速し、市場投入を推
進します。

公開日 2026年08月14日  Facebook (StartupCity India)  インド



詳細

主要成果

インド・チェンナイに拠点を置くディープテックスタートアップQuarkitechは、Artha

AccessとFinvolveから2クローレINR（約24万米ドル）のプレシード資金を調達し、さら
に国家量子ミッションの一環としてIITM-CDOT Samgnya Technologies Foundationから
1.5クローレINR（約18万米ドル）の助成金を受け取りました。この総額3.5クローレINR

（約42万米ドル）の資金は、金融、ディープサイエンス、ミッションクリティカルなア
プリケーションにおける大規模な組み合わせ最適化問題に対応するための、シミュレー
ションおよび量子インスパイア型アルゴリズムソルバーの開発を加速させるために活用
されます。

技術・業界詳細

資金調達の詳細: Quarkitechは、Artha AccessとFinvolveという二つの投資会社からプ
レシードラウンドでの資金を得ました。これは、同社の初期段階の技術開発と事業計
画に対する市場の信頼を示すものです。加えて、インド政府の「国家量子ミッショ
ン」の支援を受けたIITM-CDOTからの助成金は、同社の技術が国家戦略上の重要性を
持つことを裏付けています。

開発技術: Quarkitechが開発しているのは、シミュレーションおよび量子インスパイ
ア型アルゴリズムソルバーであり、これは特に大規模な組み合わせ最適化問題の解決
を目指しています。これらの問題は、従来の古典的コンピューターでは計算が非常に
困難または不可能であり、量子コンピューティングの潜在能力が最も期待される分野
の一つです。金融分野ではポートフォリオ最適化やリスク分析に、ディープサイエン
スでは分子シミュレーションや材料設計に、ミッションクリティカルなアプリケーシ
ョンではロジスティクスやサプライチェーン最適化に応用が期待されます。

資金の使途: 調達された資金は、Quarkitechのコアアルゴリズムライブラリの開発に
直接投入されます。このライブラリは、同社のソルバーの基盤となり、より効率的で
高性能な計算能力を提供するための鍵となります。



背景・業界文脈

インド政府は、国家量子ミッション（NQM）を通じて、国内の量子コンピューティン
グ、センシング、通信、材料などの分野における存在感を高めるべく、積極的な投資を
行っています。NQMは、地元のスタートアップエコシステムを大きく後押しし、既存
のStartup Indiaなどのスキームを補完することを目指しています。Quarkitechへの投資
は、この国家戦略の一環であり、インドがディープテック分野で国際的な競争力を高め
る上での重要な一歩となります。世界の主要国が量子技術に多額の公的投資を行ってお
り、インドもこのグローバルな競争に積極的に参加しています。

今後の展望

Quarkitechの資金調達は、インドの量子技術エコシステムにおける成長とイノベーショ
ンを象徴するものです。コアアルゴリズムライブラリの開発が成功すれば、同社は金
融、科学、産業分野において、これまで解決不可能とされてきた複雑な問題に対する革
新的なソリューションを提供できる可能性があります。これは、インドが量子コンピュ
ーティング分野における主要プレイヤーとしての地位を確立する上で、重要な役割を果
たすことが期待されます。グローバルなパートナーシップの促進も視野に入れており、
将来的な商業活動の拡大と研究開発能力の向上に繋がるでしょう。

元記事: https://www.facebook.com/startupcityindia/posts/deep-tech-startup-quarkitech-has-secured-2-

crore-in-pre-seed-funding-from-artha-/1449124473905145/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/startupcityindia/posts/deep-tech-startup-quarkitech-has-secured-2-crore-in-pre-seed-funding-from-artha-/1449124473905145/
https://www.facebook.com/startupcityindia/posts/deep-tech-startup-quarkitech-has-secured-2-crore-in-pre-seed-funding-from-artha-/1449124473905145/


#34 暗号VC投資家、2027年に向け量子対応インフラを優
先へ：KPMG報告でQ2 2026の量子コンピューティング投
資動向が明らかに

概要

Moon Pursuit Capitalの創設者Utkarsh Ahuja氏は、2027年に向けて暗号VC投資家が量

子対応インフラへの投資を優先すると予測しています。KPMGの報告によると、2026

年第2四半期の量子コンピューティング分野への投資は、2025年の記録的なペースか
らは減速したものの、活発に推移しました。この期間中には、QuantWareが1億7800

万ドル、eleQtronが6600万ドル、そしてQuantinuumがNasdaq上場を通じて16億ドル
という巨額の資金を調達しました。この動向は、量子コンピューティングの商用化が
近づく中で、暗号資産のセキュリティを確保するためのインフラ整備が急務であるこ

とを示唆しています。

公開日 2026年08月15日  Moon Pursuit Capital  アメリカ



詳細

主要成果

Moon Pursuit Capitalの創設者Utkarsh Ahuja氏は、暗号VC投資家が2027年までに量子対
応インフラへの投資を戦略的に優先すると予測し、次世代のサイバーセキュリティラン
ドスケープに対する量子コンピューティングの差し迫った影響を強調しました。KPMG

の最新レポートでは、2026年第2四半期の量子コンピューティング分野への投資が、
2025年の過去最高水準からは若干減速したものの、全体として依然として非常に活発な
状態が続いていることが示されています。

技術・業界詳細

VC投資の優先順位: 暗号VC投資家が量子対応インフラを優先する背景には、量子コ
ンピューターが現在の暗号化アルゴリズムを破る可能性があり、ビットコインなどの
既存の暗号資産のセキュリティに重大なリスクをもたらすという認識があります。こ
のため、耐量子暗号（PQC）技術や、量子コンピューティングの脅威から保護するた
めの新しいインフラへの投資が加速しています。

2026年第2四半期の資金調達事例: 報告された期間中に、複数の量子コンピューティ
ング企業が大規模な資金調達を成功させています。QuantWareは1億7800万ドル、
eleQtronは6600万ドルを調達し、技術開発と事業拡大を推進しています。特に注目
すべきは、QuantinuumがNasdaq上場を通じて16億ドルという巨額の資金を確保した
ことです。これは、量子コンピューティング企業に対する投資家の高い期待と、市場
における同社の強力な地位を反映しています。

市場の成熟度: 投資ペースの減速は、市場が初期の過熱感からより持続可能な成長段
階へと移行している可能性を示唆しています。これは、技術的な実用化と商業化への
より現実的な道筋が求められていることを意味します。



背景・業界文脈

量子コンピューティングは、その膨大な計算能力により、現在の暗号技術を無力化する
可能性を秘めています。この「量子アポカリプス」とも呼ばれる潜在的な脅威に対し、
各国政府や企業は耐量子暗号（PQC）の研究開発と導入を急いでいます。米国政府は、
CHIPS and Science Actを通じて量子技術に多額の投資を行い、中国、EU、英国なども同
様に国家戦略としてこの分野を推進しています。企業ユーザーによる量子コンピューテ
ィングへの支出が研究機関や政府のそれを初めて上回ったというBoston Consulting

Groupの報告もあり、量子技術は「市場規模」の段階から「産業応用」へと進展してい
ることが示されています。

今後の展望

暗号VC投資家が量子対応インフラを重視する動きは、金融セクターだけでなく、データ
セキュリティが重要なあらゆる産業において、量子コンピューティングの脅威と機会が
真剣に受け止められていることを示しています。今後、量子コンピューティング技術が
さらに進化し、実用化されるにつれて、PQCソリューションの需要は飛躍的に高まるで
しょう。今回の投資動向は、量子技術が単なる研究テーマではなく、現実世界のビジネ
ス戦略に深く組み込まれる段階に入ったことを明確に示しており、特にセキュリティと
インフラ分野でのイノベーションが加速することが期待されます。

元記事: https://crypto.news/crypto-vc-prioritize-quantum-ready-infrastructure-2027/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://crypto.news/crypto-vc-prioritize-quantum-ready-infrastructure-2027/


#35 Quantinuum、Oracle Cloud Infrastructureへの
Helios量子コンピューター統合を含む複数年提携を発表
し、2026年Q2に売上800万ドル（前年比279%増）を記録

概要

QuantinuumとOracleは、QuantinuumのHelios量子コンピューターをOracle Cloud

Infrastructure（OCI）に導入する複数年の戦略的パートナーシップを発表しました。こ
の提携は、企業が量子コンピューティングを商業的に採用する上で重要な動きであ
り、AIやハイパフォーマンスコンピューティングと量子技術を統合することで、企業

の複雑な課題解決能力を大幅に拡大することを目指しています。Quantinuumは、
2026年第2四半期に前年同期比279%増となる800万ドルの収益を記録し、現金残高も
21億ドルと潤沢な財務基盤を誇っています。このパートナーシップは、量子コンピュ

ーティングの商用化に向けた明確な道筋を示し、広範な産業における革新を加速させ
るでしょう。

公開日 2026年08月20日  WisdomTree  アメリカ



詳細

主要成果

量子コンピューティングのリーディングカンパニーであるQuantinuumと、クラウドソ
リューションのグローバル大手であるOracleは、QuantinuumのHelios量子コンピュータ
ーをOracle Cloud Infrastructure（OCI）に直接統合する複数年戦略的パートナーシップ
を締結しました。この画期的な提携は、企業が量子コンピューティング技術を商業的に
採用する上で重要なマイルストーンを築き、人工知能（AI）とハイパフォーマンスコン
ピューティング（HPC）を量子技術と融合させることで、これまでにない規模と複雑さ
でビジネス課題を解決する能力を拡張することを目指しています。この発表は、
Quantinuumが2026年第2四半期に前年同期比279%増となる800万ドルの記録的な収益
を報告し、現金残高も21億ドルという潤沢な財務状況を維持している中で行われまし
た。

技術・業界詳細

Oracle Cloud Infrastructureへの統合: このパートナーシップにより、Quantinuumの
Helios量子コンピューターがOracleの米国内データセンターに直接配備されます。こ
れは、主要なクラウドプロバイダーが自社のデータセンターに量子コンピューティン
グハードウェアを直接購入・配備する初の事例となり、企業顧客はOracleのGPUおよ
びHPCリソースと統合された量子コンピューティングサービスに、セキュアかつスケ
ーラブルな形でアクセスできるようになります。

ハイブリッドワークフローの実現: OracleとQuantinuumは、量子コンピューティン
グ、AI、HPCを組み合わせたハイブリッドワークフローの開発と提供に協力します。
これにより、計算集約型の問題、例えば材料科学における分子シミュレーション、金
融における複雑なリスクモデリング、物流における最適化問題などに対して、より強
力な解決策が提供されます。

Quantinuumの財務状況: 2026年第2四半期において、Quantinuumは前年同期比
279%という驚異的な収益成長を達成し、800万ドルの収益を計上しました。さら
に、同社は21億ドルの現金残高を保有しており、これは研究開発、技術インフラの
拡張、および市場でのリーダーシップ維持のための強力な財務基盤を示しています。



背景・業界文脈

量子コンピューティングは、その膨大な計算能力により、創薬、新素材開発、金融モデ
リング、物流最適化など、多岐にわたる産業に変革をもたらす可能性を秘めています。
しかし、その商用化には、安定したハードウェア、スケーラブルなインフラ、および古
典的コンピューティングシステムとのシームレスな統合が不可欠です。Google、IBMな
どの大手テクノロジー企業が、量子コンピューティングの分野で積極的に研究開発と投
資を進める中、OracleとQuantinuumの提携は、量子技術のエンタープライズレベルで
の採用を加速させる重要な動きとして注目されます。企業ユーザーによる量子コンピュ
ーティングへの支出が研究機関や政府を上回ったという最近の報告は、この技術が「産
業応用」の段階へと移行していることを明確に示しています。

今後の展望

OracleとQuantinuumの戦略的パートナーシップは、量子コンピューティングがニッチ
な研究分野から主流のエンタープライズコンピューティングソリューションへと移行す
る上で、不可欠な役割を果たすでしょう。企業顧客は、Oracleの広範なクラウドサービ
スを通じて量子コンピューティングの恩恵を享受できるようになり、これにより、新た
なビジネス機会の創出と、これまで解決不可能だった課題へのアプローチが可能になり
ます。この提携は、量子コンピューティング技術が実世界の問題解決に貢献し、多様な
産業のデジタル変革を加速させるための、強力な触媒となることが期待されます。
Quantinuumの強力な財務状況は、この長期的な戦略的ビジョンの実現を強力に後押し
するでしょう。

元記事: https://www.wisdomtree.com/us/insights/blog/what-the-quantinuum-oracle-partnership-

signals-for-enterprise-computing

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.wisdomtree.com/us/insights/blog/what-the-quantinuum-oracle-partnership-signals-for-enterprise-computing
https://www.wisdomtree.com/us/insights/blog/what-the-quantinuum-oracle-partnership-signals-for-enterprise-computing


#36 米国企業が量子コンピューティング投資の5大重点分
野を特定：超電導・トラップイオン・フォトニック量子ビ
ット、R&Dパートナーシップ、材料科学、既存技術統
合、PQCに注力

概要

米国企業にとっての量子コンピューティング投資の5つの主要分野が特定され、これに
は量子スタートアップへの直接投資、学術機関とのR&Dパートナーシップ、量子セン
サー向けの材料科学研究、既存技術との統合、そして量子耐性暗号（PQC）への積極

的な投資が挙げられます。これらの分野は、超電導量子ビット、トラップイオン、フ
ォトニック量子ビットなど、様々な量子ビット技術の開発を推進し、量子技術の実用

化と市場投入を加速させることを目的としています。企業は、戦略的な投資を通じ
て、将来の技術革新と競争優位性の確保を目指しています。

公開日 2026年08月17日  Nightparlor  アメリカ



詳細

主要成果

米国企業は、量子コンピューティング分野における将来の成長と競争優位性を確保する
ため、投資の5つの主要分野を明確に特定しました。これらの分野は、量子コンピュー
ティング技術の基礎研究から商用化までの幅広いスペクトラムをカバーしており、具体
的な投資戦略を通じて、イノベーションと実用的なアプリケーションの開発を加速させ
ることを目指しています。これらの重点分野には、多様な量子ビット技術への直接投
資、学術研究機関との協業、材料科学の探求、既存のITインフラとの統合、そして次世
代のサイバーセキュリティを担う量子耐性暗号（PQC）の開発が含まれます。

技術・業界詳細

量子スタートアップへの直接投資: 投資の最初の主要分野は、超電導量子ビット、ト
ラップイオン、フォトニック量子ビットなどの多様な量子ビット技術を開発する量子
スタートアップへの直接投資です。これは、特定の技術に限定せず、幅広いアプロー
チを支援することで、最も有望な技術が市場に登場する可能性を高めます。

研究開発パートナーシップ: 第二の重点は、学術機関や政府研究機関との研究開発パ
ートナーシップの形成です。これにより、企業は最先端の科学的知見にアクセスし、
基礎研究と応用研究のギャップを埋めることができます。共同研究プロジェクトは、
新たなアルゴリズムやアプリケーションの開発を加速させます。

量子センサー向け材料科学研究: 第三の分野は、量子センサーなどの量子デバイス向
けの新素材やプロセスを開発するための材料科学研究への投資です。量子センサー
は、医療、防衛、環境モニタリングなど、様々な分野で高い精度を持つため、その性
能向上は量子技術全体の進歩に不可欠です。

既存技術との統合: 第四に、量子コンピューティングを既存の高性能コンピューティ
ング（HPC）やクラウドインフラストラクチャと統合する取り組みが進められていま
す。これにより、企業は現在のIT資産を活用しながら、段階的に量子機能を導入し、
ハイブリッド型のソリューションを開発できます。

量子耐性暗号（PQC）への投資: 最後の、しかし最も緊急性の高い分野は、量子コン
ピューターによる攻撃からデータを保護するための量子耐性暗号（PQC）への積極的
な投資です。これは、将来のサイバーセキュリティリスクを軽減するために不可欠で
あり、政府機関や金融機関、データセンターなど、機密情報を扱う組織にとって最優
先事項となっています。



背景・業界文脈

量子コンピューティング分野への投資は、世界的に急速に拡大しており、各国政府も国
家戦略として多額の資金を投入しています。米国政府は、CHIPS and Science Actを通じ
て量子、コンピューティング、AIの研究開発に約2800億ドルを投じるなど、リーダーシ
ップを確立しようとしています。一方、Boston Consulting Groupの報告によると、
2025年には企業ユーザーによる量子コンピューティングへの支出が研究機関や政府のそ
れを初めて上回り、量子技術が研究段階から産業応用へと移行していることが示されて
います。このような状況は、企業が量子技術をビジネス戦略の中核に据える必要性を高
めています。

今後の展望

これらの戦略的投資分野への注力は、米国企業が量子コンピューティングの商用化を加
速し、技術的リーダーシップを確立するための道筋を示しています。特にPQCへの投資
は、差し迫ったサイバーセキュリティの脅威に対処するために不可欠であり、金融機関
や政府機関にとって喫緊の課題です。また、量子ハードウェア、ソフトウェア、アプリ
ケーションの統合的な開発を通じて、材料科学、創薬、物流最適化など、様々な産業に
おける革新が期待されます。これらの投資は、量子技術がもたらす経済的および社会的
な潜在力を最大限に引き出すための重要なステップとなるでしょう。

元記事: https://nightparlor.com/quantum-computing-investments/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://nightparlor.com/quantum-computing-investments/


#37 インド国家量子ミッション、8スタートアップに最大
30クローレINRを助成し、QpiAIがアジア最大の8インチ
QPUファウンドリをベンガルールに開設

概要

インドの国家量子ミッション（NQM）は、国内の量子エコシステムを強化するため、

8つのスタートアップに対し最大30クローレINR（約360万米ドル）の助成金を授与し
ました。これと並行して、ディープテックスタートアップのQpiAIがベンガルールにア
ジア最大の8インチ量子処理ユニット（QPU）製造施設を開設しました。このファウン

ドリは、最大128量子ビットのフリップチップ超電導プロセッサを製造でき、将来的に
は10,000物理量子ビットのQPU製造に拡張する計画です。これらの動きは、インドが
量子コンピューティング分野における世界的リーダーシップを確立し、数ヶ月以内に

初の国産量子コンピュータを立ち上げるという国家目標を強力に推進するものです。

公開日 2026年08月19日  Raksha Anirveda  インド



詳細

主要成果

インドは、国家量子ミッション（NQM）を通じて国内の量子技術エコシステムへの大
規模な支援を強化しており、8つの主要な量子スタートアップに総額最大30クローレINR
（約360万米ドル）の助成金を授与しました。この取り組みと時を同じくして、ディー
プテック企業QpiAIはベンガルールにアジア最大規模となる8インチの量子処理ユニット
（QPU）製造施設を正式に開設しました。この最先端のファウンドリは、最大128量子
ビットのフリップチップ超電導プロセッサの生産能力を持ち、将来的には10,000物理量
子ビットのQPU製造へと大幅に拡張する計画です。これらの動きは、インドが量子コン
ピューティング分野におけるグローバルなリーダーとしての地位を確立し、数ヶ月以内
に初の国産量子コンピュータを稼働させるという国家目標を強力に推進するものです。

技術・業界詳細

NQMによるスタートアップ支援: 国家量子ミッション（NQM）は、量子コンピュー
ティング、センシング、通信、材料などの戦略的分野においてインドの存在感を高め
ることを目的としています。今回の助成金は、地元のスタートアップエコシステムを
大幅に後押しし、既存のStartup Indiaなどのスキームを補完するものです。NQMの
統括機関の議長であるDr. Ajai Chowdhuryは、今後10〜15のスタートアップにさらに
資金を提供し、インド初の量子コンピュータを数ヶ月で立ち上げる具体的な計画を明
らかにしました。

QpiAIの8インチQPUファウンドリ: QpiAIが設立した8インチ量子チップファウンドリ
は、アジア最大の規模を誇り、量子チップ製造における重要な技術的飛躍を示してい
ます。8インチウェハーの採用は、従来の半導体製造プロセスとの互換性を高め、量
子チップの量産化とコスト削減に寄与します。現在の製造能力は最大128量子ビット
のフリップチップ超電導プロセッサですが、同社はこれを10,000物理量子ビットの
QPU製造に拡張する明確なロードマップを持っています。QpiAIは、この施設に約
2,000万〜2,500万ドルを投資しており、さらに1,000万〜1,500万ドルの追加投資を計
画しています。

技術的意義: 10,000物理量子ビットの達成は、耐障害性量子コンピューティングへの
道を開く上で極めて重要です。これにより、量子誤り訂正技術を適用して論理量子ビ
ットを構築し、大規模な実用的な量子計算を可能にする基盤が提供されます。



背景・業界文脈

世界各国政府は、自国の量子システムを持つことに熱心で、多額の投資を行っていま
す。英国では25億ポンド、中国もまた多額の公的投資と長期戦略計画で量子分野の主要
プレイヤーとなっています。米国もCHIPS and Science Actを通じて約2800億ドルを量
子、コンピューティング、AIの研究開発に提供するなど、世界的な量子技術競争が激化
しています。インドのNQMは、このような国際的な競争の中で、国内のイノベーショ
ンと技術的自律性を確保するための国家的な取り組みです。

今後の展望

インド国家量子ミッションによるスタートアップ支援とQpiAIによる最先端ファウンド
リの開設は、インドを世界の量子技術マップにおける主要なプレイヤーとして位置づけ
る上で、決定的な役割を果たすでしょう。国産量子コンピュータの立ち上げと、QPU製
造能力の大幅な拡張は、インドが金融、防衛、科学研究など多岐にわたる分野で、量子
技術を活用した革新的なソリューションを開発するための基盤を築きます。この発展
は、インド経済の成長と技術的自立を促進するだけでなく、世界の量子コンピューティ
ングの進歩にも大きく貢献することが期待されます。

元記事: https://raksha-anirveda.com/quantum-leap-india-unveils-asias-largest-qpu-foundry/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://raksha-anirveda.com/quantum-leap-india-unveils-asias-largest-qpu-foundry/


#38 米Chattanooga、量子スタートアップアクセラレータ
ー「CO.LAB Q」を開設、スイスBaselにもエンタープライ
ズ級量子コンピューター施設が稼働

概要

米国テネシー州ChattanoogaのThe Company Labが、量子スタートアップに特化したア

クセラレータープログラム「CO.LAB Q」を立ち上げました。この12ヶ月間の商業化ス
タジオは、インフラ、技術専門知識、業界パートナー、パイロット機会、資金調達経
路といった重要なリソースをスタートアップに提供します。これと並行して、スイス

のBaselでは、uptownBasel、IonQ、QuantumBaselの協力のもと、製薬、金融、製造業
など地元の主要産業に利益をもたらすエンタープライズグレードの量子コンピュータ
ー施設が稼働を開始しました。これらの動きは、量子コンピューティングの商用化と

実用化に向けたインフラとエコシステム構築の世界的な加速を示しています。

公開日 2026年08月17日  Facebook (CO.LAB)  アメリカ



詳細

主要成果

米国テネシー州Chattanoogaに拠点を置くイノベーションハブThe Company Labは、量
子技術分野のスタートアップを育成するための画期的なアクセラレータープログラム
「CO.LAB Q」を正式に開始しました。この12ヶ月間にわたる商業化スタジオは、量子
スタートアップに対し、先進的なインフラ、専門的な技術知識、戦略的業界パートナー
シップ、実践的なパイロット機会、そして重要な資金調達経路へのアクセスを提供する
ことを目的としています。同時に、欧州のイノベーションハブであるスイスのBaselで
は、uptownBasel、IonQ、QuantumBaselの共同努力により、エンタープライズグレード
の量子コンピューター施設が稼働を開始し、地元の製薬、金融、製造業といった主要産
業への量子コンピューティングの適用を推進します。

技術・業界詳細

CO.LAB Qアクセラレータープログラム: Chattanoogaで開始された「CO.LAB Q」
は、量子コンピューティングの商業化ギャップを埋めることに特化したプログラムで
す。参加スタートアップは、メンターシップ、技術リソース、事業開発支援を受ける
ことで、概念実証から市場投入までのプロセスを加速させることができます。このプ
ログラムは、特に量子ソフトウェア、アルゴリズム、およびアプリケーション開発に
焦点を当てています。

スイスBaselの量子施設: スイスのBaselにおけるエンタープライズグレード量子コン
ピューター施設の稼働は、欧州における量子エコシステムの成熟度を示すものです。
IonQのような主要な量子ハードウェアプロバイダーの関与は、トラップイオン型量
子コンピューターのような高性能システムが、製薬（創薬、分子シミュレーショ
ン）、金融（リスクモデリング、最適化）、製造業（材料科学、サプライチェーン最
適化）といった分野の企業に直接提供されることを意味します。この施設は、地元の
企業が量子コンピューティングの潜在能力を探索し、具体的なビジネス課題に適用す
るための重要なハブとなるでしょう。

グローバルなエコシステム構築: これら米国とスイスにおける動きは、地域的な量子
技術エコシステムを構築し、グローバルな量子革命を推進するための国際的な取り組
みを反映しています。各国政府や民間企業が量子インフラへの投資を強化し、イノベ
ーションハブを設立することで、技術の実用化と商業化を加速しています。



背景・業界文脈

量子コンピューティングは、その膨大な計算能力により、創薬、新素材開発、金融モデ
リング、物流最適化など、多岐にわたる産業に変革をもたらす可能性を秘めています。
世界中で政府や企業が量子技術に多額の投資を行っており、米国ではCHIPS and Science

Actを通じて量子研究開発に巨額の資金が投入され、欧州では同様に量子技術への戦略
的投資が進められています。また、Boston Consulting Groupの報告によると、2025年
には企業ユーザーによる量子コンピューティングへの支出が研究機関や政府を上回り、
量子技術が研究段階から産業応用へと移行していることが示されています。このような
背景の中で、スタートアップアクセラレーターや専門施設の設立は、イノベーションを
市場に迅速に投入するための重要な手段となっています。

今後の展望

Chattanoogaの「CO.LAB Q」とスイスBaselの量子コンピューター施設の稼働は、量子
技術の商用化に向けた具体的な進展を示すものです。これらのイニシアチブは、量子コ
ンピューティングが研究室の領域を超え、実世界のビジネス問題解決に適用される時代
が到来しつつあることを強調しています。スタートアップの育成とエンタープライズレ
ベルでのアクセス提供は、量子コンピューティングが社会経済に与える影響を加速さ
せ、新たな産業の創出と既存産業の変革を促進するでしょう。特に、製薬や金融のよう
なデータ集約型産業においては、量子コンピューティングが競争優位性の源泉となるこ
とが期待されます。

元記事: https://www.facebook.com/groups/656065000022470/posts/1337938771835086/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/groups/656065000022470/posts/1337938771835086/


#39 Bleichroeder Acquisition Corp. IIの株主、量子コン
ピューティング企業Pasqalとの合併案を8月25日に投票
し、PasqalはNasdaq上場により3億ドル超の資金調達を目
指す

概要

特別買収目的会社（SPAC）であるBleichroeder Acquisition Corp. IIの株主は、2026年8

月25日に、フランスの量子コンピューティング企業Pasqal Holding SASとの合併案につ
いて投票を行います。2019年に設立され、約300人の従業員を擁するPasqalは、すでに

Saudi Aramco、LG Electronics、IBM、Sumitomoなどを顧客およびパートナーとしてい
ます。同社はこれまで3億ドル以上を調達しており、Bleichroederとの提携により

Nasdaqに上場し、スケーラブルな量子コンピューティング技術の採用を加速させるた
めの新たな資金を得ることを目指しています。この合併は、量子コンピューティング
企業の市場における資金調達と商業化の重要な指標となるでしょう。

公開日 2026年08月20日  Quantum Computing Report  アメリカ



詳細

主要成果

特別買収目的会社（SPAC）であるBleichroeder Acquisition Corp. IIの株主は、2026年8月
25日に、フランスを拠点とする最先端の量子コンピューティング企業であるPasqal
Holding SASとの合併案について決定的な投票を行います。この戦略的合併が承認され
れば、PasqalはNasdaq市場に上場し、スケーラブルな量子コンピューティング技術の広
範な採用を加速させるための新たな成長資金を確保する予定です。Pasqalは既に3億ド
ル以上の資金を調達しており、今回の動きは同社の商業化ロードマップにおける重要な
ステップとなります。

技術・業界詳細

Pasqalの事業概要: 2019年に設立されたPasqalは、中性原子ベースの量子コンピュー
ティング技術を専門としています。同社は現在約300人の従業員を擁し、その技術は
Saudi Aramco、LG Electronics、IBM、Sumitomoといったグローバル企業を顧客およ
びパートナーに数えています。これらの実績は、Pasqalの技術が産業界の具体的な課
題解決に適用されつつあることを示しています。中性原子型量子コンピューターは、
量子ビットの配置と制御において高い精度とスケーラビリティを提供し、特に最適化
問題やシミュレーションにおいて強みを発揮します。

SPAC合併の意義: SPACとの合併は、特に新興テクノロジー企業にとって、従来のIPO

プロセスよりも迅速かつ効率的な上場手段として利用されることがあります。今回の
合併は、Pasqalがグローバルな投資家からの資金調達機会を拡大し、技術開発と市場
拡大を加速させるための重要な手段となります。Nasdaq上場は、同社の知名度と信
頼性を高め、さらなる商業的パートナーシップの可能性を開くでしょう。

資金調達の目標: Pasqalはこれまでに3億ドルを超える資金を調達していますが、今回
の合併による上場は、さらなる大規模な資金を獲得し、研究開発への投資、人材の確
保、そしてグローバル市場での競争力強化に充てることを目的としています。



背景・業界文脈

量子コンピューティング分野への投資は、世界的に加速しており、多岐にわたる量子技
術アプローチが競争的に開発されています。KPMGの報告によると、2026年第2四半期
の量子コンピューティング分野への投資は、過去最高の2025年から減速したものの、依
然として活発に推移しています。これは、市場が初期の過熱感から、より成熟した商業
化段階へと移行していることを示唆しています。政府機関や大手企業も、量子技術の戦
略的価値を認識し、この分野への投資を強化しており、Pasqalのような企業が提供する
スケーラブルな量子コンピューティング技術は、金融、エネルギー、製造業など、多く
の産業に変革をもたらす可能性を秘めています。

今後の展望

BleichroederとPasqalの合併案に対する株主投票は、量子コンピューティング業界にと
って大きな注目を集めるでしょう。承認されれば、Pasqalは主要な公開市場で取引され
る数少ない量子コンピューティング企業の一つとなり、その技術と成長戦略がより広範
な投資家コミュニティの scrutiny に晒されることになります。Nasdaq上場は、Pasqalが
耐障害性のある大規模量子コンピューターの開発ロードマップを加速させ、商用アプリ
ケーションを拡大するための資金的・戦略的基盤を強化する上で不可欠です。この動き
は、量子コンピューティングが研究段階から実用化段階へと移行する中で、業界全体の
資金調達と商業的成功の新たな基準を設定する可能性を秘めています。

元記事: https://quantumzeitgeist.com/bleichroeder-pasqal-merger-investors-vote/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://quantumzeitgeist.com/bleichroeder-pasqal-merger-investors-vote/


#40 ニューヨーク州、地域量子技術商業化ハブ設立に
6000万ドルのRFPを開始、最大4つのハブに各1500万ドル
を提供

概要

ニューヨーク州は、州全体で最大4つの地域量子技術商業化ハブを設立するため、総額

6000万ドルの提案依頼書（RFP）を開始しました。このプログラムは、量子コンピュ
ーティング、センシング、セキュア通信の研究成果を市場に迅速に投入することを目
的としており、各地域ハブには最大1500万ドルの助成金が提供されます。このイニシ

アチブは、ニューヨーク州立大学ストーニーブルック校における量子研究・イノベー
ションハブへの3億ドルの既存投資を拡大するもので、州を量子技術のリーダーとして
確立するための重要なステップです。

公開日 2026年08月13日  Quantum Computing Report  アメリカ



詳細

主要成果

ニューヨーク州は、量子コンピューティング分野におけるリーダーシップを強化するた
め、画期的な取り組みとして、州全域で最大4つの地域量子技術商業化ハブを設立する
ための6000万ドルの提案依頼書（RFP）を開始しました。この大規模なプログラムは、
量子コンピューティング、センシング、セキュア通信といったフロンティア技術の研究
成果を、より迅速かつ効率的に商業化することを目的としています。選定される各地域
ハブには、最大1500万ドルの助成金が提供され、研究から市場投入までのパイプライン
を加速させるための基盤を築きます。

技術・業界詳細

RFPプログラムの目的: このRFPは、スタートアップの支援、共有インフラの提供、業
界パートナーシップの促進を通じて、量子技術の商業化を支援することを主要な目的
としています。各ハブは、量子分野における特定の強みや地域経済のニーズに合わせ
てカスタマイズされ、地域のイノベーションエコシステムを活性化させることが期待
されます。

資金配分と使途: 各ハブに提供される最大1500万ドルの助成金は、量子研究・科学に
必要な施設の建設や改修、最先端の機器の購入、および専門人材の育成に充てられま
す。これにより、ニューヨーク州は、量子技術の研究開発からプロトタイプ開発、そ
して最終的な商業製品化までを一貫してサポートできる環境を整備します。

既存投資との連携: この新たなイニシアチブは、ニューヨーク州立大学ストーニーブ
ルック校（SUNY Stony Brook）に設立された量子研究・イノベーションハブへの3億
ドルという先行投資を拡大するものです。これは、州が量子技術に対して一貫した長
期的な戦略を持っていることを示しており、既存の研究拠点との連携により、相乗効
果を生み出すことを目指しています。



背景・業界文脈

量子コンピューティング分野への投資は、世界的に加速しており、各国政府も国家戦略
として多額の資金を投入しています。米国政府は、CHIPS and Science Actを通じて量
子、コンピューティング、AIの研究開発に約2800億ドルを投じるなど、リーダーシップ
を確立しようとしています。ニューヨーク州も、このグローバルな競争の中で、技術的
優位性を確保し、新たな経済成長の機会を創出することを目指しています。量子技術
は、暗号解読、新素材開発、創薬、複雑な最適化問題の解決など、多岐にわたる分野で
既存の計算能力を凌駕する可能性を秘めており、経済的および国家安全保障上の戦略的
優先事項となっています。

今後の展望

ニューヨーク州による地域量子技術商業化ハブの設立は、量子技術が研究室の段階を超
え、実用的なアプリケーションとして市場に投入されるための重要なステップです。こ
れらのハブは、大学、産業界、政府機関間の連携を強化し、量子スタートアップが直面
する資金、インフラ、専門知識の課題を解決する役割を果たすでしょう。州全体で形成
される量子エコシステムは、ニューヨーク州を米国および世界の量子技術開発の中心地
の一つとして確立し、長期的な経済成長と技術革新に貢献することが期待されます。こ
の投資は、量子技術が社会に与える影響を加速させ、新たな産業の創出と既存産業の変
革を促進するでしょう。

元記事: https://quantumcomputingreport.com/new-york-state-launches-60m-rfp-for-regional-quantum-

technology-commercialization-hubs/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://quantumcomputingreport.com/new-york-state-launches-60m-rfp-for-regional-quantum-technology-commercialization-hubs/
https://quantumcomputingreport.com/new-york-state-launches-60m-rfp-for-regional-quantum-technology-commercialization-hubs/


#42 QuantinuumとQuanta Computer、耐障害性トラッ
プイオン型量子コンピュータのハードウェア製造工業化で
共同開発契約を締結

概要

トラップイオン型量子コンピューティング開発企業Quantinuumと、Fortune Global

500の電子機器メーカーQuanta Computerは、将来世代のQuantinuumの量子コンピュ
ーター向けハードウェアインフラ、システムエンジニアリング、および量産サプライ
チェーンの工業化に関する共同開発契約を締結しました。この提携は、物理ハードウ

ェアのアセンブリをスケーリングし、耐障害性のあるメガクオーップ級システムに向
けたQuantinuumのロードマップを支援することを目的としています。両社は、大規模
量子コンピューティングのための強固な産業基盤を確立し、商用展開可能な量子コン

ピューターへの実践的な道筋を確立することを目指しています。

公開日 2026年08月14日  Quantinuum  アメリカ



詳細

主要成果

トラップイオン型量子コンピューティング技術の世界的リーダーであるQuantinuum

と、Fortune Global 500に名を連ねる大手電子機器メーカーであるQuanta Computer
は、戦略的な共同開発契約を締結しました。この画期的な提携は、将来世代の
Quantinuumの量子コンピューターシステムにおけるハードウェアインフラストラクチ
ャ、システムエンジニアリング、および量産サプライチェーンの工業化を推進すること
を目的としています。この協力関係は、物理ハードウェアのアセンブリプロセスを劇的
にスケーリングし、最終的に耐障害性を備えたメガクオーップ級の量子システムを実現
するというQuantinuumの野心的なロードマップを強力に支援します。

技術・業界詳細

提携の目的: この共同開発の主眼は、現在の量子システムから、広範な企業および科
学分野での採用をサポートできる商用展開可能な量子コンピューターへの実践的な道
筋を確立することにあります。Quantinuumは、その最先端の量子コンピューティン
グ技術と、Quanta Computerの持つ高度なコンピューティングシステムの工業化に関
する専門知識を組み合わせることで、この目標達成を目指します。

技術的役割分担: Quantinuumは、トラップイオン型の量子ビット技術と量子プロセ
ッサの設計および開発を主導します。一方、Quanta Computerは、量子コンピュータ
ーの物理的な製造、アセンブリ、およびサプライチェーン管理に関する専門知識を提
供します。これには、極低温冷却システム、高精度レーザー制御、真空技術など、量
子ハードウェア特有の複雑な要件に対応するためのエンジニアリングが含まれます。

耐障害性量子コンピューティングへの貢献: 大規模な耐障害性量子コンピューターの
構築には、数多くの物理量子ビットを安定して制御し、量子誤り訂正を適用できる堅
牢なハードウェアプラットフォームが不可欠です。この提携は、そのようなハードウ
ェアの量産化に向けた産業基盤を築くことで、量子コンピューティングのボトルネッ
クの一つを解消し、メガクオーップ級システムの実現を加速させる重要なステップと
なります。



背景・業界文脈

量子コンピューティング分野は、研究開発から実用化へと急速に移行しており、企業や
政府機関からの大規模な投資が続いています。Boston Consulting Groupの報告による
と、2025年には企業ユーザーによる量子コンピューティングへの支出が研究機関や政府
を初めて上回り、量子技術が「産業応用」の段階に突入したことが示されています。こ
のような状況下で、量子ハードウェアの製造とスケーリングは、業界全体の成長にとっ
て最も重要な課題の一つです。QuantinuumとQuanta Computerのような、それぞれの
分野でリーダーである企業の提携は、この課題に対処し、量子技術の商用化を加速させ
る上で不可欠な要素となります。

今後の展望

QuantinuumとQuanta Computerの提携は、大規模で実用的な量子コンピューティング
システムの開発と展開に向けた重要な一歩となります。Quanta Computerの製造専門知
識を活用することで、Quantinuumは、将来世代の量子コンピューターの信頼性と拡張
性を向上させ、コスト効率の高い生産を実現できるでしょう。このコラボレーション
は、医療、金融、材料科学、物流といった幅広い産業分野において、量子コンピューテ
ィングの採用を加速させる基盤を築きます。最終的には、この提携が、量子コンピュー
ターが現在の古典的コンピューターでは解決できないような複雑な問題を解決し、社会
に大きな影響を与えるための、実践的な道筋を確立することが期待されます。

元記事: https://www.quantinuum.com/press-releases/quanta-computer-and-quantinuum-partner-to-

build-an-industrial-foundation-for-large-scale-quantum-computing

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.quantinuum.com/press-releases/quanta-computer-and-quantinuum-partner-to-build-an-industrial-foundation-for-large-scale-quantum-computing
https://www.quantinuum.com/press-releases/quanta-computer-and-quantinuum-partner-to-build-an-industrial-foundation-for-large-scale-quantum-computing


#43 ボストン・コンサルティング・グループ報告：2025
年、企業ユーザーの量子コンピューティング支出が3億ド
ルに達し、研究機関・政府の合計を初めて上回る

概要

ボストン・コンサルティング・グループ（BCG）の最新報告によると、2025年に企業

ユーザーが量子コンピューティングに費やした総額は3億ドルに達し、これは研究機関
と政府の合計支出を初めて上回る結果となりました。この画期的な数字は、量子コン
ピューティング技術が「市場規模予測」の段階から、実際の「産業応用」と商業的価

値創造のフェーズへと明確に移行していることを強く示唆しています。この動向は、
企業が量子コンピューティングをビジネス戦略の中核に据え、具体的な課題解決に活
用し始めていることを裏付けており、業界全体の成熟化を加速させるでしょう。

公開日 2026年08月15日  Facebook (Techmeme)  アメリカ



詳細

主要成果

ボストン・コンサルティング・グループ（BCG）が発表した画期的な報告書によると、
2025年に企業ユーザーが量子コンピューティングに投じた総支出が3億ドルに達し、こ
れは研究機関や各国政府による同分野への合計支出を初めて上回る結果となりました。
この歴史的な転換点は、量子コンピューティング技術が、単なる学術研究や将来性のあ
るコンセプトの段階から、具体的な産業応用と商業的価値創造のフェーズへと明確に移
行していることを強く示唆しています。企業セクターからのこの急増する投資は、量子
技術がビジネス戦略の中核に統合されつつある明確な証拠と言えるでしょう。

技術・業界詳細

企業支出の内訳と意義: 企業による3億ドルの支出は、主に量子ソフトウェア、クラ
ウドベースの量子サービスへのアクセス、および特定のビジネス問題（例えば、材料
科学における分子シミュレーション、金融におけるポートフォリオ最適化、物流にお
ける経路最適化など）を解決するためのパイロットプロジェクトに費やされていま
す。この支出は、企業が量子技術の潜在的なROI（投資収益率）を評価し、具体的な
競争優位性を獲得しようとしていることを示しています。

市場の成熟度を示す指標: 企業支出が研究機関や政府を上回ったことは、量子コンピ
ューティング市場が初期の黎明期を脱し、より成熟した段階に入ったことを示唆する
強力な指標です。政府や研究機関の投資が基礎研究やインフラ構築に重点を置くのに
対し、企業の投資は直接的なビジネス価値とアプリケーションに焦点を当てていま
す。

グローバルな投資環境: 米国、中国、EUなど、世界中の主要国政府が量子技術に多額
の投資を続けていますが、今回のBCGの報告は、市場の推進力が公的部門から民間部
門へとシフトし始めていることを示唆しています。これは、技術が十分に成熟し、企
業が具体的なユースケースと利益を見出せるようになった証拠です。



背景・業界文脈

量子コンピューティングは、その膨大な計算能力により、創薬、新素材開発、金融モデ
リング、物流最適化、暗号解読など、多岐にわたる産業に変革をもたらす可能性を秘め
ています。この潜在能力は、各国政府に量子技術への巨額の投資を促してきました。米
国ではCHIPS and Science Actを通じて量子、コンピューティング、AIの研究開発に約
2800億ドルが投じられています。しかし、技術の真の商業化には、企業がそのビジネス
価値を認識し、導入に踏み切ることが不可欠です。今回のBCGの報告は、この「産業応
用」への転換点が2025年に到来したことを明確に示しており、量子業界全体の成長と発
展にとって極めて重要な意味を持ちます。

今後の展望

企業による量子コンピューティングへの支出が公的部門を上回ったというこの傾向は、
今後数年間でさらに加速する可能性が高いです。これにより、量子ソフトウェア開発、
量子アルゴリズムの最適化、クラウドベースの量子サービスプロバイダー、および量子
ハードウェアの信頼性とスケーラビリティの向上に対する需要が大幅に増加するでしょ
う。企業は、競争力を維持するために、量子コンピューティングを自社の研究開発、オ
ペレーション、およびセキュリティ戦略に統合することの重要性をますます認識するよ
うになります。このシフトは、量子技術のイノベーションサイクルを加速させ、最終的
には社会全体への広範な商業的影響をもたらすことが期待されます。

元記事: https://www.facebook.com/Techmeme/posts/bcg-enterprise-users-spent-a-total-of-300m-on-

quantum-computing-in-2025-outranki/1501038265391816/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/Techmeme/posts/bcg-enterprise-users-spent-a-total-of-300m-on-quantum-computing-in-2025-outranki/1501038265391816/
https://www.facebook.com/Techmeme/posts/bcg-enterprise-users-spent-a-total-of-300m-on-quantum-computing-in-2025-outranki/1501038265391816/


#44 米国政府、量子コンピューティングに200億ドルを投
資し、IBMのCondorプロセッサが2025年までに1,000量
子ビット超を目指し実用化を加速

概要

米国における量子コンピューティングへの投資が加速しており、業界が実用的なアプ

リケーションに急速に近づいていることを示しています。米国政府は、この分野に総
額200億ドルという巨額の投資を行い、最適化、創薬、材料科学といった分野での短期
的なユースケースの実現を期待しています。IBMは、そのCondorプロセッサで2025年

までに1,000量子ビットを超えることを目標としており、これは大規模な量子計算能力
の実現に向けた重要なマイルストーンとなります。これらの動きは、量子コンピュー
ティングが研究段階から実用段階へと移行し、経済的および国家安全保障上の価値を

創出する潜在能力を明確に示しています。

公開日 2026年08月17日  r/informaq - Reddit  アメリカ



詳細

主要成果

米国における量子コンピューティング分野への投資が劇的に加速しており、業界全体が
実用的なアプリケーションの実現に急速に近づいていることが明らかになりました。米
国政府は、この戦略的に重要な分野に総額200億ドルという巨額を投じ、特に最適化問
題、創薬、材料科学といった分野での短期的なユースケースの実現を期待しています。
技術面では、IBMが開発を進める「Condor」プロセッサは、2025年までに1,000以上の
量子ビットを達成するという野心的な目標を掲げており、大規模な量子計算能力の実用
化に向けた重要なマイルストーンを築きつつあります。

技術・業界詳細

米国政府の投資戦略: 米国政府による200億ドル規模の投資は、連邦政府全体の戦略
的な取り組みを反映しており、CHIPS and Science Actのような法案を通じて、量子技
術の研究開発、インフラ構築、人材育成を推進しています。この投資は、国内の技術
的優位性を確保し、国際競争力を強化することを目的としています。

短期的なユースケース: 最適化（物流、金融、産業）、創薬（分子モデリング、薬物
スクリーニング）、材料科学（新素材の設計、特性予測）は、量子コンピューティン
グが古典的コンピューターよりも優位性を示す可能性のある短期的なユースケースと
して期待されています。これらの分野での実用化は、経済に大きな影響を与え、産業
構造を変化させる可能性があります。

IBM Condorプロセッサの目標: IBMのCondorプロセッサが2025年までに1,000量子ビ
ットを超えるという目標は、超電導量子ビット技術におけるスケーラビリティの進展
を象徴するものです。量子ビット数の増加は、より複雑な問題の解決能力を直接的に
高めます。ただし、実用的な量子コンピューティングには、量子ビット数だけでな
く、エラー率の低減や接続性も重要であり、IBMはこれらの課題にも取り組んでいま
す。



背景・業界文脈

量子コンピューティングは、その膨大な計算能力により、現在の暗号技術を無力化する
可能性を秘めており、経済的および国家安全保障上の戦略的優先事項となっています。
世界中の政府が、自国の量子システムを持つことに熱心で、多額の投資を行っていま
す。英国では25億ポンドが、中国もまた多額の公的投資と長期戦略計画で量子分野の主
要プレイヤーとなっています。Boston Consulting Groupの報告によると、2025年には
企業ユーザーによる量子コンピューティングへの支出が研究機関や政府を初めて上回
り、量子技術が「産業応用」の段階へと移行していることが示されています。この競争
環境の中で、米国政府は国内のイノベーションと技術的自律性を確保するための取り組
みを強化しています。

今後の展望

米国政府による大規模な投資とIBMのような企業の技術ロードマップの進展は、量子コ
ンピューティングが研究室の領域を超え、実世界の問題解決に適用される時代が到来し
つつあることを明確に示しています。短期的なユースケースの実現は、量子技術へのさ
らなる投資と商業的採用を促進し、長期的な社会経済的影響をもたらすでしょう。特
に、IBMのCondorプロセッサのような大規模量子ビットシステムの開発は、耐障害性量
子コンピューティングへの道を開き、これまで解決不可能だった課題への新たなアプロ
ーチを可能にするでしょう。米国は、この動きを通じて、量子時代における技術的リー
ダーシップを確立し、イノベーションの最前線に立ち続けることが期待されます。

元記事:

https://www.reddit.com/r/informaq/comments/1vqnaac/us_quantum_computing_investment_accelerates_as/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.reddit.com/r/informaq/comments/1vqnaac/us_quantum_computing_investment_accelerates_as/


#45 量子コンピューティング投資の波、データセンター不
動産市場に変革をもたらし、量子施設の独自のインフラ要
件が100億ドルの開発を一時停止させる

概要

700億ドル規模に達すると予測される量子コンピューティングへの世界的な投資の波

が、従来のデータセンターとは根本的に異なる不動産カテゴリを生み出し始めていま
す。量子施設は、研究機関や専門人材への近接性を優先し、冷却、振動、電磁干渉に
対する独自のインフラ要件を持つため、従来のハイパースケールサイトの選択基準と

は大きく異なります。この変化は、コロケーションプロバイダーやクラウドプロバイ
ダーが今後数年間でどのように資本を配分し、インフラを構築するかに大きな影響を
与え、約100億ドル相当の開発が一時停止されるなど、不動産市場に深刻な影響を及ぼ

しています。

公開日 2026年08月18日  MarketScale  アメリカ



詳細

主要成果

700億ドル規模に達すると予測される量子コンピューティングへの世界的な投資の波
は、データセンター市場において、従来の不動産開発とは根本的に異なる新たなカテゴ
リを創出しています。量子コンピューティング施設は、その高度な技術的要件から、研
究機関や専門人材への地理的近接性を最優先し、従来のハイパースケールデータセンタ
ーのサイト選択基準とは大きく異なるインフラストラクチャ要件（例えば、極低温冷
却、厳格な振動制御、電磁干渉からの保護など）を持っています。この変化は、データ
センターの不動産開発に重大な影響を与え、約100億ドル相当の開発計画が一時停止さ
れる事態を引き起こしています。

技術・業界詳細

量子施設の特殊な要件: 量子コンピューターは、その動作原理上、極めて安定した環
境を必要とします。例えば、超電導量子ビットを使用するシステムは、絶対零度に近
い極低温（ミリケルビン単位）で動作し、そのための高度な冷却システムが不可欠で
す。また、量子ビットは非常に微細な振動や電磁波にも敏感であるため、厳格な防振
対策や電磁シールドが求められます。これらの要件は、従来のデータセンターが重視
する電力供給、ネットワーク接続、敷地の広さといった要素に加えて、新たな設計基
準を必要とします。

立地の戦略的変更: 従来のデータセンターは、安価な電力、広大な土地、冷却用の水
資源などを求めて郊外に立地することが多かったですが、量子施設は、大学や研究機
関、熟練した量子科学者やエンジニアが集まる都市部や学術クラスターへの近接性を
優先します。これにより、研究開発のコラボレーションが促進され、人材の確保が容
易になります。

不動産市場への影響: このような要件の変化は、データセンターの不動産開発業者や
投資家にとって、新たな機会と課題をもたらしています。従来のデータセンターの建
設が一時停止される一方で、量子施設の専門的な需要に応えるための新しいタイプの
不動産開発が必要とされています。これは、コロケーションプロバイダーやクラウド
サービスプロバイダーが、量子技術に対応するためのインフラへの資本配分を再考す
る必要があることを意味します。



背景・業界文脈

量子コンピューティング分野への投資は、世界的に加速しており、各国政府も国家戦略
として多額の資金を投入しています。米国ではCHIPS and Science Actを通じて量子、コ
ンピューティング、AIの研究開発に約2800億ドルが投じられています。Boston

Consulting Groupの報告によると、2025年には企業ユーザーによる量子コンピューティ
ングへの支出が研究機関や政府を初めて上回り、量子技術が「産業応用」の段階へと移
行していることが示されています。この技術の実用化が進むにつれて、それに特化した
物理的インフラの需要が高まるのは自然な流れです。

今後の展望

量子コンピューティングの進展は、データセンター業界の景観を長期的に再定義するで
しょう。従来のデータセンター開発の一部が減速する一方で、量子施設に特化した建設
とインフラ投資が増加することが予想されます。これは、不動産開発業者、建設会社、
およびインフラプロバイダーに、高度な専門知識と新しい技術ソリューションを開発す
るよう促すでしょう。量子コンピューティングがより広範に採用されるにつれて、量子
対応のインフラは、技術エコシステムの重要な要素となり、新たな経済機会と技術革新
の中心となることが期待されます。データセンター業界は、この新たなトレンドに適応
し、将来の量子時代に対応するための戦略を迅速に策定する必要があります。

元記事: https://www.marketscale.com/industries/engineering-and-construction/new-yorks-statewide-

data-center-moratorium-halts-10b-in-development-as-regulatory-pressure-reshapes-site-selection-

nationwide

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.marketscale.com/industries/engineering-and-construction/new-yorks-statewide-data-center-moratorium-halts-10b-in-development-as-regulatory-pressure-reshapes-site-selection-nationwide
https://www.marketscale.com/industries/engineering-and-construction/new-yorks-statewide-data-center-moratorium-halts-10b-in-development-as-regulatory-pressure-reshapes-site-selection-nationwide
https://www.marketscale.com/industries/engineering-and-construction/new-yorks-statewide-data-center-moratorium-halts-10b-in-development-as-regulatory-pressure-reshapes-site-selection-nationwide


#46 BTQ Technologies、フランス量子企業QPerfectを買
収し、ストラスブール大学と量子アルゴリズム開発を推進

概要

BTQ Technologiesは、フランスの量子技術企業QPerfectの買収を完了し、量子技術の専
門知識と市場プレゼンスを拡大しました。QPerfectの先進的な技術は、すでにストラ
スブール大学との量子アルゴリズム開発プロジェクトに適用されており、この買収は

BTQ Technologiesが量子アルゴリズムの実用化をさらに推進することを目指している
ことを示しています。この戦略的な動きは、量子コンピューティング分野における
M&A活動の活発化を反映しており、次世代の技術革新と商業的応用を加速させるでし

ょう。

公開日 2026年08月13日  Facebook (Kaizen Executive)  フランス



詳細

主要成果

BTQ Technologiesは、フランスに拠点を置く量子技術企業QPerfectの買収を無事に完了
し、量子コンピューティング分野における同社の専門知識と市場プレゼンスを大幅に拡
大しました。QPerfectの革新的な技術は、すでにストラスブール大学との共同プロジェ
クトにおいて、量子アルゴリズム開発に応用されており、この買収がBTQ Technologies

の量子アルゴリズムの実用化に向けた取り組みをさらに推進することを示唆していま
す。この戦略的な動きは、量子技術業界における統合と成長の傾向を浮き彫りにしてい
ます。

技術・業界詳細

QPerfectの技術と専門性: QPerfectは、量子アルゴリズムと量子ソフトウェアの開発
において専門的な知識と経験を持つ企業です。同社の技術は、複雑な計算問題に対す
る量子コンピューティングの潜在能力を引き出す上で不可欠であり、特に最適化、シ
ミュレーション、暗号解読といった分野での応用が期待されます。今回の買収によ
り、BTQ Technologiesは、これらの高度な量子ソフトウェア開発能力を自社のポート
フォリオに統合することになります。

ストラスブール大学との提携: QPerfectの技術は、ストラスブール大学とのパートナ
ーシップの一環として、量子アルゴリズム開発プロジェクトに既に適用されていま
す。この学術機関との連携は、最先端の研究成果を実際のアプリケーションに結びつ
けるための重要なチャネルとなります。学術界との緊密な協力は、量子技術の迅速な
進歩と実用化に不可欠です。

M&A戦略の背景: 量子コンピューティング業界は、まだ初期段階にありますが、技
術の複雑さと開発コストの高さから、競争力を維持するためには戦略的な提携や
M&Aが重要な手段となっています。BTQ TechnologiesによるQPerfectの買収は、量子
技術の専門知識を深め、より包括的なソリューションを提供することで、市場での地
位を強化しようとする同社の意図を示しています。



背景・業界文脈

量子コンピューティング分野への投資は、世界的に加速しており、各国政府も国家戦略
として多額の資金を投入しています。Google、IBM、Quantinuumなどの大手企業が量
子ハードウェアとソフトウェアの両面でイノベーションを推進する中、BTQ

Technologiesのような企業は、特定のニッチな専門知識を獲得することで競争力を高め
ています。Boston Consulting Groupの報告によると、2025年には企業ユーザーによる
量子コンピューティングへの支出が研究機関や政府を初めて上回り、量子技術が研究段
階から産業応用へと移行していることが示されています。この動向は、企業が量子技術
をビジネス戦略の中核に据え始めていることを明確に示唆しています。

今後の展望

BTQ TechnologiesによるQPerfectの買収は、量子アルゴリズムの商用化を加速させる上
で重要な役割を果たすでしょう。QPerfectの専門知識とストラスブール大学との連携
は、BTQ Technologiesがより洗練された実用的な量子ソリューションを開発し、市場に
投入することを可能にします。これにより、金融、製薬、物流、材料科学といった幅広
い産業において、量子コンピューティングの採用が促進される可能性があります。この
買収は、量子技術業界におけるさらなるM&Aや戦略的提携を促し、業界全体の統合と
成長を加速させる触媒となることが期待されます。BTQ Technologiesは、この動きを通
じて、量子時代のイノベーションの最前線に立ち続けることを目指します。

元記事: https://www.facebook.com/kaizenexecutive/posts/btq-technologies-nasdaq-btq-completed-its-

acquisition-of-french-quantum-company-/1647218390740844/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/kaizenexecutive/posts/btq-technologies-nasdaq-btq-completed-its-acquisition-of-french-quantum-company-/1647218390740844/
https://www.facebook.com/kaizenexecutive/posts/btq-technologies-nasdaq-btq-completed-its-acquisition-of-french-quantum-company-/1647218390740844/


#47 Quantum Computing Inc.（QCI）、2026年Q2に売
上555万ドルに急増し、キャッシュポジション13億ドルを
維持、室温量子ソリューションのM&A戦略を継続

概要

Quantum Computing Inc.（QCI）は、2026年第2四半期に売上が前年同期比で大幅に増

加し、555万ドルに達したと報告しました。同時に、純損失は1175万ドルに縮小し、
複数の戦略的買収を完了した後も約13億ドルの強力なキャッシュポジションを維持し
ています。経営陣は、フォトニクス、半導体、先端製造分野でのM&Aを継続する計画

であり、室温量子ソリューションを中心とした広範な技術・製造プラットフォームの
構築を目指しています。この財務実績と積極的なM&A戦略は、QCIが量子コンピュー
ティング市場における成長機会を捉え、商用化を加速させていることを示していま

す。

公開日 2026年08月17日  Simply Wall St  アメリカ



詳細

主要成果

Quantum Computing Inc.（QCI）は、2026年第2四半期において、前年同期比で大幅な
増加となる555万ドルの売上高を記録したと報告しました。同時に、同社の純損失は
1175万ドルに縮小し、複数の戦略的買収を成功裏に完了した後も、約13億ドルという非
常に強固なキャッシュポジションを維持していることを明らかにしました。経営陣は、
フォトニクス、半導体、先端製造といった重要分野でのさらなるM&A戦略を積極的に
継続する方針であり、室温で動作する量子ソリューションを中心とした、広範かつ統合
的な技術・製造プラットフォームの構築を目指しています。この堅調な財務実績と野心
的な戦略は、QCIが量子コンピューティング市場の成長機会を捉え、商業化を加速させ
ていることを明確に示しています。

技術・業界詳細

財務実績の内訳: QCIの売上高の増加は、主に同社の量子コンピューティングソリュ
ーションと関連サービスに対する市場需要の拡大を反映しています。純損失の縮小
は、効率的な事業運営とコスト管理の改善を示唆しています。13億ドルのキャッシ
ュポジションは、将来の成長戦略、特にM&A活動と研究開発への投資を支える強固
な基盤となります。

M&A戦略の焦点: QCIのM&A戦略は、フォトニクス、半導体、先端製造という、量
子コンピューティングのハードウェアスタックにおいて不可欠な分野に集中していま
す。フォトニクスは、光量子コンピューターの開発において重要な役割を担い、半導
体技術は量子チップの製造と集積に不可欠です。先端製造技術は、量子デバイスの品
質とスケーラビリティを向上させる鍵となります。これらの買収は、QCIがエンドツ
ーエンドの量子ソリューションを提供できる垂直統合型企業となることを目指してい
ることを示唆しています。

室温量子ソリューションへの注力: QCIが室温量子ソリューションを中心としたプラ
ットフォーム構築を目指していることは、業界における重要な差別化要因となりま
す。多くの量子コンピューターは、極低温で動作する必要があり、そのためのコスト
と複雑さが導入の大きな障壁となっています。室温での動作が可能な量子技術は、よ
り広範な産業での採用を加速させる潜在力を持っています。



背景・業界文脈

量子コンピューティング分野への投資は、世界的に加速しており、多岐にわたる量子技
術アプローチが競争的に開発されています。Boston Consulting Groupの報告によると、
2025年には企業ユーザーによる量子コンピューティングへの支出が研究機関や政府を初
めて上回り、量子技術が研究段階から産業応用へと移行していることが示されていま
す。この競争環境の中で、QCIのような企業は、戦略的なM&Aと技術開発を通じて、市
場での地位を強化し、実用的な量子ソリューションを提供することを目指しています。
特に、室温量子コンピューティングは、その商業的実現可能性から大きな注目を集めて
います。

今後の展望

QCIの堅調な財務実績と積極的なM&A戦略は、同社が量子コンピューティング市場にお
ける主要なプレイヤーとしての地位を確立する上で有利な位置にあることを示していま
す。室温量子ソリューションに焦点を当てた技術・製造プラットフォームの構築は、量
子コンピューティングのアクセシビリティと経済性を劇的に向上させる可能性を秘めて
います。今後、QCIは、買収した技術と自社開発を統合し、よりスケーラブルで使いや
すい量子ソリューションを市場に投入することで、その成長をさらに加速させるでしょ
う。この戦略は、量子コンピューティングが研究室の領域を超え、広範な産業での実用
化へと移行する中で、重要な役割を果たすことが期待されます。

元記事: https://www.sahmcapital.com/news/content/does-q2-revenue-jump-and-deal-driven-

expansion-change-the-bull-case-for-quantum-computing-qubt-2026-08-16
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#48 世界の各国政府、量子システムに巨額投資を継続：英
国25億ポンド、中国、米国CHIPS Actで2800億ドルな
ど、技術的リーダーシップ確保へ

概要

世界各国の政府は、自国の量子システムを保有し、技術的リーダーシップを確保する

ため、量子コンピューティング分野に多額の投資を継続しています。英国は25億ポン
ド、中国も多額の公的投資と長期戦略計画により主要プレイヤーとなっています。米
国は、CHIPS and Science Actを通じて、量子、コンピューティング、AIの研究開発に

約2800億ドルを投じるなど、国家を挙げた取り組みを強化しています。これらの巨額
の投資は、量子技術が国家安全保障と経済成長にとって極めて戦略的な重要性を持つ
という認識が高まっていることを明確に示しています。

公開日 2026年08月14日  Facebook (CGTN Europe)  国際



詳細

主要成果

世界中の各国政府は、自国の量子コンピューティングシステムを開発・保有し、来るべ
き量子時代における技術的リーダーシップを確保するために、量子技術分野に大規模な
投資を継続しています。このグローバルな競争は激化しており、英国は量子技術プログ
ラムに25億ポンド（約32億米ドル）を投資することを決定しました。中国もまた、多額
の公的資金と詳細な長期戦略計画を背景に、この分野の主要なプレイヤーとして台頭し
ています。さらに、米国は、画期的なCHIPS and Science Actを通じて、量子コンピュー
ティング、汎用コンピューティング、人工知能（AI）の研究開発に約2800億ドルという
驚異的な規模の投資を行い、国家を挙げた取り組みを強化しています。

技術・業界詳細

英国の投資: 英国の25億ポンドの投資は、量子コンピューティングだけでなく、量子
通信、量子センサー、量子イメージングなど、広範な量子技術エコシステム全体を支
援することを目的としています。これは、基礎研究から商業化までのパイプラインを
強化し、国内のイノベーションと産業成長を促進するものです。

中国の戦略: 中国は、国家重点研究開発計画や国家量子情報科学研究センターの設立
などを通じて、量子技術に巨額の資金を投入し、世界をリードする量子技術大国とな
ることを目指しています。長期的な国家戦略に基づき、ハードウェアとソフトウェア
の両面で急速な進歩を遂げています。

米国のCHIPS and Science Act: 米国のCHIPS and Science Actは、国内の半導体製造
と技術革新を促進するための包括的な法律であり、その主要な柱の一つが量子技術で
す。2800億ドルの投資は、量子ビット開発、量子アルゴリズム、量子ネットワー
ク、耐量子暗号（PQC）など、多岐にわたる分野を対象としており、米国の技術的優
位性を確保するための戦略的な取り組みです。



背景・業界文脈

量子コンピューティングは、創薬、新素材開発、金融モデリング、物流最適化、そして
現在の暗号化を無力化する潜在能力を持つことから、各国政府にとって極めて重要な戦
略的技術と見なされています。Boston Consulting Groupの報告によると、2025年には
企業ユーザーによる量子コンピューティングへの支出が研究機関や政府の合計を初めて
上回り、量子技術が研究段階から産業応用へと移行していることが示されています。こ
のようなグローバルな技術競争の中で、各国は国家安全保障、経済成長、科学的発見の
推進という観点から、自国の量子能力の構築を急いでいます。

今後の展望

各国政府による量子技術への継続的な巨額投資は、この分野の急速な発展を保証するも
のです。これにより、量子ハードウェアの性能向上、量子ソフトウェアの多様化、そし
て様々な産業における実用的な量子アプリケーションの創出が加速されるでしょう。特
に、国家安全保障の観点から、耐量子暗号（PQC）の研究開発は喫緊の課題として引き
続き優先されます。これらの投資は、量子コンピューティングが研究室の領域を超え、
社会のインフラの一部として統合される未来に向けて、強固な基盤を築くことになるで
しょう。国際的な協力と競争が相まって、量子技術の可能性は今後数十年で大きく開花
することが期待されます。

元記事: https://www.facebook.com/cgtneuropeofficial/posts/with-so-much-potential-nations-around-

the-world-are-keen-not-to-miss-out-on-havi/1626981989462340/
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